
 

翻翻
刻刻  

藤藤
澤澤
南南
岳岳
『『
七七
香香
齋齋
日日
録録
』』
（（
３３
））  

前 

川 

知 

里 

    

はは
じじ
めめ
にに 

 

今
回
翻
刻
し
、
紹
介
す
る
『
七
香
齋
日
録
』
（
関
西
大
学
蔵
）
は
藤
澤
南
岳
（
一
八
四
二―

一

九
二
〇
）
の
日
記
で
あ
る
。
藤
澤
南
岳
及
び
『
七
香
齋
日
録
』
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
翻

刻 

藤
澤
南
岳
『
七
香
齋
日
録
』
（
１
）
」
１

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

「
翻
刻 

藤
澤
南
岳
『
七
香
齋
日
録
』
（
１
）
」
で
は
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０

８―

３
）
２

を
、
「
翻
刻 

藤
澤
南
岳
『
七
香
齋
日
録
』
（
２
）
」
で
は
『
七
香
齋
日
録
』
丁
（
Ｌ
Ｈ

２
／
甲
２
０
８―

４
）
、
『
七
香
齋
日
録
』
戊
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８―

５
）
を
翻
刻
し
、
紹
介
し

た
が
、
本
稿
で
は
『
七
香
斎
日
録
』
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
９
）
を
取
り
上
げ
る
。 

本
稿
で
取
り
扱
う
『
七
香
齋
日
録
』
一
は
明
治
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
明
治
二
十
七
年
一
月

二
十
二
日
に
か
け
て
の
日
記
で
あ
る
。
『
七
香
齋
日
録
』
戊
は
明
治
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
三

月
一
日
ま
で
の
日
記
で
あ
っ
た
た
め
、
『
七
香
齋
日
録
』
一
は
そ
の
数
カ
月
後
に
位
置
付
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
資
料
に
は
附
属
資
料
が
一
点
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
七
香
齋
日
録
』

一
の
後
に
翻
刻
す
る
と
と
し
た
い
。 

『
七
香
齋
日
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
南
岳
の
日
記
に
は
南
岳
の
動
向
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
と
お
り
、
南
岳
は
泊
園
書
院
を
運
営
し
て
お
り
、
こ
の
日
記
に
は
そ
れ
を
め
ぐ
る
多
く
の

人
び
と
が
登
場
す
る
。
泊
園
書
院
の
実
態
を
確
認
す
る
上
で
、
こ
の
日
記
は
重
要
で
あ
る
と
い
え

る
。
加
え
て
、
南
岳
の
日
記
に
は
当
時
の
京
阪
に
住
ま
う
文
人
が
多
く
登
場
す
る
と
と
も
に
、
南

岳
が
訪
れ
た
煎
茶
会
や
書
画
展
観
会
、
古
物
会
な
ど
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

参
加
し
て
い
た
人
物
や
展
示
物
に
対
す
る
批
評
も
多
く
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
記
述
は
、
当
時
の
大

阪
に
お
け
る
文
墨
世
界
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
『
七
香
齋
日
録
』
一
を
翻
刻
し
、
注
釈
を
付
し
て
こ
の
資
料
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

『
七
香
齋
日
録
』
一
に
は
末
尾
に
墨
筆
に
よ
る
「
備
忘
手
録
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
も
翻
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
中
期
の
大
阪
文
墨
界
の
具

体
的
な
す
が
た
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
こ
れ
に
続
く
『
七
香
齋

日
録
』
に
つ
い
て
は
順
次
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 

  

【
凡
例
】 

 

・
翻
刻
の
漢
字
の
表
記
は
原
文
に
従
っ
て
い
る
。
但
し
、
異
体
字
等
に
つ
い
て
は
翻
刻
の
関
係

上
、
一
部
正
字
に
直
し
て
い
る
。 

 

・
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
句
読
点
は
適
宜
施
し
て
い
る
。 

 

・
追
加
や
文
字
の
転
倒
な
ど
は
記
号
に
従
っ
て
本
来
の
位
置
に
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
抹
消
箇

所
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
と
ら
な
か
っ
た
。 

 

・
本
文
中
の
空
欄
に
つ
い
て
は
□
で
示
し
て
い
る
。 

 

・
本
資
料
は
一
日
毎
に
翻
刻
し
、
注
釈
を
施
し
て
い
る
。 

 

・
人
物
名
に
は
傍
線
を
施
し
て
い
る
。
但
し
、
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。 

 
・
注
釈
は
既
出
の
も
の
に
つ
い
て
は
再
録
し
な
い
。 

  

翻翻
刻刻  

七
香
斎
日
録
巻
之
一 

明
治
癸
巳
九
月
一
日
。
晴
。
午
後
与
章
同
訪
逸
身
南
鋒
。
又
与
南
峰
父
子
遊
有
待
園
。
々
在
天
王

寺
邨
其
別
業
也
。
客
歳
創
土
功
、
前
日
始
成
園
、
東
南
邱
有
廟
、
祝
至
聖
文
宜
王
其
志
美
矣
。
像
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則
山
田
俊
卿
所
紹
介
得
之
于
京
師
、
宋
代
物
云
。
此
日
始
献
一
炷
香
既
、
而
小
酌
閑
話
。
川
上
利

助
等
亦
来
。
余
今
夏
有
病
、
不
出
門
四
十
餘
日
、
故
今
日
之
遊
心
目
特
爽
。
薄
暮
辭
歸
。 

明
治
癸
巳…

明
治
二
十
六
年
。 

章…

南
岳
の
次
男
で
あ
る
章
次
郎
（
一
八
七
六―

一
九
四
八
）
を
指
す
。
章
次
郎
は
後
に
黄
坡

と
号
す
る
。 

逸
身
南
峰…

逸
身
佐
兵
衛
（
一
八
三
八―

一
九
〇
三
）
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ

る
。
逸
身
佐
兵
衛
の
生
家
で
あ
る
逸
見
家
は
大
阪
で
銭
屋
両
替
店
を
営
ん
で
お
り
、

当
主
は
代
々
佐
兵
衛
を
襲
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
泊
園
書
院
に
学
ん
だ
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
。
逸
身
豊
之
輔
は
明
治
三
十
三
年
ま
で
泊
園
書
院
に
学
び
、
そ
の
後
逸

身
銀
行
に
入
っ
た
の
ち
、
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
ど
ち
ら
も
泊
園
書
院
の
出

身
で
南
岳
と
接
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。
（
逸
身

喜
一
郎
・
吉
田
伸
之
編
『
両
替
商 
銭
屋
佐
兵
衛
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
二

十
五
年
、
古
川
忠
一
郎
著
『
釧
路
人
物
評
伝
』
、
明
治
四
十
四
年
） 

天
王
寺…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
あ
た
り
を
指
す
。 

至
聖
文
宜
王…

唐
の
玄
宗
皇
帝
が
孔
子
に
お
く
っ
た
諡
号
。 

山
田
俊
卿…

一
八
三
一―

一
九
二
一
。
医
師
。
明
治
十
二
年
か
ら
十
九
年
の
間
、
大
阪
鎮
台
病

院
に
勤
務
し
た
。
退
職
後
は
盲
唖
学
校
を
設
立
し
、
さ
ら
に
桃
花
塾
、
博
済
病
院
、

大
阪
慈
恵
病
院
を
設
立
す
る
な
ど
様
々
な
社
会
事
業
に
貢
献
し
た
。
（
山
本
安
蔵

編
『
可
耕
山
田
俊
卿
先
生
小
伝
』
、
心
学
明
誠
舎
、
大
正
十
一
年
） 

川
上
利
助…

明
治
期
に
大
阪
で
活
躍
し
た
川
上
利
助
と
い
う
人
物
は
、
明
治
八
年
に
生
ま
れ
た

川
上
銀
行
の
創
業
者
と
そ
の
父
の
二
名
が
確
認
で
き
る
。
『
人
事
興
信
録
』
に
よ

る
と
、
前
者
の
川
上
利
助
が
そ
の
名
を
襲
名
し
た
の
は
明
治
二
十
七
年
九
月
で
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
明
治
二
十
六
年
九
月
一
日
の
日
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
日
に
登
場
す
る
川
上
利
助
は
先
代
と
特
定
さ
れ
る
。
先
代
の
川
上
利
助
は
大
坂

の
平
民
の
出
で
、
の
ち
に
資
産
家
と
な
っ
た
。
（
「
『
人
事
興
信
録
』
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」h

t
t
p
s
:
/
/
j
a
h
i
s
.
l
a
w
.
n
a
g
o
y
a
-
u
.
a
c
.
j
p
/
w
h
o
/
d
o
c
s
/
w
h
o
4
-
4
1
1
8

、
令
和

三
年
四
月
三
十
日
ア
ク
セ
ス
） 

 

二
日
。
晴
。
課
餘
謁
菅
廟
、
途
訪
稲
垣
秋
荘
、
三
崎
厚
齋
謝
屢
来
問
病
也
。
三
崎
氏
席
上
小
棋
一

局
、
且
供
蕎
麥
、
而
炎
熱
殊
甚
、
匆
々
辭
去
。
到
浪
華
橋
時
日
已
没
。
風
方
起
、
逍
遥
自
適
神
氣

乃
旺
、
歸
則
史
略
輪
講
方
半
傍
坐
聞
之
、
亦
大
有
興
。
夜
半
窺
庭
月
色
如
晝
、
心
地
更
快
。
一
日

所
遇
境
趣
不
一
、
而
神
心
之
適
一
矣
、
人
間
与
余
同
情
者
不
知
幾
人
已
。 

稲
垣
秋
荘…

一
八
三
五―

一
九
〇
一
。
漢
学
者
。
南
岳
と
と
も
に
小
山
九
江
に
漢
学
を
教
え
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
奥
野
小
山
に
漢
学
を
学
び
、
藤
澤
東
畡
の
勧
め
に
よ
っ
て

小
山
の
養
子
と
な
っ
た
。
小
山
の
没
後
に
は
泊
園
書
院
の
助
教
と
な
り
、
東
畡
の

死
後
に
は
教
授
の
業
務
を
担
っ
た
。
明
治
維
新
後
は
住
吉
郡
に
隠
退
し
て
い
た
が
、

南
岳
が
泊
園
書
院
を
再
興
す
る
に
あ
た
っ
て
帰
阪
し
た
。
南
岳
著
『
論
語
彙
纂
』

（
明
治
二
十
五
年
）
に
は
小
牧
桜
泉
、
小
野
湖
山
と
と
も
に
序
を
記
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
も
交
流
の
深
さ
が
窺
え
る
。
（
『
東
区
史
』
第
五
巻
、
大
阪
市
東
区
、
昭

和
十
四
年
、
八
八―

二
八
九
頁
） 

三
崎
厚
齋…

大
阪
老
松
町
の
医
師
。
南
岳
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
南
岳
の
三
男
で
あ
る
驎
之
助

（
黄
圃
）
を
養
子
と
し
た
。 

浪
華
橋…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
北
区
に
あ
る
。
大
阪
天
満
宮
の
近
く
で
あ
る
。 

 

三
日
。
晴
。
暁
窓
磨
墨
作
額
三
已
、
而
訪
澤
井
甃
平
。
弄
棋
消
閑
。
會
樋
口
氏
致
書
約
午
後
小
集
、

乃
与
主
人
諾
之
於
是
。
別
歸
未
牌
徃
會
焉
。
澤
井
、
森
鼻
二
氏
来
、
乃
環
坐
敲
棋
。
興
趣
頗
深
。

亦
消
暑
之
一
策
遂
至
、
點
燈
而
後
辭
歸
。 

澤
井
甃
平…

蘭
学
者
。
字
は
楽
水
。
『
磐
舟
永
田
翁
傳
』
は
、
甃
平
に
つ
い
て
「
當
時
に
於
け

る
蘭
學
の
篤
學
者
で
あ
っ
て
、
其
友
人
に
は
故
星
亭
な
ど
も
あ
り
、
世
の
新
智
囊

者
を
以
て
知
ら
れ
て
居
た
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
追
々
入
來
す
る
英
米

人
の
指
導
に
よ
っ
て
直
接
の
教
授
を
受
け
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
の
で
舊
に
止
っ

て
進
ま
な
い
澤
井
先
生
は
世
間
か
ら
骨
董
扱
ひ
に
さ
れ
た
」
と
続
け
て
い
る
よ
う

に
、
多
く
の
英
米
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
あ
ま
り
奮
わ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
甃
平
は
成
章
塾
を
主
宰
し
て
お
り
、
門
下
生
に
は
永
田
磐
舟
の
ほ
か

 

山
中
繁
次
郎
、
武
田
長
兵
衛
、
井
原
百
介
、
河
野
徹
志
な
ど
が
い
る
。
ま
た
、
明

治
十
四
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
府
立
大
阪
中
学
校
（
現
大
阪
府
立
北
野
高
等
学

校
）
の
校
長
を
務
め
た
。
（
野
田
廣
二
著
『
磐
舟
永
田
翁
傳
』
、
昭
和
四
年
、
二
三

―

二
四
頁
） 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
（
一
八
六
三―

一
九
三
三
）
カ
。
大
阪
の
安
堂
寺
町
の
熊
野
屋
小
寺

家
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
松
次
郎
。
明
治
十
一
年
に
樋
口
家
の
養
子
に
な
り
、
翌
年

に
三
郎
兵
衛
を
襲
名
し
た
。
大
阪
市
第
一
大
区
道
修
町
五
丁
目
二
七
番
地
に
居
を
構

え
、
明
治
十
七
年
に
そ
こ
で
私
立
浪
華
画
学
校
を
開
校
し
、
校
主
を
務
め
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
（
木
村
武
夫
著
「
浪
華
画
学
校
創
立
者-

樋
口
三
郎
兵
衛
」
『
上
方 

[

復

刻
版]

』
一
〇
四
号
、
上
方
郷
土
研
究
会
、
昭
和
十
四
年
） 

森
鼻…

森
鼻
宗
次
（
一
八
四
八―

一
九
一
八
）
カ
。
緒
方
洪
庵
の
後
継
者
で
あ
り
、
万
延
元
年

に
久
太
郎
町
に
独
笑
軒
塾
を
開
い
た
。
明
治
七
年
に
は
堺
県
医
学
校
長
と
な
っ
た
。

（
中
野
操
著
「
堺
県
医
学
校
と
校
長
森
鼻
宗
次
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
、
日
本
医
史
学

会
、
昭
和
二
十
九
年
、
一
九―

二
五
頁
） 

 

四
日
。
晴
。
末
野
狸
郷
来
、
對
棋
三
局
而
去
。 

末
野
狸
郷…

其
争
社
の
社
員
。
南
岳
の
日
記
に
た
び
た
び
登
場
し
て
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

五
日
。
晴
。
歴
訪
南
静
山
、
猪
木
熊
山
、
阿
曽
沼
恒
齋
亦
謝
前
日
、
問
病
也
。
恒
齋
席
上
、
与
上

江
者
棋
、
而
恒
齋
謀
為
中
州

原
文
マ
マ

所
會
、
中
州

原
文
マ
マ

姓
三
嶋
名
毅
善
文
、
欲
以
十
日
過
坂
也
。
對
話
數
刻
、

恒
齋
供
晩
餐
、
且

 

命
車
相
送
。
厚
情
可
欽
。 

南

 

静
山…

画
家
、
篆
刻
家
。
名
は
保
。
字
は
子
壽
。
別
号
に
山
壽
堂
、
静
壽
庵
が
あ
る
。
備
後

国

 

福
山
の
人
。
明
治
十
一
年
に
淵
野
桂
仙
に
画
を
学
び
、
後
に
各
地
を
漫
遊
し
て
修

行

 

し
た
。
明
治
三
十
一
年
に
は
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
技
芸
員
と
な
っ
た
。
南
岳

と

 

は
親
し
く
、
『
泊
園
文
庫
印
譜
集
』
に
は
、
静
山
が
刻
し
た
南
岳
の
印
が
掲
載
さ

れ

 

て
い
る
。
（
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
文
庫
印
譜
集
』
、
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
二

十
五
年
） 

猪
木
熊
山…

一
八
四
三―

一
九
〇
三
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
医
師
。
紀
伊
の
人
。
名
は

邦
介
。
漢
学
者
の
森
田
節
斎
に
漢
詩
文
を
、
儒
医
の
山
田
山
東
に
医
術
を
学
び
、

産
科
を
得
意
と
し
た
。
永
く
大
阪
に
住
み
、
名
家
と
交
遊
し
て
詩
や
俳
句
を
嗜
ん

だ
。
（
上
田
正
昭
他
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
、
講
談
社
、
平
成
十
三
年
） 

阿
曽
沼
恒
斎…

其
争
社
の
社
員
。
ま
た
、
『
訓
蒙
究
理
大
全
』
（
明
治
六
年
）
に
お
い
て
訳
を
担

当
し
て
い
る
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
一
、
九
月
二
十
八
日
条
） 

三
嶋
中
州…

三
嶋
中
洲
（
一
八
三
一―

一
九
一
九
）
。
名
は
毅
。
備
中
松
山
藩
出
身
の
漢
学
者

で
あ
る
。
山
田
方
谷
に
学
ん
だ
の
ち
、
江
戸
に
出
て
昌
平
黌
に
学
ん
だ
。
帰
郷
後

は
方
谷
の
右
腕
と
し
て
藩
政
改
革
に
関
与
し
、
こ
の
経
験
か
ら
「
義
利
合
一
」
を

唱
え
た
。
ま
た
、
藩
校
有
終
館
学
頭
も
務
め
た
。
維
新
後
は
新
政
府
に
出
仕
す
る

も
、
明
治
十
年
に
官
職
を
辞
し
て
、
二
松
学
舎
を
創
設
し
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど

で
漢
学
を
教
え
た
。
明
治
二
十
九
年
に
は
東
宮
侍
講
と
し
て
大
正
天
皇
の
教
育
に

あ
た
っ
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

六
日
。
晴
。
菅
廟
吟
會
未
牌
興
、
稲
垣
秋
荘
共
往
會
焉
。
諸
友
皆
在
。
同
賦
新
涼
、
酉
牌
會
散
。

此
日
會
者
、
山
本
竹
溪
、
岡
田
聿
山
、
清
原
帆
山
、
近
藤
南
州
、
尾
崎
雪
濤
、
石
𣘺𣘺𣘺𣘺
雲
来
、
戸
谷

澹
齋
、
鈴
木
半
髯
、
河
野
□
□
、
上
野
梅
塢
、
河
野
春
澤
、
加
藤
楓
亭
及
秋
荘
也
。
雅
話
風
生
大

快
襟
懐
。
夜
秋
荘
携
其
女
、
閑
移
刻
。 

山
本
竹
溪…

一
八
二
四―

一
八
九
四
。
漢
学
者
。
豊
後
の
藩
士
、
山
本
澹
斎
の
次
男
で
山
本
梅

崖
の
父
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
に
江
戸
に
遊
学
し
、
安
積
艮
斎
の
塾
に
学
び
、
斎
藤

拙
堂
、
若
山
勿
堂
、
佐
藤
一
斎
、
大
槻
盤
溪
ら
と
交
わ
り
、
帰
郷
し
て
名
教
館
助

教
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
に
土
佐
藩
の
藩
校
致
道
館
の
助
教
と
な
っ
た
が
、
明
治

九
年
に
夫
婦
で
来
阪
し
、
子
の
梅
崖
宅
で
生
活
し
た
。
（
矢
羽
野
隆
男
著
「
山
本

竹
園
・
竹
渓
墓
誌
銘
訳
注 

―

近
代
大
阪
に
お
け
る
儒
学
者
の
交
流
一
斑―

」
『
四

天
王
寺
大
学
紀
要
』
第
六
十
三
号
、
四
天
王
寺
大
学
、
平
成
二
十
九
年
、
一―

一

〇
頁
） 
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山
中
繁
次
郎
、
武
田
長
兵
衛
、
井
原
百
介
、
河
野
徹
志
な
ど
が
い
る
。
ま
た
、
明

治
十
四
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
府
立
大
阪
中
学
校
（
現
大
阪
府
立
北
野
高
等
学

校
）
の
校
長
を
務
め
た
。
（
野
田
廣
二
著
『
磐
舟
永
田
翁
傳
』
、
昭
和
四
年
、
二
三

―

二
四
頁
） 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
（
一
八
六
三―

一
九
三
三
）
カ
。
大
阪
の
安
堂
寺
町
の
熊
野
屋
小
寺

家
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
松
次
郎
。
明
治
十
一
年
に
樋
口
家
の
養
子
に
な
り
、
翌
年

に
三
郎
兵
衛
を
襲
名
し
た
。
大
阪
市
第
一
大
区
道
修
町
五
丁
目
二
七
番
地
に
居
を
構

え
、
明
治
十
七
年
に
そ
こ
で
私
立
浪
華
画
学
校
を
開
校
し
、
校
主
を
務
め
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
（
木
村
武
夫
著
「
浪
華
画
学
校
創
立
者-

樋
口
三
郎
兵
衛
」
『
上
方 

[

復

刻
版]

』
一
〇
四
号
、
上
方
郷
土
研
究
会
、
昭
和
十
四
年
） 

森
鼻…

森
鼻
宗
次
（
一
八
四
八―

一
九
一
八
）
カ
。
緒
方
洪
庵
の
後
継
者
で
あ
り
、
万
延
元
年

に
久
太
郎
町
に
独
笑
軒
塾
を
開
い
た
。
明
治
七
年
に
は
堺
県
医
学
校
長
と
な
っ
た
。

（
中
野
操
著
「
堺
県
医
学
校
と
校
長
森
鼻
宗
次
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
、
日
本
医
史
学

会
、
昭
和
二
十
九
年
、
一
九―

二
五
頁
） 

 

四
日
。
晴
。
末
野
狸
郷
来
、
對
棋
三
局
而
去
。 

末
野
狸
郷…

其
争
社
の
社
員
。
南
岳
の
日
記
に
た
び
た
び
登
場
し
て
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

五
日
。
晴
。
歴
訪
南
静
山
、
猪
木
熊
山
、
阿
曽
沼
恒
齋
亦
謝
前
日
、
問
病
也
。
恒
齋
席
上
、
与
上

江
者
棋
、
而
恒
齋
謀
為
中
州

原
文
マ
マ

所
會
、
中
州

原
文
マ
マ

姓
三
嶋
名
毅
善
文
、
欲
以
十
日
過
坂
也
。
對
話
數
刻
、

恒
齋
供
晩
餐
、
且

 

命
車
相
送
。
厚
情
可
欽
。 

南

 

静
山…

画
家
、
篆
刻
家
。
名
は
保
。
字
は
子
壽
。
別
号
に
山
壽
堂
、
静
壽
庵
が
あ
る
。
備
後

国

 

福
山
の
人
。
明
治
十
一
年
に
淵
野
桂
仙
に
画
を
学
び
、
後
に
各
地
を
漫
遊
し
て
修

行

 

し
た
。
明
治
三
十
一
年
に
は
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
技
芸
員
と
な
っ
た
。
南
岳

と

 

は
親
し
く
、
『
泊
園
文
庫
印
譜
集
』
に
は
、
静
山
が
刻
し
た
南
岳
の
印
が
掲
載
さ

れ

 

て
い
る
。
（
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
文
庫
印
譜
集
』
、
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
二

十
五
年
） 

猪
木
熊
山…

一
八
四
三―

一
九
〇
三
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
医
師
。
紀
伊
の
人
。
名
は

邦
介
。
漢
学
者
の
森
田
節
斎
に
漢
詩
文
を
、
儒
医
の
山
田
山
東
に
医
術
を
学
び
、

産
科
を
得
意
と
し
た
。
永
く
大
阪
に
住
み
、
名
家
と
交
遊
し
て
詩
や
俳
句
を
嗜
ん

だ
。
（
上
田
正
昭
他
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
、
講
談
社
、
平
成
十
三
年
） 

阿
曽
沼
恒
斎…

其
争
社
の
社
員
。
ま
た
、
『
訓
蒙
究
理
大
全
』
（
明
治
六
年
）
に
お
い
て
訳
を
担

当
し
て
い
る
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
一
、
九
月
二
十
八
日
条
） 

三
嶋
中
州…

三
嶋
中
洲
（
一
八
三
一―

一
九
一
九
）
。
名
は
毅
。
備
中
松
山
藩
出
身
の
漢
学
者

で
あ
る
。
山
田
方
谷
に
学
ん
だ
の
ち
、
江
戸
に
出
て
昌
平
黌
に
学
ん
だ
。
帰
郷
後

は
方
谷
の
右
腕
と
し
て
藩
政
改
革
に
関
与
し
、
こ
の
経
験
か
ら
「
義
利
合
一
」
を

唱
え
た
。
ま
た
、
藩
校
有
終
館
学
頭
も
務
め
た
。
維
新
後
は
新
政
府
に
出
仕
す
る

も
、
明
治
十
年
に
官
職
を
辞
し
て
、
二
松
学
舎
を
創
設
し
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど

で
漢
学
を
教
え
た
。
明
治
二
十
九
年
に
は
東
宮
侍
講
と
し
て
大
正
天
皇
の
教
育
に

あ
た
っ
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

六
日
。
晴
。
菅
廟
吟
會
未
牌
興
、
稲
垣
秋
荘
共
往
會
焉
。
諸
友
皆
在
。
同
賦
新
涼
、
酉
牌
會
散
。

此
日
會
者
、
山
本
竹
溪
、
岡
田
聿
山
、
清
原
帆
山
、
近
藤
南
州
、
尾
崎
雪
濤
、
石
𣘺𣘺𣘺𣘺
雲
来
、
戸
谷

澹
齋
、
鈴
木
半
髯
、
河
野
□
□
、
上
野
梅
塢
、
河
野
春
澤
、
加
藤
楓
亭
及
秋
荘
也
。
雅
話
風
生
大

快
襟
懐
。
夜
秋
荘
携
其
女
、
閑
移
刻
。 

山
本
竹
溪…

一
八
二
四―

一
八
九
四
。
漢
学
者
。
豊
後
の
藩
士
、
山
本
澹
斎
の
次
男
で
山
本
梅

崖
の
父
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
に
江
戸
に
遊
学
し
、
安
積
艮
斎
の
塾
に
学
び
、
斎
藤

拙
堂
、
若
山
勿
堂
、
佐
藤
一
斎
、
大
槻
盤
溪
ら
と
交
わ
り
、
帰
郷
し
て
名
教
館
助

教
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
に
土
佐
藩
の
藩
校
致
道
館
の
助
教
と
な
っ
た
が
、
明
治

九
年
に
夫
婦
で
来
阪
し
、
子
の
梅
崖
宅
で
生
活
し
た
。
（
矢
羽
野
隆
男
著
「
山
本

竹
園
・
竹
渓
墓
誌
銘
訳
注 

―

近
代
大
阪
に
お
け
る
儒
学
者
の
交
流
一
斑―

」
『
四

天
王
寺
大
学
紀
要
』
第
六
十
三
号
、
四
天
王
寺
大
学
、
平
成
二
十
九
年
、
一―

一

〇
頁
） 
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岡
田
聿
山…

？―

一
九
〇
〇
。
漢
学
者
。
備
後
の
人
。
名
は
達
。
字
は
子
文
。
通
称
は
廉
介
で

あ
る
。
は
じ
め
宇
都
宮
竜
山
に
、
の
ち
古
賀
侗
庵
に
学
ん
だ
。
維
新
後
に
は
大
阪

に
啓
蒙
学
館
を
開
設
し
、
後
進
の
育
成
に
努
め
た
。
ま
た
、
明
治
十
九
年
十
一
月

に
左
氏
球
山
、
近
藤
南
州
と
と
も
に
逍
遥
遊
吟
社
を
結
成
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
、
吾
妻
重
二
編
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集―

泊
園
書

院
資
料
集
成
一―

』
、
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
二
十
二
年
、
一
一
一
頁
） 

清
原
帆
山…

大
坂
の
人
。
南
岳
が
題
字
を
書
し
た
『
雲
来
詩
鈔
』
十
巻
に
お
い
て
南
岳
、
一
六
、

湖
山
ら
と
と
も
に
評
点
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
五
年
の
『
古
今
名
家

新
撰
書
画
一
覧
』
中
の
「
詩
家
余
興
」
に
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
詩
を
能
く
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

近
藤
南
州…

一
八
五
〇―

一
九
二
二
。
伊
予
国
松
山
の
人
。
名
は
元
粋
。
字
は
純
叔
。
号
は
南

洲
、
蛍
雪
軒
で
あ
る
。
伊
予
の
心
学
者
で
あ
る
近
藤
名
洲
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
藤
野
海
南
、
芳
野
金
陵
に
就
い
て
漢
学
を
修
め
、
明
治
三
十
七
年
に
は
大
阪

で
風
騒
吟
社
を
設
立
し
た
。
（
三
島
竹
堂
編
『
浪
華
摘
英
』
、
大
正
四
年
、
六
六
頁
） 

尾
崎
雪
濤…

一
八
二
八―

一
九
一
〇
。
日
本
画
家
。
文
人
画
に
優
れ
、
書
に
も
精
通
し
て
い
た
。

（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

石
橋
雲
来…

一
八
四
六―

一
九
一
四
。
漢
詩
家
。
播
磨
の
人
。
大
阪
北
区
に
住
み
、
雲
来
社
を

主
宰
し
た
。
そ
の
著
書
で
あ
る
『
雲
来
唫
交
詩
』
に
は
小
原
竹
香
や
江
馬
天
江
の

名
が
あ
り
、
そ
の
交
遊
関
係
の
一
端
が
窺
い
知
れ
る
。
（
稲
村
徹
元
、
井
門
寛
、

丸
山
信
共
編
『
大
正
過
去
帳
』
、
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
八
年
） 

戸
谷
澹
斎…

戸
谷
萩
堂
（
一
八
四
二―

一
九
〇
二
）
。
儒
学
者
。
『
墨
香
画
譜
』
（
明
治
十
三
年
）

で
は
序
文
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
書
画
に
精
通
し
て
い
た
。 

鈴
木
半
髯…

詳
細
不
明
。 

河
野
□
□…

菅
廟
吟
会
の
会
員
。
『
七
香
齋
日
録
』
一
戊
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
１
０―

１
）
の
明

治
二
十
八
年
十
月
一
日
条
に
は
菅
廟
吟
会
の
会
員
中
に
河
野
と
い
う
名
の
人
物
が

二
人
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
は
河
野
春
澤
と
河
野
青
山
で
あ
る
。
本
文
中
に
河
野
春

澤
の
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
河
野
□
□
」
は
河
野
青
山
を
指
す
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
河
野
青
山
は
『
明
治
一
五
年
絵
画
共
進
会
出
品
画

家
々
名
一
覧
』
（
明
治
十
五
年
）
や
『
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
三
十
五

年
）
に
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
翰
墨
に
秀
で
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

上
野
梅
塢…

？―

一
九
〇
九
。
大
坂
の
人
。
医
学
か
ら
儒
学
者
に
転
じ
る
。
ま
た
書
を
能
く

し
、
晋
・
唐
の
書
法
を
学
ん
で
一
家
を
な
し
た
。
藤
澤
東
畡
、
広
瀬
旭
荘
に
儒

学
を
、
和
歌
を
冷
泉
為
忠
に
学
ん
だ
。
瓊
林
館
を
開
設
し
、
子
弟
の
教
育
に
当

た
り
、
晩
年
は
詩
歌
を
楽
し
み
余
生
を
送
っ
た
。
（
石
田
誠
太
郎
著
『
大
阪
人
物

誌
』
続
編
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
四
十
九
年
） 

 

河
野
春
澤…

河
野
顕
徃
。
春
澤
は
号
で
あ
る
。
左
専
堂
村
の
人
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ

２
／
甲
２
０
８―

３
）
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
条
） 

加
藤
楓
亭…

石
橋
雲
来
の
『
友
蘭
詩
』
第
一
集
（
明
治
二
十
七
年
）
に
名
が
み
え
る
。 

 

七
日
。
晴
。
會
嚶
々
吟
友
于
妙
徳
寺
。
々
在
西
北
郭
眺
望
尤
冝
。
而
行
徳
玉
江
、
梅
原
淡
叟
、
羽

間
枕
松
、
奥
林
鷺
州
与
寺
僧
岡
田
似
銕
、
訂
社
寄
興
、
亦
閑
中
一
楽
塲
。
此
日
同
賦
涼
軒
、
小
酌

詩
酒
書
画
各
従
所
好
、
日
没
後
散
去
。 

 

嚶
々
社…

田
部
苔
園
が
組
織
し
た
漢
詩
団
体
。
妙
徳
寺
の
僧
で
あ
る
岡
田
似
銕
が
所
属
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
を
会
場
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
一
戊
、

明
治
二
十
八
年
一
月
十
四
日
条
） 

 

妙
徳
寺…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
。 

行
徳
玉
江…

一
八
二
八―

一
九
〇
一
。
名
は
貫
。
字
は
仁
卿
。
玉
江
は
号
で
あ
る
。
大
坂
の
人
。

家
業
は
眼
科
で
、
玉
江
も
そ
れ
を
継
い
だ
。
そ
の
傍
ら
で
所
芸
を
嗜
み
、
詩
書
画

に
優
れ
た
。
篠
崎
小
竹
に
学
び
、
ま
た
詩
は
広
瀬
旭
荘
に
、
画
は
鼎
金
城
、
書
と

篆
刻
は
呉
北
渚
に
学
ん
だ
。
九
州
や
備
中
、
出
雲
、
伊
勢
な
ど
を
歴
遊
し
た
が
、

足
を
患
っ
た
後
は
遠
遊
す
る
こ
と
は
な
く
、
明
治
三
十
四
年
に
七
十
四
歳
で
歿
し

た
。
（
「
第
四
二
〇 

行
徳
玉
江
」
『
実
験
眼
科
雑
誌
』
九
十
七
号
、
実
験
眼
科
雑

誌
社
、
昭
和
四
年
、
五
六
五
頁
） 

梅
原
淡
叟…

詳
細
不
明
。 

 

羽
間
枕
松…

『
現
世
今
世
名
家
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
四
年
）
、
『
古
今
名
家
改
正
南
画
一
覧
』

（
明
治
二
十
五
年
）
、
『
大
日
本
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
七
年
）
に
名
が
み
え
る

こ
と
か
ら
、
南
画
を
能
く
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。 

奥
林
鷺
州…

詳
細
不
明
。 

岡
田
似
銕…

妙
徳
寺
の
僧
で
あ
り
、
嚶
々
社
の
社
員
で
あ
る
。 

 

八
日
。
晴
。
木
村
敬
来
。
手
談
半
日
亦
有
清
趣
。 

木
村
敬…

木
村
敬
二
郎
カ
。
地
方
史
研
究
者
で
『
大
阪
訪
碑
録
』
（
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
昭
和

四
年
）
の
選
者
で
あ
る
。
号
は
篤
処
。
南
岳
に
学
ん
で
多
く
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。

（
「
木
村
敬
二
郎 

関
西
大
学
」 
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九
日
。
晴
。
阿
曽
沼
氏
与
福
井
楠
喜
来
。
謀
明
日
小
集
也
。
余
乃
簡
諸
友
報
之
。
申
牌
訪
林
檪
窗
、

又
同
會
樋
口
氏
。
森
鼻
、
木
村
亦
来
。
坐
隠
到
初
更
歸
。
則
門
生
報
、
八
尾
三
壽
藏
来
、
訂
明
日

會
。 

 

阿
曽
沼
氏…

阿
曽
沼
恒
斎
カ
。 

福
井
楠
喜…

福
井
豫
章
（
一
八
五
六―

？
）
。
岸
和
田
藩
士
福
井
興
堂
の
子
。
土
屋
鳳
洲
、
阪

田
警
軒
に
学
び
、
大
阪
で
私
塾
・
豫
章
館
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
岸
和
田
中
学
の

教
師
を
勤
め
た
。
（
「
岸
和
田
市
立
図
書
館
」 
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林
檪
窗…

林
信
。
（
？―

一
八
九
四
）
尾
張
の
人
。
明
治
二
十
七
年
一
月
十
五
日
条
に
「
林
通

雅
俗
、
智
兼
内
外
、
善
詩
隋
酒
、
棋
亦
与
余
相
敵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
流
な
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
南
岳
と
は
友
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
著
書
に
『
論
語
集

益
』
（
光
風
社
等
、
明
治
十
八
年
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
儒
学
者
と
考
え
ら
れ
る
。 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

森
鼻…

森
鼻
宗
次
カ
。 

木
村…

詳
細
不
明
。 

八
尾
三
寿
蔵…

翌
日
の
進
正
社
の
会
合
の
際
に
場
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
や
、
『
七
香
齋
日
録
』

丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８―

３
）
の
明
治
二
十
四
年
十
月
十
一
日
条
の
進
正
社

の
会
合
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
進
正
社
の
社
員
と
推
察
さ
れ
る
。
名
字

の
八
尾
は
、
か
つ
て
大
阪
に
あ
っ
た
若
江
郡
八
尾
村
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
こ
こ
に
居
を
構
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

十
日
。
晴
。
将
赴
八
尾
。
辰
牌
到
湊
町
停
車
塲
、
与
西
村
酔
處
同
車
而
発
、
酔
處
盖
赴
奈
良
也
、

時
涼
氣
襲
衣
、
樹
色
如
流
、
水
浮
露
華
、
風
送
稲
花
香
。
似
助
吾
輩
二
人
清
話
、
既
而
連
八
尾
、

乃
辭
下
車
。
又
命
人
車
訪
木
村
東
塢
。
相
伴
緩
歩
、
到
八
尾
座
村
。
訪
八
尾
氏
主
人
、
歓
迎
勧
茶

供
菓
、
所
挂
壁
大
幅
孔
夫
人
像
古
甚
。
社
友
皆
来
。
為
講
韓
荘
諸
章
、
講
餘
詩
酒
隨
冝
棋
亦
助
興
。

晩
報
浴
乃
浴
。
乃
搭
滊
車
而
歸
。
此
會
木
村
嘯
園
、
木
村
藤
陰
、
木
村
東
塢
、
長
崎
□
□
、
久
保

田
真
吾
所
創
也
。
而
林
風
外
、
林
秋
圃
、
橋
本
□
□
相
継
来
、
加
社
、
号
進
正
、
取
諸
易
漸
彖
傳

進
以
正
可
以
正
邦
也
。
諸
友
皆
厚
于
情
、
故
七
年
而
来
、
未
嘗
有
懈
怠
。 

 

八
尾…

若
江
郡
八
尾
村
。
現
在
の
八
尾
市
本
町
一―

七
丁
目
、
東
本
町
一―

五
丁
目
、
南
本
町

一―

八
丁
目
あ
た
り
を
指
す
。 

西
村
酔
處…

西
村
捨
三
（
一
八
四
三―

一
九
〇
八
）
。
酔
處
は
号
で
あ
る
。
彦
根
藩
作
事
奉
行

の
西
村
又
次
郎
の
子
。
弘
道
館
で
学
ん
だ
。
明
治
九
年
に
新
政
府
に
入
り
、
内
務

省
奏
任
御
用
掛
や
少
書
記
官
、
大
書
記
官
な
ど
を
歴
任
し
、
同
十
四
年
に
内
務
省

警
保
局
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
明
治
二
十
二
年
に
は

第
六
代
大
阪
府
知
事
と
な
り
、
初
代
大
阪
市
長
代
行
も
兼
務
し
た
。
明
治
二
十
四

年
に
農
商
務
次
官
に
就
任
し
、
同
二
十
六
年
に
退
官
す
る
と
、
同
三
十
年
に
は
大

阪
築
港
事
務
所
初
代
所
長
に
就
任
し
て
五
年
間
務
め
た
。
（
朝
日
新
聞
社
編
『
朝

日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
六
年
、
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

木
村
東
塢…

本
文
か
ら
進
正
社
の
創
設
者
の
一
人
と
推
察
さ
れ
る
。 

八
尾
氏…

八
尾
三
寿
蔵
カ
。 
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羽
間
枕
松…

『
現
世
今
世
名
家
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
四
年
）
、
『
古
今
名
家
改
正
南
画
一
覧
』

（
明
治
二
十
五
年
）
、
『
大
日
本
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
七
年
）
に
名
が
み
え
る

こ
と
か
ら
、
南
画
を
能
く
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。 

奥
林
鷺
州…
詳
細
不
明
。 

岡
田
似
銕…
妙
徳
寺
の
僧
で
あ
り
、
嚶
々
社
の
社
員
で
あ
る
。 

 

八
日
。
晴
。
木
村
敬
来
。
手
談
半
日
亦
有
清
趣
。 

木
村
敬…

木
村
敬
二
郎
カ
。
地
方
史
研
究
者
で
『
大
阪
訪
碑
録
』
（
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
昭
和

四
年
）
の
選
者
で
あ
る
。
号
は
篤
処
。
南
岳
に
学
ん
で
多
く
の
研
鑽
を
積
ん
だ
。

（
「
木
村
敬
二
郎 

関
西
大
学
」 
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九
日
。
晴
。
阿
曽
沼
氏
与
福
井
楠
喜
来
。
謀
明
日
小
集
也
。
余
乃
簡
諸
友
報
之
。
申
牌
訪
林
檪
窗
、

又
同
會
樋
口
氏
。
森
鼻
、
木
村
亦
来
。
坐
隠
到
初
更
歸
。
則
門
生
報
、
八
尾
三
壽
藏
来
、
訂
明
日

會
。 

 

阿
曽
沼
氏…

阿
曽
沼
恒
斎
カ
。 

福
井
楠
喜…

福
井
豫
章
（
一
八
五
六―

？
）
。
岸
和
田
藩
士
福
井
興
堂
の
子
。
土
屋
鳳
洲
、
阪

田
警
軒
に
学
び
、
大
阪
で
私
塾
・
豫
章
館
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
岸
和
田
中
学
の

教
師
を
勤
め
た
。
（
「
岸
和
田
市
立
図
書
館
」 
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林
檪
窗…

林
信
。
（
？―

一
八
九
四
）
尾
張
の
人
。
明
治
二
十
七
年
一
月
十
五
日
条
に
「
林
通

雅
俗
、
智
兼
内
外
、
善
詩
隋
酒
、
棋
亦
与
余
相
敵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
流
な
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
南
岳
と
は
友
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
著
書
に
『
論
語
集

益
』
（
光
風
社
等
、
明
治
十
八
年
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
儒
学
者
と
考
え
ら
れ
る
。 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

森
鼻…

森
鼻
宗
次
カ
。 

木
村…

詳
細
不
明
。 

八
尾
三
寿
蔵…

翌
日
の
進
正
社
の
会
合
の
際
に
場
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
や
、
『
七
香
齋
日
録
』

丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８―

３
）
の
明
治
二
十
四
年
十
月
十
一
日
条
の
進
正
社

の
会
合
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
進
正
社
の
社
員
と
推
察
さ
れ
る
。
名
字

の
八
尾
は
、
か
つ
て
大
阪
に
あ
っ
た
若
江
郡
八
尾
村
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
こ
こ
に
居
を
構
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

十
日
。
晴
。
将
赴
八
尾
。
辰
牌
到
湊
町
停
車
塲
、
与
西
村
酔
處
同
車
而
発
、
酔
處
盖
赴
奈
良
也
、

時
涼
氣
襲
衣
、
樹
色
如
流
、
水
浮
露
華
、
風
送
稲
花
香
。
似
助
吾
輩
二
人
清
話
、
既
而
連
八
尾
、

乃
辭
下
車
。
又
命
人
車
訪
木
村
東
塢
。
相
伴
緩
歩
、
到
八
尾
座
村
。
訪
八
尾
氏
主
人
、
歓
迎
勧
茶

供
菓
、
所
挂
壁
大
幅
孔
夫
人
像
古
甚
。
社
友
皆
来
。
為
講
韓
荘
諸
章
、
講
餘
詩
酒
隨
冝
棋
亦
助
興
。

晩
報
浴
乃
浴
。
乃
搭
滊
車
而
歸
。
此
會
木
村
嘯
園
、
木
村
藤
陰
、
木
村
東
塢
、
長
崎
□
□
、
久
保

田
真
吾
所
創
也
。
而
林
風
外
、
林
秋
圃
、
橋
本
□
□
相
継
来
、
加
社
、
号
進
正
、
取
諸
易
漸
彖
傳

進
以
正
可
以
正
邦
也
。
諸
友
皆
厚
于
情
、
故
七
年
而
来
、
未
嘗
有
懈
怠
。 

 

八
尾…

若
江
郡
八
尾
村
。
現
在
の
八
尾
市
本
町
一―

七
丁
目
、
東
本
町
一―

五
丁
目
、
南
本
町

一―

八
丁
目
あ
た
り
を
指
す
。 

西
村
酔
處…

西
村
捨
三
（
一
八
四
三―

一
九
〇
八
）
。
酔
處
は
号
で
あ
る
。
彦
根
藩
作
事
奉
行

の
西
村
又
次
郎
の
子
。
弘
道
館
で
学
ん
だ
。
明
治
九
年
に
新
政
府
に
入
り
、
内
務

省
奏
任
御
用
掛
や
少
書
記
官
、
大
書
記
官
な
ど
を
歴
任
し
、
同
十
四
年
に
内
務
省

警
保
局
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
明
治
二
十
二
年
に
は

第
六
代
大
阪
府
知
事
と
な
り
、
初
代
大
阪
市
長
代
行
も
兼
務
し
た
。
明
治
二
十
四

年
に
農
商
務
次
官
に
就
任
し
、
同
二
十
六
年
に
退
官
す
る
と
、
同
三
十
年
に
は
大

阪
築
港
事
務
所
初
代
所
長
に
就
任
し
て
五
年
間
務
め
た
。
（
朝
日
新
聞
社
編
『
朝

日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
六
年
、
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

木
村
東
塢…

本
文
か
ら
進
正
社
の
創
設
者
の
一
人
と
推
察
さ
れ
る
。 

八
尾
氏…

八
尾
三
寿
蔵
カ
。 
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木
村
嘯
園…

木
村
小
園
（
一
八
二
九―

一
九
〇
四
）
。
豊
三
郎
と
称
し
、
後
に
小
園
、
嘯
園
と

改
め
た
。
ま
た
、
送
月
斎
主
人
と
号
し
た
。
河
内
国
正
覚
寺
村
（
平
野
区
）
の
人

で
あ
る
。
国
学
を
名
和
大
年
に
、
絵
を
田
能
村
直
入
に
、
漢
学
を
藤
澤
東
畡
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
明
治
五
年
に
は
小
学
校
教
員
と
な
り
、
数
年
し
て
祥
敬
塾
（
の
ち

橘
島
書
院
）
を
開
き
、
国
学
と
書
道
の
普
及
に
勤
め
た
。
ま
た
、
山
水
に
遊
ん
で

詩
画
小
巻
を
作
る
こ
と
を
趣
味
と
し
、
雅
事
を
好
ん
で
い
た
。
（
藤
澤
南
岳
編

『
菁
莪
録
』
、
大
正
二
年
、
二
〇―

二
一
頁
） 

木
村
藤
陰…

本
文
か
ら
進
正
社
の
創
設
者
の
一
人
と
推
察
さ
れ
る
。 

長
崎…

長
崎
司
馬
太
郎
（
一
八
四
九―

？
）
カ
。
進
正
社
の
創
設
者
の
一
人
。
医
者
。
字
は
士

愛
。
酔
霞
と
号
し
た
。
文
久
二
年
に
京
へ
出
て
、
山
本
秀
五
郎
に
内
科
医
学
を
学
び
、

明
治
七
年
に
堺
医
学
校
に
入
学
し
た
。
明
治
四
十
一
年
に
は
中
河
内
郡
医
師
会
の
会
長

を
務
め
、
大
阪
医
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
（
衛
生
新
聞
社
編
『
関
西
杏
林
名
家
集
』

第
２
輯
、
衛
生
新
聞
社
、
明
治
四
十
二
年
） 

久
保
田
真
吾…

本
文
か
ら
進
正
社
の
創
設
者
の
一
人
と
推
察
さ
れ
る
。 

林
風
外…

南
岳
の
日
記
に
た
び
た
び
登
場
す
る
「
林
新
」
で
あ
ろ
う
か
。
進
正
社
の
社
員
。

『
七
香
齋
日
録
』
三
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
１
０―

３
）
の
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
七

日
条
に
「
進
正
社
會
期
也
。
而
林
新
為
主
、
新
男
荘
前
日
舉
児
、
々
母
則
阿
信
之
姉
、

故
此
日
携
信
」
と
あ
る
。
林
新
の
息
子
の
荘
に
嫁
い
だ
の
は
信
の
姉
で
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
信
と
は
岡
本
撫
山
の
次
女
の
志
ん
で
あ
る
。
志
ん
は
南
岳
の

長
男
で
あ
る
黄
鵠
に
嫁
い
で
い
る
。 

林
秋
圃…

林
幸
太
郎
カ
。
進
正
社
の
社
員
。
大
阪
府
中
河
内
郡
龍
華
に
住
ん
で
い
た
。
『
登
門

録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
泊
園
書
院
に
入
門
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

橋
本…

『
七
香
齋
日
録
』
丁
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８―

４
）
の
明
治
二
十
五
年
三
月
十
三
日
条

に
「
橋
本
豐
」
が
入
社
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
こ
の
橋
本
は
橋
本
豊

と
考
え
ら
れ
る
。 

進
正
社…

明
治
十
九
年
に
、
木
村
嘯
園
、
木
村
藤
陰
、
木
村
東
塢
、
長
崎
司
馬
太
郎
、
久
保
田

真
吾
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。
本
文
中
に
「
取
諸
易
漸
彖
傳
進
以
正
可

以
正
邦
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
易
経
』
か
ら
こ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。 

漸…

『
易
経
』
の
「
彖
伝
」
中
に
「
漸
之
進
也
」
と
あ
る
。 

進
以
正
、
可
以
正
邦…

進
む
に
正
し
き
を
も
っ
て
す
、
も
っ
て
邦
を
正
す
べ
き
な
り
。
『
易
経
』

中
「
彖
伝
」
の
一
節
。 

 

十
一
日
晴
。
訪
田
部
苔
園
、
石
橋
雲
来
。
乃
与
雲
来
訪
酔
處
于
洗
心
館
、
不
遇
。
乃
訪
樋
口
氏
、

既
歸
。
則
木
村
敬
来
、
閑
棋
三
四
局
而
去
。 

田
部
苔
園…

（
一
八
三
八―

一
九
一
〇
）
。
漢
学
者
。
名
は
密
で
号
は
苔
園
。
字
は
洗
蔵
で
あ

る
。
彦
根
藩
に
仕
え
て
藩
校
に
学
び
、
明
治
二
十
三
年
に
大
阪
に
移
り
住
み
、
大

阪
鉄
道
会
社
の
社
長
と
な
っ
た
。
巌
谷
一
六
、
小
野
湖
山
ら
と
交
わ
り
、
詩
文
を

善
く
し
た
。
（
石
田
誠
太
郎
著
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
四

十
九
年
） 

酔
處…

西
村
酔
處
。 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

木
村
敬…

木
村
敬
二
郎
カ
。 

 

十
二
日
。
晴
。
暁
起
就
業
。
身
有
微
熱
、
且
四
支
倦
。
午
後
訪
隆
叔
、
診
曰
脚
疾
也
、
冝
慎
起
居
、

節
飲
食
、
乞
湯
藥
而
去
。
遂
訪
樋
口
氏
。
木
村
、
森
鼻
亦
来
會
、
手
談
到
晩
。 

隆
叔…

山
崎
隆
叔
（
一
八
三
八―

一
九
〇
〇
）
。
医
師
。
大
阪
東
区
高
麗
橋
に
開
業
し
て
い
た
。

南
岳
や
稲
垣
士
廉
と
特
に
交
流
が
深
く
、
ま
た
南
岳
の
日
記
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る

こ
と
か
ら
は
、
南
岳
の
か
か
り
つ
け
医
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
『
東
区
史
』
第
五

巻
、
四
二
五
頁
） 

樋
口
氏…
樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

木
村…

詳
細
不
明
。 

森
鼻…

森
鼻
宗
次
カ
。 

 

 

十
三
日
。
暁
窓
兀
坐
撫
股
自
慰
咄
々
。
夫
子
所
慎
唯
齋
戦
疾
、
吾
曹
何
不
慎
之
乎
。
而
不
慎
之
于

未
得
疾
之
前
者
。
不
可
善
学
夫
子
已
。
自
今
之
後
誓
而
自
省
諸
。
午
窓
聴
諸
生
講
曽
子
固
文
、
又

悟
誦
讀
以
養
心
之
勝
腹
藥
、
自
勵
之
心
油
然
而
生
焉
。 

夫
子
所
慎
唯
齋
戦
疾…

孔
子
の
「
述
而
」
中
に
「
子
之
所
慎
、
斎
戦
疾
」
（
子
の
慎
む
所
は
、

斉
、
戦
、
疾
な
り
）
と
あ
る
。
斉
と
は
斉
戒
、
戦
は
戦
争
、
疾
は
病
気

で
あ
る
。 

 

十
四
日
。
晴
。
多
木
豐
来
、
謝
千
里
画
成
也
。
千
里
姓
田
結
荘
名
邦
光
、
年
已
七
十
。
其
画
頗
竒

警
、
箇
花
鳥
山
水
皆
有
生
氣
。
前
日
為
豐
乞
二
大
幅
、
千
里
作
鷲
与
秋
花
小
鳥
。
皆
佳
、
豐
大
悦

来
謝
、
且
携
篁
圃
美
人
弄
児
圖
請
評
。
余
曰
美
而
無
神
、
豐
亦
咲
。 

多
木
豊…

舞
湾
と
号
し
た
。
『
七
香
斎
日
録
』
に
は
た
び
た
び
多
木
氏
を
訪
問
し
、
時
に
は
囲

碁
を
打
っ
た
と
い
う
記
録
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
南
岳
と
親
し
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。 

田
結
荘
邦
光…

田
結
荘
千
里
（
一
八
一
五―

一
八
九
六
）
。
陽
明
学
者
、
画
家
、
砲
術
家
ま
た

実
業
家
で
も
あ
る
。
大
坂
堂
島
の
人
。
邦
光
は
諱
で
、
通
称
は
斎
治
。
千
里
は

号
で
あ
る
。
九
歳
の
時
に
篠
崎
小
竹
の
門
に
入
っ
た
。
天
保
八
年
に
大
塩
平
八

郎
の
乱
に
連
座
し
て
獄
に
つ
な
が
れ
た
の
ち
西
洋
画
を
学
ぶ
た
め
長
崎
に
赴
い

た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
港
に
入
る
の
を
見
て
、
男
子
た
る
も
の
絵
筆
を

と
る
べ
き
期
に
あ
ら
ず
と
筆
を
投
げ
捨
て
、
品
川
藤
兵
衛
に
就
い
て
蘭
学
を
学

ん
だ
。
嘉
永
元
年
に
大
坂
に
帰
り
、
洋
式
砲
術
を
教
え
た
。
弘
化
二
年
に
刊
行

さ
れ
た
当
時
の
大
阪
文
化
人
名
簿
で
あ
る
『
浪
華
名
流
記
』
に
は
画
家
と
し
て

そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
画
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
千
里
の
墓
誌
は
南
岳
が
撰
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
そ
の
交

流
の
一
端
が
窺
え
る
。
（
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
、
『
玄
武
洞
文
庫
展 

:
 

幕
末
・
明
治
期
大
阪
の
偉
才
田
結
荘
千
里
の
足
跡 

:
 

平
成
１
５
年
度
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
初
夏
の
展
示
』
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
平
成
十
五
年
、

『
浪
華
名
流
記
』
、
弘
化
二
年
） 

高
谷
篁
圃…

一
八
七
〇―

？
。
円
山
・
四
条
派
の
画
家
。
京
都
の
人
。
（
『
美
術
人
名
辞
典
』
、

思
文
閣
） 

 十
五
日
。
天
曀
。
豐
田
助
以
其
嗣
子
来
。
見
嗣
子
称
市
藏
、
乃
西
尾
興
之
弟
也
。
夜
甃
平
来
棋
。 

豊
田
助…

詳
細
不
明
。 

西
尾
興
之…

詳
細
不
明
。 

甃
平…

澤
井
甃
平
。 

 

十
六
日
。
雨
。
三
瓶
養
中
井
芦
鄕
来
。
芦
郷
去
歳
来
遊
沖
縄
、
數
日
前
歸
。
故
談
極
壮
快
。
午
後

甃
平
来
棋
。 

三
瓶…

三
瓶
信
菴
（
？―

一
八
六
二
）
カ
。
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
。
信
濃
の
人
。
名
は
甦
。

字
は
守
己
で
、
通
称
は
鍉
蔵
で
あ
る
。
江
戸
で
市
河
米
庵
に
学
び
、
大
坂
の
高
麗
橋
五

丁
目
に
開
塾
し
た
。
門
人
に
瀧
山
三
愛
な
ど
が
い
る
。
（
鎌
田
春
雄
著
『
近
畿
墓
跡
考 

大
阪
の
部
』
、
大
鐙
閣
、
大
正
十
一
年
） 

中
井
芦
郷…

『
古
今
名
家
書
画
景
況
一
覧
』
（
明
治
二
十
一
年
）
の
「
漢
画
南
宗
派
」
、
『
古
今

名
家
新
撰
書
画
一
覧
（
明
治
二
十
五
年
）
の
「
現
今
南
北
宗
諸
派
」
、
『
古
今
名
家

新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
三
十
五
年
）
の
「
現
今
南
北
各
派
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名
が

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
南
宗
画
を
善
く
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
治

三
十
六
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
際
に
開
会
中
餘
興
の
一
環
と
し
て
催
さ

れ
た
豊
公
遺
物
展
覧
会
に
「
馬
標
千
成
瓢
ノ
一
」
、
「
木
村
重
成
消
息
額
面
」
を
出

品
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
器
物
や
書
画
の
蒐
集
の
趣
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
（
『
豊
公
遺
物
展
覧
会
出
品
目
録
』
、
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
、
明
治
三
十

六
年
） 

甃
平…

澤
井
甃
平
。 

 

十
七
日
。
為
咬
菜
社
吟
會
、
而
以
雨
不
徃
、
午
後
甃
平
来
棋
。 

咬
菜
社…

中
嶌
椋
陰
が
結
成
し
た
団
体
で
あ
る
。
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８
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十
三
日
。
暁
窓
兀
坐
撫
股
自
慰
咄
々
。
夫
子
所
慎
唯
齋
戦
疾
、
吾
曹
何
不
慎
之
乎
。
而
不
慎
之
于

未
得
疾
之
前
者
。
不
可
善
学
夫
子
已
。
自
今
之
後
誓
而
自
省
諸
。
午
窓
聴
諸
生
講
曽
子
固
文
、
又

悟
誦
讀
以
養
心
之
勝
腹
藥
、
自
勵
之
心
油
然
而
生
焉
。 

夫
子
所
慎
唯
齋
戦
疾…

孔
子
の
「
述
而
」
中
に
「
子
之
所
慎
、
斎
戦
疾
」
（
子
の
慎
む
所
は
、

斉
、
戦
、
疾
な
り
）
と
あ
る
。
斉
と
は
斉
戒
、
戦
は
戦
争
、
疾
は
病
気

で
あ
る
。 

 

十
四
日
。
晴
。
多
木
豐
来
、
謝
千
里
画
成
也
。
千
里
姓
田
結
荘
名
邦
光
、
年
已
七
十
。
其
画
頗
竒

警
、
箇
花
鳥
山
水
皆
有
生
氣
。
前
日
為
豐
乞
二
大
幅
、
千
里
作
鷲
与
秋
花
小
鳥
。
皆
佳
、
豐
大
悦

来
謝
、
且
携
篁
圃
美
人
弄
児
圖
請
評
。
余
曰
美
而
無
神
、
豐
亦
咲
。 

多
木
豊…

舞
湾
と
号
し
た
。
『
七
香
斎
日
録
』
に
は
た
び
た
び
多
木
氏
を
訪
問
し
、
時
に
は
囲

碁
を
打
っ
た
と
い
う
記
録
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
南
岳
と
親
し
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。 

田
結
荘
邦
光…

田
結
荘
千
里
（
一
八
一
五―

一
八
九
六
）
。
陽
明
学
者
、
画
家
、
砲
術
家
ま
た

実
業
家
で
も
あ
る
。
大
坂
堂
島
の
人
。
邦
光
は
諱
で
、
通
称
は
斎
治
。
千
里
は

号
で
あ
る
。
九
歳
の
時
に
篠
崎
小
竹
の
門
に
入
っ
た
。
天
保
八
年
に
大
塩
平
八

郎
の
乱
に
連
座
し
て
獄
に
つ
な
が
れ
た
の
ち
西
洋
画
を
学
ぶ
た
め
長
崎
に
赴
い

た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
港
に
入
る
の
を
見
て
、
男
子
た
る
も
の
絵
筆
を

と
る
べ
き
期
に
あ
ら
ず
と
筆
を
投
げ
捨
て
、
品
川
藤
兵
衛
に
就
い
て
蘭
学
を
学

ん
だ
。
嘉
永
元
年
に
大
坂
に
帰
り
、
洋
式
砲
術
を
教
え
た
。
弘
化
二
年
に
刊
行

さ
れ
た
当
時
の
大
阪
文
化
人
名
簿
で
あ
る
『
浪
華
名
流
記
』
に
は
画
家
と
し
て

そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
画
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
千
里
の
墓
誌
は
南
岳
が
撰
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
そ
の
交

流
の
一
端
が
窺
え
る
。
（
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
、
『
玄
武
洞
文
庫
展 

:
 

幕
末
・
明
治
期
大
阪
の
偉
才
田
結
荘
千
里
の
足
跡 

:
 

平
成
１
５
年
度
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
初
夏
の
展
示
』
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
平
成
十
五
年
、

『
浪
華
名
流
記
』
、
弘
化
二
年
） 

高
谷
篁
圃…

一
八
七
〇―

？
。
円
山
・
四
条
派
の
画
家
。
京
都
の
人
。
（
『
美
術
人
名
辞
典
』
、

思
文
閣
） 

 十
五
日
。
天
曀
。
豐
田
助
以
其
嗣
子
来
。
見
嗣
子
称
市
藏
、
乃
西
尾
興
之
弟
也
。
夜
甃
平
来
棋
。 

豊
田
助…

詳
細
不
明
。 

西
尾
興
之…

詳
細
不
明
。 

甃
平…

澤
井
甃
平
。 

 

十
六
日
。
雨
。
三
瓶
養
中
井
芦
鄕
来
。
芦
郷
去
歳
来
遊
沖
縄
、
數
日
前
歸
。
故
談
極
壮
快
。
午
後

甃
平
来
棋
。 

三
瓶…

三
瓶
信
菴
（
？―

一
八
六
二
）
カ
。
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
。
信
濃
の
人
。
名
は
甦
。

字
は
守
己
で
、
通
称
は
鍉
蔵
で
あ
る
。
江
戸
で
市
河
米
庵
に
学
び
、
大
坂
の
高
麗
橋
五

丁
目
に
開
塾
し
た
。
門
人
に
瀧
山
三
愛
な
ど
が
い
る
。
（
鎌
田
春
雄
著
『
近
畿
墓
跡
考 

大
阪
の
部
』
、
大
鐙
閣
、
大
正
十
一
年
） 

中
井
芦
郷…

『
古
今
名
家
書
画
景
況
一
覧
』
（
明
治
二
十
一
年
）
の
「
漢
画
南
宗
派
」
、
『
古
今

名
家
新
撰
書
画
一
覧
（
明
治
二
十
五
年
）
の
「
現
今
南
北
宗
諸
派
」
、
『
古
今
名
家

新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
三
十
五
年
）
の
「
現
今
南
北
各
派
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名
が

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
南
宗
画
を
善
く
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
治

三
十
六
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
際
に
開
会
中
餘
興
の
一
環
と
し
て
催
さ

れ
た
豊
公
遺
物
展
覧
会
に
「
馬
標
千
成
瓢
ノ
一
」
、
「
木
村
重
成
消
息
額
面
」
を
出

品
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
器
物
や
書
画
の
蒐
集
の
趣
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
（
『
豊
公
遺
物
展
覧
会
出
品
目
録
』
、
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
、
明
治
三
十

六
年
） 

甃
平…
澤
井
甃
平
。 

 

十
七
日
。
為
咬
菜
社
吟
會
、
而
以
雨
不
徃
、
午
後
甃
平
来
棋
。 

咬
菜
社…

中
嶌
椋
陰
が
結
成
し
た
団
体
で
あ
る
。
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８
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―

３
）
の
明
治
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
条
に
「
邀
余
請
正
者
既
已
五
年
」
と
あ
る

よ
う
に
、
南
岳
は
頻
繁
に
咬
菜
社
に
招
か
れ
て
お
り
、
『
七
香
斎
日
録
』
中
に
し
ば

し
ば
そ
の
名
が
登
場
す
る
。 

甃
平…
澤
井
甃
平
。 

 

十
八
日
。
晨
雨
午
晴
。
心
神
特
爽
、
庭
前
胡
枝
花
始
開
、
紅
白
相
映
吟
賞
終
日
、
大
有
静
趣
。 

 

十
九
日
。
晴
。
飛
車
、
歴
訪
村
田
、
豐
田
、
林
、
福
井
、
五
十
川
、
山
本
諸
氏
。
両
田
則
謝
久
濶

也
。
他
則
謝
十
日
不
會
于
舩
宇
樓
也
。
此
會
為
中
州

原
文
マ
マ

設
余
介
諸
友
、
而
余
為
社
友
所
留
、
歸
則
戌

下
牌
故
不
徃
焉
。
而
此
日
中
州

原
文
マ
マ

来
、
遅
知
友
門
生
皆
同
筵
、
事
多
不
協
諸
友
、
以
為
余
過
故
徃
謝

之
、
其
實
非
余
所
興
知
也

 

。
歸
則
大
雨
。 

村
田…

詳
細
不
明
。 

豐
田…

豊
田
助
カ
。 

 

林…

林
檪
窗
カ
。 

福
井…

福
井
豫
章
カ
。 

五
十
川…

五
十
川
訊
堂
（
一
八
三
五―

一
九
〇
二
）
カ
。
名
は
淵
、
卓
爾
。
字
は
士
深
。
通
称

は
卓
介
、
左
武
郎
。
号
は
初
め
勤
斎
の
ち
訊
堂
、
訊
堂
学
人
、
訊
堂
小
史
と
称
し
た
。

福
山
の
人
。
藩
医
五
十
川
義
集
の
次
男
で
あ
る
。
藩
校
誠
之
館
で
関
藤
藤
陰
に
学
び
、

姉
の
夫
で
あ
る
江
木
鰐
水
の
薫
陶
を
も
受
け
た
。
そ
の
後
、
昌
平
黌
で
林
鶴
梁
な
ど

に
学
ん
だ
が
、
在
学
二
年
に
し
て
帰
国
し
、
森
田
節
齋
の
教
え
を
受
け
た
。
明
治
十

四
年
に
は
、
大
阪
府
師
範
学
校
教
諭
に
任
じ
ら
れ
、
十
六
年
勤
続
し
た
。
こ
の
時
は

ま
さ
に
大
阪
府
師
範
学
校
教
諭
に
勤
務
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
（
濱
本
鶴
賓
著

『
福
山
の
文
人
誌
（
復
刊
版
）
』
、
葦
陽
文
化
研
究
会
、
昭
和
六
十
三
年
） 

山
本…

山
本
竹
溪
カ
。 

舩
宇
樓…

詳
細
不
明
。 

中
州…

三
嶋
中
洲
カ
。 

 

二
十
日
。
雨
。
松
濤
来
。
致
咬
菜
社
友
吟
草
、
乞
正
夛
木
氏
。
以
人
車
来
迎
、
乃
徃
、
一
飲
一
棋
、

雅
談
遣
興
、
戌
牌
歸
。 

松
濤…

後
藤
松
濤
。
西
山
完
瑛
の
儒
学
の
師
で
あ
る
後
藤
松
斎
の
弟
孫
。
南
岳
が
亡
く
な
っ
た

際
に
、
『
大
正
詩
文
』
に
「
挽
南
岳
藤
澤
翁
」
の
題
で
「
屈
指
蒙
恩
五
十
年
、
温
顔
接

客
宛
神
仙
、
忽
然
歸
道
無
窮
恨
、
玉
樹
泉
臺
一
片
煙
」
と
い
う
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
、
明
治
初
年
頃
か
ら
南
岳
と
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
大
正
詩
文
』
、

雅
文
会
、
大
正
九
年
、
三
二
頁
） 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

二
十
一
日
。
午
後
兆
晴
。
欲
出
郭
逍
遥
、
客
来
不
能
。 

 

二
十
二
日
。
雨
。
訪
樋
口
氏
、
對
棋
至
暮
。 

 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

二
十
三
日
。
雨
。
與
甃
平
閑
、
棋
遣
興
、
苔
園
来
、
話
頗
壮
快
。 

 

甃
平…

澤
井
甃
平
。 

 

苔
園…

田
部
苔
園
。 

 

二
十
四
日
。
為
夏
暦
中
秋
。
午
前
樋
口
氏
来
、
訂
午
後
小
集
而
余
有
逍
遥
社
友
賞
月
之
約
、
故
辭
。

未
牌
雨
大
至
。
乃
訪
樋
口
氏
。
與
永
野
、
澤
井
、
木
村
諸
氏
一
酌
一
棋
、
悠
然
忘
煩
。
已
夜
而
輕

雷
送
晴
雲
裂
月
現
、
漸
而
清
輝
満
樓
衆
大
喜
、
子
声
更
冽
、
余
得
小
詩
。
亥
牌
与
澤
井
氏
聯
袂
緩

歩
而
歸
。
覚
清
氣
透
身
。 

 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

永
野…
永
野
文
良
（
一
八
二
二―

？
）
カ
。
大
阪
で
開
業
し
て
い
た
眼
医
で
あ
り
、
秀
水
と
号

し
た
。
百
生
元
碩
の
門
下
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
『
七
香
斎
日
録
』
中
に
名
が
登
場
す
る
。

（
小
川
劍
三
郎
著
「
眼
科
史
料
」
『
実
験
眼
科
雑
誌
』
一
〇
七
、
実
験
眼
科
雑
誌
社
、

昭
和
五
年
、
四
五
一
頁
） 

 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

木
村…

木
村
敬
二
郎
カ
。 

 

二
十
五
日
。
晴
。
訪
清
原
帆
山
、
藤
井
寒
泉
在
焉
。
話
詩
半
刻
、
訪
狸
郷
不
遇
。
訪
滴
翠
夫
妻
。

款
待
美
酒
嘉
有
、
大
洗
胸
宇
、
夜
歸
。 

 

藤
井
寒
泉…

藤
井
寒
林
（
一
八
三
七―

一
九
〇
〇
）
の
間
違
い
か
。
幕
末
勤
王
の
志
士
で
明
治

期
に
内
務
官
僚
や
神
職
に
就
い
た
。
上
野
国
群
馬
郡
の
人
。
幼
名
は
弘
助
、
明
治

三
年
に
千
尋
と
改
名
し
た
。
寒
林
は
号
で
あ
る
。
貧
困
の
た
め
、
父
と
江
戸
に
出

て
商
家
で
働
い
た
。
尊
王
思
想
を
抱
き
、
幕
府
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
「
群
馬

隼
人
」
と
名
前
を
変
え
て
各
地
で
遊
説
し
た
と
い
う
。
維
新
後
は
、
明
治
七
年
か

ら
九
年
に
か
け
て
奈
良
県
令
の
地
位
を
務
め
、
明
治
八
年
の
第
一
回
奈
良
博
覧
会

を
主
催
し
た
。
（
『
群
馬
県
人
名
大
事
典
』
、
上
毛
新
聞
社
、
昭
和
五
十
七
年
） 

 

狸
郷…

末
野
狸
郷
。 

 

滴
翠…

白
山
滴
翠
。
其
争
社
の
社
員
。 

 

二
十
六
日
。
晴
。
来
賓
繽
紛
忙
了
。
一
日
可
聴
則
芦
郷
之
琉
球
談
、
久
保
庄
造
之
髙
松
築
港
談
耳
。

他
則
蚊
蠅
之
声
太
可
厭
耳
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

久
保
庄
造…

香
川
県
高
松
の
人
。
明
治
三
十
年
六
月
十
九
日
に
大
阪
で
催
さ
れ
た
香
川
県
人
懇

親
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
は
大
阪
に
住
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
本
文
中
か
ら
、
高
松
に
港
を
築
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
七
香
齋
日
録
』

四
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
１
０―

４
）
） 

 

二
十
七
日
。
天
曀
不
雨
、
而
来
談
者
如
昨
日
、
太
無
興
情
。 

 

二
十
八
日
。
雨
。
未
牌
、
會
其
争
社
友
于
網
島
酒
樓
。
會
者
田
中
越
山
、
石
碕
精
處
、
泉
秀
節
、

末
野
狸
郷
、
澤
井
甃
平
、
阿
曽
沼
恒
斎
、
白
山
滴
翠
、
森
井
鶴
齢
、
窪
田
静
軒
、
山
田
□
□
、
樋

口
□
□
、
木
村
篤
処
、
而
和
田
小
耕
為
月
幹
。
此
日
湿
烟
冷
靄
、
点
飾
一
川
風
色
、
帯
雨
蒲
帆
、

映
水
疎
栁
、
使
人
住
于
画
図
中
。
棋
声
停
、
酔
吟
発
。
亦
半
日
仙
福
已
。
戌
牌
命
車
出
村
時
、
雲

裂
月
現
、
清
光
漸
佳
。
既
歸
、
猶
推
窓
對
月
。 

 

其
争
社…

南
岳
が
参
加
し
て
い
た
団
体
。
『
七
香
齋
日
録
』
中
に
は
た
び
た
び
こ
の
名
が
見
え

る
。
網
洲
の
金
波
楼
に
会
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
其
争
社
の
会
合
で
は
、
酒
を
飲

み
、
囲
碁
を
打
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

網
島
酒
樓…

其
争
社
で
は
網
洲
金
波
楼
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
金
波
楼
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

田
中
越
山…

一
八
三
一―

一
九
〇
五
。
名
は
方
安
。
越
山
は
号
で
あ
る
。
越
中
井
波
町
の
人
。

大
阪
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
。
南
岳
は
越
山
を
「
習
茶
儀
、
豪
飲
酣
酔
、
交
友
頗

雜
、
爲
異
也
」
と
称
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
茶
や
酒
を
愉
し
み
、
交
友
関
係
の
広

い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
菁
莪
録
』
、
二
一―

二
二
頁
） 

石
碕
精
處…

石
崎
精
處
（
一
八
二
九―

一
九
〇
六
）
。
大
阪
で
酒
屋
を
営
な
む
。
煎
茶
を
好
み
、

名
器
を
愛
玩
し
、
和
漢
の
書
画
を
多
く
所
蔵
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
（
『
大
阪
人

物
誌
』
正
編
） 

泉
秀
節…

一
八
四
四―

一
九
〇
四
。
明
治
時
代
の
囲
碁
棋
士
。
本
名
は
与
兵
衛
。
大
坂
で
代
々

質
屋
を
営
む
大
和
屋
に
生
ま
れ
た
。
八
歳
の
と
き
に
中
川
順
節
に
師
事
し
、
「
奇
童
」

と
称
さ
れ
、
の
ち
に
大
塚
因
碩
、
吉
原
文
之
助
と
並
び
称
さ
れ
た
。
明
治
二
十
年
、

方
円
社
か
ら
五
段
を
贈
ら
れ
、
同
年
同
社
大
阪
分
社
を
設
立
し
、
経
営
に
あ
た
っ
た
。

同
三
十
三
年
、
東
京
の
巌
埼
健
造
と
日
本
初
の
電
信
碁
を
打
ち
、
名
声
を
響
か
せ
た
。

（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
、
安
藤
如
意
編
『
坐
隠
談
叢
』
巻
之
三
、
関
西
囲
碁
会
、
明

治
四
十
三
年
、
七
〇―

七
三
頁
） 

森
井
鶴
齢…

其
争
社
の
会
員
。
ま
た
、
『
七
香
齋
日
録
』
一
戊
の
明
治
二
十
八
年
七
月
五
日
条

に
「
猶
賢
社
友
小
集
。
鶴
齢
為
月
幹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
猶
賢
社
の
幹
事
の
一

人
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
猶
賢
社
は
、
明
治
二
十
八
年
以
降
の
南
岳
の
日

記
に
頻
繁
に
登
場
す
る
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
記
の
中
で
、
月
に
一
回
ほ
ど

猶
賢
社
へ
赴
き
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
囲
碁
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
と
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澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

木
村…

木
村
敬
二
郎
カ
。 

 

二
十
五
日
。
晴
。
訪
清
原
帆
山
、
藤
井
寒
泉
在
焉
。
話
詩
半
刻
、
訪
狸
郷
不
遇
。
訪
滴
翠
夫
妻
。

款
待
美
酒
嘉
有
、
大
洗
胸
宇
、
夜
歸
。 

 

藤
井
寒
泉…

藤
井
寒
林
（
一
八
三
七―

一
九
〇
〇
）
の
間
違
い
か
。
幕
末
勤
王
の
志
士
で
明
治

期
に
内
務
官
僚
や
神
職
に
就
い
た
。
上
野
国
群
馬
郡
の
人
。
幼
名
は
弘
助
、
明
治

三
年
に
千
尋
と
改
名
し
た
。
寒
林
は
号
で
あ
る
。
貧
困
の
た
め
、
父
と
江
戸
に
出

て
商
家
で
働
い
た
。
尊
王
思
想
を
抱
き
、
幕
府
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
「
群
馬

隼
人
」
と
名
前
を
変
え
て
各
地
で
遊
説
し
た
と
い
う
。
維
新
後
は
、
明
治
七
年
か

ら
九
年
に
か
け
て
奈
良
県
令
の
地
位
を
務
め
、
明
治
八
年
の
第
一
回
奈
良
博
覧
会

を
主
催
し
た
。
（
『
群
馬
県
人
名
大
事
典
』
、
上
毛
新
聞
社
、
昭
和
五
十
七
年
） 

 

狸
郷…

末
野
狸
郷
。 

 

滴
翠…

白
山
滴
翠
。
其
争
社
の
社
員
。 

 

二
十
六
日
。
晴
。
来
賓
繽
紛
忙
了
。
一
日
可
聴
則
芦
郷
之
琉
球
談
、
久
保
庄
造
之
髙
松
築
港
談
耳
。

他
則
蚊
蠅
之
声
太
可
厭
耳
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

久
保
庄
造…

香
川
県
高
松
の
人
。
明
治
三
十
年
六
月
十
九
日
に
大
阪
で
催
さ
れ
た
香
川
県
人
懇

親
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
は
大
阪
に
住
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
本
文
中
か
ら
、
高
松
に
港
を
築
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
七
香
齋
日
録
』

四
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
１
０―

４
）
） 

 

二
十
七
日
。
天
曀
不
雨
、
而
来
談
者
如
昨
日
、
太
無
興
情
。 

 

二
十
八
日
。
雨
。
未
牌
、
會
其
争
社
友
于
網
島
酒
樓
。
會
者
田
中
越
山
、
石
碕
精
處
、
泉
秀
節
、

末
野
狸
郷
、
澤
井
甃
平
、
阿
曽
沼
恒
斎
、
白
山
滴
翠
、
森
井
鶴
齢
、
窪
田
静
軒
、
山
田
□
□
、
樋

口
□
□
、
木
村
篤
処
、
而
和
田
小
耕
為
月
幹
。
此
日
湿
烟
冷
靄
、
点
飾
一
川
風
色
、
帯
雨
蒲
帆
、

映
水
疎
栁
、
使
人
住
于
画
図
中
。
棋
声
停
、
酔
吟
発
。
亦
半
日
仙
福
已
。
戌
牌
命
車
出
村
時
、
雲

裂
月
現
、
清
光
漸
佳
。
既
歸
、
猶
推
窓
對
月
。 

 

其
争
社…

南
岳
が
参
加
し
て
い
た
団
体
。
『
七
香
齋
日
録
』
中
に
は
た
び
た
び
こ
の
名
が
見
え

る
。
網
洲
の
金
波
楼
に
会
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
其
争
社
の
会
合
で
は
、
酒
を
飲

み
、
囲
碁
を
打
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

網
島
酒
樓…

其
争
社
で
は
網
洲
金
波
楼
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
金
波
楼
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

田
中
越
山…

一
八
三
一―

一
九
〇
五
。
名
は
方
安
。
越
山
は
号
で
あ
る
。
越
中
井
波
町
の
人
。

大
阪
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
。
南
岳
は
越
山
を
「
習
茶
儀
、
豪
飲
酣
酔
、
交
友
頗

雜
、
爲
異
也
」
と
称
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
茶
や
酒
を
愉
し
み
、
交
友
関
係
の
広

い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
菁
莪
録
』
、
二
一―

二
二
頁
） 

石
碕
精
處…

石
崎
精
處
（
一
八
二
九―

一
九
〇
六
）
。
大
阪
で
酒
屋
を
営
な
む
。
煎
茶
を
好
み
、

名
器
を
愛
玩
し
、
和
漢
の
書
画
を
多
く
所
蔵
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
（
『
大
阪
人

物
誌
』
正
編
） 

泉
秀
節…

一
八
四
四―

一
九
〇
四
。
明
治
時
代
の
囲
碁
棋
士
。
本
名
は
与
兵
衛
。
大
坂
で
代
々

質
屋
を
営
む
大
和
屋
に
生
ま
れ
た
。
八
歳
の
と
き
に
中
川
順
節
に
師
事
し
、
「
奇
童
」

と
称
さ
れ
、
の
ち
に
大
塚
因
碩
、
吉
原
文
之
助
と
並
び
称
さ
れ
た
。
明
治
二
十
年
、

方
円
社
か
ら
五
段
を
贈
ら
れ
、
同
年
同
社
大
阪
分
社
を
設
立
し
、
経
営
に
あ
た
っ
た
。

同
三
十
三
年
、
東
京
の
巌
埼
健
造
と
日
本
初
の
電
信
碁
を
打
ち
、
名
声
を
響
か
せ
た
。

（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
、
安
藤
如
意
編
『
坐
隠
談
叢
』
巻
之
三
、
関
西
囲
碁
会
、
明

治
四
十
三
年
、
七
〇―

七
三
頁
） 

森
井
鶴
齢…

其
争
社
の
会
員
。
ま
た
、
『
七
香
齋
日
録
』
一
戊
の
明
治
二
十
八
年
七
月
五
日
条

に
「
猶
賢
社
友
小
集
。
鶴
齢
為
月
幹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
猶
賢
社
の
幹
事
の
一

人
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
猶
賢
社
は
、
明
治
二
十
八
年
以
降
の
南
岳
の
日

記
に
頻
繁
に
登
場
す
る
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
記
の
中
で
、
月
に
一
回
ほ
ど

猶
賢
社
へ
赴
き
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
囲
碁
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
と
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推
察
さ
れ
る
。 

窪
田
静
軒…

窪
田
昌
カ
。
窪
田
昌
は
内
外
科
医
で
、
大
阪
東
区
に
体
格
診
査
所
を
設
け
た
。
ま

た
編
集
を
務
め
た
書
籍
に
『
蘭
疇
』
（
明
治
三
十
五
年
）
が
あ
る
。
（
山
田
修
佐
著

『
京
都
繁
昌
記
』
、
学
文
館
、
明
治
二
十
九
年
、
巻
末
公
告
） 

山
田
□
□…
詳
細
不
明
。 

樋
口
□
□…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

木
村
篤
処…

木
村
敬
二
郎
。 

和
田
小
耕…

『
雲
来
唫
交
詩
』
三
（
明
治
十
三
年
）
に
そ
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

石
橋
雲
来
と
も
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
淡
路
の
人
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
十
九
日
。
晴
。
訪
舞
湾
。
々
々
製
白
金
茶
具
美
甚
、
而
人
心
易
于
奢
、
可
不
懼
乎
。 

舞
湾…

多
木
豊
。 

 

三
十
日
。
晴
。
月
尾
必
有
小
試
業
、
為
例
故
不
復
録
。
晩
与
篤
處
棋
以
慰
一
月
之
勞
。 

 

篤
處…

木
村
敬
二
郎
。 

 

十
月
一
日
。
晴
。
岡
田
松
窓
、
喜
多
貞
吉
、
石
碕
迅
男
来
。
松
窓
前
歳
遊
東
京
、
見
大
成
殿
属
荒

廃
。
欲
復
奉
祀
聖
像
如
徳
川
氏
時
、
故
將
東
上
請
之
會
鳳
州
、
有
佳
報
、
乃
不
徃
焉
。
其
志
可
謂

偉
也
。
負
吉
紀
之
善
詩
者
、
其
稿
可
観
、
迅
男
父
曰
勝
藏
以
漢
方
医
行
于
奈
良
、
迅
男
将
遊
東
京
、

故
来
別
也
。
午
後
訪
澤
井
氏
、
鶴
齢
亦
在
焉
。
与
之
棋
者
二
局
、
与
主
人
棋
者
六
局
而
去
。
訪
稲

垣
秋
荘
。
薄
暮
歸
家
。
夜
半
輕
雷
送
雨
。 

岡
田
松
窓…

岡
田
寿
一
郎
（
一
八
六
四―

一
八
九
五
）
。
字
は
子
俊
。
松
窓
は
号
で
あ
る
。
別

名
に
英
が
あ
る
。
実
業
家
。
岡
田
伊
一
郎
の
長
男
と
し
て
、
河
内
国
丹
南
郡
岡
村

に
生
ま
れ
る
。
明
治
二
十
七
年
、
岡
田
家
は
個
人
で
岡
田
銀
行
を
開
業
し
た
。
経

営
は
当
初
順
調
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
停
滞
し
、
明
治
三
十
四
年
に
金
融
恐
慌
の

影
響
で
自
主
廃
業
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
九
年
に
開
業
し
た
更
池
銀
行
の
第

三
位
株
主
と
し
て
金
融
業
と
の
関
係
を
続
け
て
い
く
。
一
方
、
松
窓
は
名
利
に
無

欲
で
、
役
職
を
辞
し
、
俗
世
を
離
れ
た
生
活
を
し
た
。
松
窓
は
幼
少
か
ら
土
屋
鳳

州
の
門
に
遊
び
、
漢
籍
を
修
め
、
詩
文
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
小
野
湖
山
、
五
十
川

訊
堂
、
藤
澤
南
岳
に
益
を
受
け
、
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。
漢
詩
文
結
社
「
逍
遥
遊

社
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
著
書
に
『
松
窓
詩
鈔
』
、
『
松
窓
遺
稿
』
が
あ
る
。

（
『
大
正
人
名
辞
典
』
上
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
六
十
二
年
） 

石
碕
迅
男…

石
碕
香
山
。
奈
良
の
漢
詩
人
。
父
は
医
者
の
杏
陰
。
病
弱
の
た
め
家
業
を
継
が
ず
、

佐
々
木
東
里
、
土
屋
鳳
州
、
の
ち
に
泊
園
書
院
に
学
ぶ
。 

 
 

鳳
州…

土
屋
鳳
州
（
一
八
四
二―

一
九
二
六
）
。
幕
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
漢
学
者
。
名

は
弘
。
字
は
伯
穀
。
別
号
に
晩
晴
楼
が
あ
る
。
大
坂
和
泉
の
人
。
相
馬
九
方
、
池
田
草

庵
に
学
ん
だ
。
兵
庫
師
範
教
授
、
奈
良
県
師
範
教
授
を
経
て
明
治
二
十
六
年
に
華
族
女

学
校
教
授
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
宮
中
講
書
始
の
講
師
も
務
め
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞

典
』
） 

大
成
殿…

孔
子
廟
の
正
殿
。
東
京
の
湯
島
聖
堂
。 

負
吉
紀
之…

本
文
中
か
ら
、
詩
に
長
け
た
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

勝
藏…

本
文
中
か
ら
、
奈
良
で
漢
方
医
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

鶴
齢…

森
井
鶴
齢
。 

 

二
日
。
雨
。
點
撿
中
秋
吟
草
、
終
日
不
出
門
。 

 
三
日
。
雨
。
越
山
来
。
報
初
七
日
之
會
也
。 

 

越
山…
田
中
越
山
。 

 

四
日
。
雨
。
緒
方
拙
齋
、
加
島
菱
洲
、
石
橋
雲
来
。
為
福
島
周
峰
設
筵
于
多
景
色
樓
。
周
峰
官
于

伊
勢
、
去
月
歸
展
于
長
而
今
来
過
也
。
薄
暮
徃
會
焉
。
岡
本
撫
山
、
五
十
川
訒
堂
、
堂
田
松
堂
、

座
光
寺
半
雲
皆
来
。
一
川
秋
雨
、
數
點
舷
燈
、
大
有
風
致
。
乃
弄
杯
論
詩
、
各
探
韵
、
訒
堂
先
成
、

 

一
座
歓
賞
。
亥
牌
會
散
。 

緒
方
拙
齋…

一
八
三
四―

一
九
一
一
。
幕
末
・
明
治
期
の
医
者
。
豊
前
小
倉
の
人
。
名
は
羽
。

字
は
子
義
で
、
別
号
に
南
湫
、
弧
松
軒
が
あ
る
。
広
瀬
淡
窓
、
旭
荘
に
漢
学
を
学

び
、
青
木
周
弼
、
緒
方
洪
庵
に
蘭
醫
学
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
洪
庵
の
弟
子
と
な
り
、

洪
庵
の
大
坂
塾
を
継
い
で
、
そ
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
明
治
二
年
に
文
部
中
助
教
、

四
年
に
権
大
助
教
、
五
年
に
は
造
弊
局
御
用
掛
を
歴
任
し
た
。
明
治
二
十
年
に
は

緒
方
惟
準
と
と
も
に
緒
方
病
院
を
起
し
、
二
十
二
年
に
は
有
志
と
大
阪
慈
恵
病
院

を
設
立
し
た
。
（
『
東
区
史
』
第
五
巻
、
四
二
二―

四
二
三
頁
） 

加
島
菱
洲…

名
は
信
成
。
明
治
二
十
四
年
八
月
十
七
日
に
北
方
心
泉
が
大
阪
に
訪
れ
た
際
の
日

記
に
「
払
暁
梧
翁
阪
行
ノ
為
立
寄
ス
ル
、
即
七
時
ノ
汽
車
ニ
テ
発
ス
、
土
佐
掘
ノ

日
下
部
氏
ヲ
訪
フ
、
一
六
翁
未
来
、
次
テ
土
佐
掘
裏
町
福
岡
ヤ
ニ
至
リ
打
尖
ス
、

加
島
君
之
カ
周
旋
ヲ
ナ
ス
」
と
あ
り
、
中
林
梧
竹
や
日
下
部
鳴
鶴
、
巌
谷
一
六
ら

と
と
も
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
年
に
大
阪

で
発
足
し
た
観
鵞
会
の
集
会
に
度
々
顔
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
鵞
会
に
関

わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
南
岳
の
日
記
に
は
菱
洲
と
篆
刻
の
話
を

し
た
と
い
う
記
述
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
書
画
や
篆
刻
に
造
詣
が

深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
本
岡
三
郎
編
『
北
方
心
泉
［
人
と
芸
術
］
』
、
二
玄

社
、
昭
和
五
十
八
年
、
五
一―

五
二
頁
） 

福
島
周
峰…

詳
細
不
明
。 

多
景
色
樓…

北
濱
築
地
に
あ
っ
た
料
亭
。
昌
隆
社
の
茶
讌
の
会
場
と
な
る
な
ど
、
煎
茶
会
や
書

画
会
の
場
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
。 

岡
本
撫
山…

一
八
四
〇―

一
九
〇
四
。
明
治
維
新
の
際
に
銅
会
所
に
務
め
、
明
治
三
年
に
造
弊

寮
吏
と
な
っ
た
。
後
に
大
蔵
省
小
書
記
官
に
転
じ
て
会
計
部
長
と
な
り
、
二
十
余

年
間
務
め
、
正
六
位
勲
六
等
を
受
章
し
た
。
懐
徳
堂
で
学
び
、
ま
た
後
藤
桐
坪
に

学
ん
だ
。
ま
た
、
水
碧
沙
明
詩
社
を
結
成
し
て
文
雅
を
楽
し
み
、
逍
遥
遊
社
に
入

っ
た
。
著
書
に
『
浪
華
人
物
志
』
、
『
浪
華
年
代
記
』
、
『
浪
華
墓
碑
誌
』
が
あ
る
。

（
『
東
区
史
』
第
五
巻
、
二
九
〇―

二
九
一
頁
） 

堂
田
松
堂…

山
田
松
堂
の
間
違
い
か
。
医
者
。
連
翁
と
称
し
た
。
松
堂
は
号
で
あ
る
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
学
を
好
み
、
藤
澤
東
畡
、
森
田
節
斎
の
二
家
に
従
遊
し
、
特
に
詩
文
に
秀

で
た
。
ま
た
、
文
会
や
吟
筵
に
参
し
て
常
に
清
幽
超
遠
を
馳
聘
し
、
そ
の
名
を
轟

か
せ
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

座
光
寺
半
雲…

一
八
〇
〇
？―

一
八
九
九
？
。
播
磨
の
人
。
名
は
糾
。
字
は
善
誠
。
半
雲
は
号

で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
漢
詩
人
で
あ
る
。
『
優
遊

吟
社
詩
』
上
に
は
「
座
光
寺
善
」
の
名
で
そ
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

森
春
濤
編
『
東
京
才
人
絶
句
』
（
明
治
八
年
）
や
森
春
濤
編
『
旧
雨
詩
鈔
』
（
明

治
十
年
）
、
石
橋
増
官
編
『
友
蘭
詩
』
（
明
治
二
十
七
年
）
に
そ
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
現
在
今
世
名
家
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
四
年
）
の
「
官

余
遊
戯
」
、
『
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
五
年
）
の
「
官
余
遊
戯
」
、

『
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
三
十
五
年
）
の
「
詩
家
余
興
」
に
そ
の

名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
詩
書
画
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

五
日
。
天
陰
。
訪
妻
鹿
友
樵
。
所
壁
□
□
書
、
々
法
極
快
、
其
詩
則
太
白
九
日
龍
山
詩
、
々
曰
九

日
龍
山
飲
、
黄
花
咲
遂
臣
、
酔
看
風
落
帽
、
舞
愛
月
畱
人
句
。
句
不
凡
、
胸
宇
之
豁
使
人
爽
快
、

友
樵
出
示
其
中
秋
十
夜
吟
。
々
亦
清
婉
、
乃
約
和
其
韵
已
而
、
清
茶
閑
棋
、
大
領
閑
福
、
薄
暮
歸

家
。 妻

鹿
友
樵…

一
八
二
六―

一
八
九
六
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
医
師
で
あ
る
。
大
坂
の
人
。

内
科
医
術
の
ほ
か
、
詩
文
、
書
画
、
武
芸
に
優
れ
、
私
塾
の
心
遠
舎
を
開
き
、
漢

学
を
教
え
た
。
明
清
画
の
蒐
集
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
（
『
日
本
人
名
大
辞

典
』
、
藤
澤
南
岳
著
「
妻
鹿
友
樵
墓
碣
銘
」
『
七
香
斎
文
雋
』
、
泊
園
書
院
、
大
正

二
年
） 

 

六
日
。
午
後
天
晴
。
与
秋
荘
會
吟
友
于
菅
廟
、
此
日
會
者
十
三
人
。
与
宮
田
松
琴
約
仲
五
吟
會
、

而
歸
。 

 

秋
荘…

稲
垣
秋
荘
。 
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一
座
歓
賞
。
亥
牌
會
散
。 

緒
方
拙
齋…

一
八
三
四―

一
九
一
一
。
幕
末
・
明
治
期
の
医
者
。
豊
前
小
倉
の
人
。
名
は
羽
。

字
は
子
義
で
、
別
号
に
南
湫
、
弧
松
軒
が
あ
る
。
広
瀬
淡
窓
、
旭
荘
に
漢
学
を
学

び
、
青
木
周
弼
、
緒
方
洪
庵
に
蘭
醫
学
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
洪
庵
の
弟
子
と
な
り
、

洪
庵
の
大
坂
塾
を
継
い
で
、
そ
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
明
治
二
年
に
文
部
中
助
教
、

四
年
に
権
大
助
教
、
五
年
に
は
造
弊
局
御
用
掛
を
歴
任
し
た
。
明
治
二
十
年
に
は

緒
方
惟
準
と
と
も
に
緒
方
病
院
を
起
し
、
二
十
二
年
に
は
有
志
と
大
阪
慈
恵
病
院

を
設
立
し
た
。
（
『
東
区
史
』
第
五
巻
、
四
二
二―

四
二
三
頁
） 

加
島
菱
洲…

名
は
信
成
。
明
治
二
十
四
年
八
月
十
七
日
に
北
方
心
泉
が
大
阪
に
訪
れ
た
際
の
日

記
に
「
払
暁
梧
翁
阪
行
ノ
為
立
寄
ス
ル
、
即
七
時
ノ
汽
車
ニ
テ
発
ス
、
土
佐
掘
ノ

日
下
部
氏
ヲ
訪
フ
、
一
六
翁
未
来
、
次
テ
土
佐
掘
裏
町
福
岡
ヤ
ニ
至
リ
打
尖
ス
、

加
島
君
之
カ
周
旋
ヲ
ナ
ス
」
と
あ
り
、
中
林
梧
竹
や
日
下
部
鳴
鶴
、
巌
谷
一
六
ら

と
と
も
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
年
に
大
阪

で
発
足
し
た
観
鵞
会
の
集
会
に
度
々
顔
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
鵞
会
に
関

わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
南
岳
の
日
記
に
は
菱
洲
と
篆
刻
の
話
を

し
た
と
い
う
記
述
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
書
画
や
篆
刻
に
造
詣
が

深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
本
岡
三
郎
編
『
北
方
心
泉
［
人
と
芸
術
］
』
、
二
玄

社
、
昭
和
五
十
八
年
、
五
一―

五
二
頁
） 

福
島
周
峰…

詳
細
不
明
。 

多
景
色
樓…

北
濱
築
地
に
あ
っ
た
料
亭
。
昌
隆
社
の
茶
讌
の
会
場
と
な
る
な
ど
、
煎
茶
会
や
書

画
会
の
場
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
。 

岡
本
撫
山…

一
八
四
〇―

一
九
〇
四
。
明
治
維
新
の
際
に
銅
会
所
に
務
め
、
明
治
三
年
に
造
弊

寮
吏
と
な
っ
た
。
後
に
大
蔵
省
小
書
記
官
に
転
じ
て
会
計
部
長
と
な
り
、
二
十
余

年
間
務
め
、
正
六
位
勲
六
等
を
受
章
し
た
。
懐
徳
堂
で
学
び
、
ま
た
後
藤
桐
坪
に

学
ん
だ
。
ま
た
、
水
碧
沙
明
詩
社
を
結
成
し
て
文
雅
を
楽
し
み
、
逍
遥
遊
社
に
入

っ
た
。
著
書
に
『
浪
華
人
物
志
』
、
『
浪
華
年
代
記
』
、
『
浪
華
墓
碑
誌
』
が
あ
る
。

（
『
東
区
史
』
第
五
巻
、
二
九
〇―

二
九
一
頁
） 

堂
田
松
堂…

山
田
松
堂
の
間
違
い
か
。
医
者
。
連
翁
と
称
し
た
。
松
堂
は
号
で
あ
る
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
学
を
好
み
、
藤
澤
東
畡
、
森
田
節
斎
の
二
家
に
従
遊
し
、
特
に
詩
文
に
秀

で
た
。
ま
た
、
文
会
や
吟
筵
に
参
し
て
常
に
清
幽
超
遠
を
馳
聘
し
、
そ
の
名
を
轟

か
せ
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

座
光
寺
半
雲…

一
八
〇
〇
？―

一
八
九
九
？
。
播
磨
の
人
。
名
は
糾
。
字
は
善
誠
。
半
雲
は
号

で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
漢
詩
人
で
あ
る
。
『
優
遊

吟
社
詩
』
上
に
は
「
座
光
寺
善
」
の
名
で
そ
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

森
春
濤
編
『
東
京
才
人
絶
句
』
（
明
治
八
年
）
や
森
春
濤
編
『
旧
雨
詩
鈔
』
（
明

治
十
年
）
、
石
橋
増
官
編
『
友
蘭
詩
』
（
明
治
二
十
七
年
）
に
そ
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
現
在
今
世
名
家
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
四
年
）
の
「
官

余
遊
戯
」
、
『
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
二
十
五
年
）
の
「
官
余
遊
戯
」
、

『
古
今
名
家
新
撰
書
画
一
覧
』
（
明
治
三
十
五
年
）
の
「
詩
家
余
興
」
に
そ
の

名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
詩
書
画
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

五
日
。
天
陰
。
訪
妻
鹿
友
樵
。
所
壁
□
□
書
、
々
法
極
快
、
其
詩
則
太
白
九
日
龍
山
詩
、
々
曰
九

日
龍
山
飲
、
黄
花
咲
遂
臣
、
酔
看
風
落
帽
、
舞
愛
月
畱
人
句
。
句
不
凡
、
胸
宇
之
豁
使
人
爽
快
、

友
樵
出
示
其
中
秋
十
夜
吟
。
々
亦
清
婉
、
乃
約
和
其
韵
已
而
、
清
茶
閑
棋
、
大
領
閑
福
、
薄
暮
歸

家
。 妻

鹿
友
樵…

一
八
二
六―

一
八
九
六
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
医
師
で
あ
る
。
大
坂
の
人
。

内
科
医
術
の
ほ
か
、
詩
文
、
書
画
、
武
芸
に
優
れ
、
私
塾
の
心
遠
舎
を
開
き
、
漢

学
を
教
え
た
。
明
清
画
の
蒐
集
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
（
『
日
本
人
名
大
辞

典
』
、
藤
澤
南
岳
著
「
妻
鹿
友
樵
墓
碣
銘
」
『
七
香
斎
文
雋
』
、
泊
園
書
院
、
大
正

二
年
） 

 

六
日
。
午
後
天
晴
。
与
秋
荘
會
吟
友
于
菅
廟
、
此
日
會
者
十
三
人
。
与
宮
田
松
琴
約
仲
五
吟
會
、

而
歸
。 

 

秋
荘…

稲
垣
秋
荘
。 
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菅
廟
吟
会…

藤
澤
南
岳
が
創
始
し
た
漢
詩
詩
社
の
一
つ
。
大
阪
天
満
宮
に
集
ま
り
、
詩
を
詠
む

な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
南
岳
の
後
は
黄
坡
、
鈴
木
豹
軒
な
ど
に
受
け
継
が
れ
、

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。 

宮
田
松
琴…
名
は
八
。
咬
菜
社
の
社
員
。
左
専
堂
村
の
人
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／

甲
２
０
８―

３
）
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
条
） 

 

七
日
。
晴
。
与
篤
處
聯
車
、
到
網
洲
、
會
其
争
社
友
也
。
棋
酒
咲
談
興
情
。
頓
別
、
且
一
川
晴
色

冰
、
去
月
雨
中
凄
凉
之
比
。
點
燈
後
飛
車
而
歸
。 

 

篤
處…

木
村
篤
處
。 

 

八
日
。
晴
。
歩
到
天
王
寺
、
塔
滊
車
。
偶
宮
崎
雪
叟
同
室
閑
話
。
殊
佳
話
未
闌
、
已
達
八
尾
、
乃

辭
別
。
訪
藤
蔭
、
々
々
為
本
月
主
也
。
已
而
進
正
社
友
皆
来
、
独
東
塢
有
故
不
来
。
講
餘
与
嘯
園

弄
筆
作
詩
画
三
両
箋
、
清
娯
特
適
于
意
。
薄
暮
辭
歸
。
此
日
牢
晴
、
野
色
太
美
、
詩
趣
絶
佳
。 

 

宮
崎
雪
叟…

優
游
吟
社
の
社
員
。
ま
た
、
菅
廟
吟
会
の
会
員
で
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
漢
詩
を

善
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

藤
蔭…

木
村
藤
蔭
。 

 

東
塢…

木
村
東
塢
。 

 

嘯
園…

木
村
小
園
。 

 

九
日
。
晴
。
為
誕
辰
作
饙
飯
自
賀
、
余
實
以
天
保
壬
寅
重
陽
生
矣
。
明
治
以
降
、
暦
改
舊
法
用
夏

暦
、
則
日
月
以
歳
異
、
妻
孥
不
便
之
故
定
用
期
日
也
。
業
餘
散
歩
心
齋
街
、
遂
訪
樋
口
氏
。
澤
井
、

木
村
、
山
田
、
長
井
四
氏
来
會
、
一
觴
一
棋
以
致
閑
福
快
甚
。
二
更
与
澤
井
氏
共
歸
。 

 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

木
村…

詳
細
不
明
。 

山
田…

詳
細
不
明
。 

長
井…

詳
細
不
明
。 

 

十
日
。
晴
。
為
雲
来
友
蘭
吟
社
會
日
、
申
牌
徃
會
焉
。
吟
友
已
散
、
南
州
、
楓
亭
、
及
川
上
泊
堂

在
焉
。
同
賦
秋
晴
。
出
郭
、
又
与
南
州
棋
、
々
罷
南
州
去
。
余
亦
將
歸
厺
。
林
檪
窓
来
、
乃
棋
二

更
散
去
。 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

友
蘭
吟
社…

石
橋
雲
来
の
主
宰
し
た
漢
詩
団
体
。
（
磯
野
秋
渚
著
『
な
に
わ
草
』
、
明
治
三
十
八

年
） 

南
州…

近
藤
南
州
。 

楓
亭…

加
藤
楓
亭
。 

川
上
泊
堂…

名
は
愿
。
字
は
次
恭
。
泊
堂
の
ほ
か
平
心
庵
と
号
し
た
。
は
じ
め
摂
州
豊
能
郡
に

住
む
も
、
明
治
維
新
後
に
大
阪
に
移
住
し
た
。
呉
策
に
師
事
し
、
の
ち
に
落
合
双

石
、
村
田
海
石
な
ど
に
師
事
し
て
書
を
学
び
、
こ
れ
を
生
業
と
し
た
。
ま
た
、
経

書
や
詩
文
を
森
琴
石
ら
と
と
も
に
高
木
翠
嵐
に
学
ん
だ
。
さ
ら
に
、
剣
道
を
奥
平

嘉
一
郎
、
河
田
里
鳳
斎
に
学
び
、
一
刀
流
を
究
め
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

 

仲
一
日
。
雨
。
白
山
氏
報
曰
澤
井
、
末
野
来
矣
。
請
枉
駕
以
成
半
日
之
清
娯
、
即
徃
一
觴
一
枰
、

賞
半
庭
雨
景
、
興
情
不
凢
。
夜
神
戸
文
哉
亦
来
。
雅
話
雄
談
、
不
惹
市
井
塵
埃
。
二
更
散
厺
。 

 

白
山
氏…

白
山
滴
翠
カ
。 

 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

末
野…

末
野
狸
郷
カ
。 

 

神
戸
文
哉…

一
八
四
八―

一
八
九
九
。
明
治
時
代
の
医
師
。
信
濃
の
人
。
明
治
九
年
イ
ギ
リ
ス

の
精
神
医
学
者
モ
ー
ズ
リ
の
「
精
神
病
約
説
」
を
翻
訳
・
刊
行
し
、
わ
が
国
の
近

代
精
神
医
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
京
都
な
ど
で
内
科
・
外
科
医
院
を
開
業
し
た
。

（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

仲
二
日
。
雨
。
々
窓
兀
坐
、
和
友
樵
秋
夜
吟
。
夜
山
田
俊
卿
来
。
俊
卿
甚
口
善
談
、
太
強
人
意
、

且
曰
尽
力
于
救
貧
施
薬
、
其
緒
稍
成
、
可
喜
也
。
又
曰
浪
華
先
輩
有
篠
原
□
□
者
奉
藤
樹
先
生
之

 

流
者
也
。
頃
日
得
其
着
書
大
有
氣
格
、
乃
約
借
読
、
清
茶
閑
棋
以
助
其
談
快
甚
。
亥
牌
車
夫
来
迎
、

乃
去
。 

友
樵…

妻
鹿
友
樵
。 

篠
原
□
□…

篠
原
徴
餘
（
一
七
八
八―

一
八
五
五
）
カ
。
大
坂
の
人
。
名
は
元
博
。
字
は
以
禮
。

通
称
は
坦
蔵
で
あ
る
。
書
を
弟
子
に
教
え
、
ま
た
読
書
を
好
ん
だ
と
い
う
。
著
書

に
『
藤
樹
文
集
』
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
篠
原
□
□
」
は
篠
原

徴
餘
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

藤
樹
先
生…

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八―

一
六
四
八
）
。
近
江
国
出
身
の
江
戸
初
期
の
陽
明
学
者
。

諱
は
原
。
字
は
惟
命
。
通
称
は
与
右
衛
門
。
藤
樹
は
号
で
は
な
く
、
屋
敷
に
生
え

て
い
た
ふ
じ
の
老
樹
か
ら
、
門
人
た
ち
が
「
藤
樹
先
生
」
と
呼
ん
だ
尊
称
に
由
来

す
る
。
十
七
歳
の
と
き
に
朱
子
学
に
傾
倒
し
、
『
王
龍
渓
語
録
』
な
ど
を
学
ん
だ

の
ち
、
王
陽
明
『
致
良
知
説
』
へ
と
信
奉
し
て
い
っ
た
。
二
十
七
歳
以
降
は
私
塾

を
開
き
、
後
進
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。
（
県
社
藤
樹
神
社
編
『
藤
樹
先
生
』
、
県
社

藤
樹
先
生
、
昭
和
九
年
） 

 

仲
三
日
。
雨
。
前
日
嶌
田
篁
村
書
来
、
云
大
學
缺
教
官
、
欲
煩
尊
兄
使
掌
一
講
坐
、
即
時
寄
書
辭

之
、
辭
而
不
得
報
、
心
藕
疑
之
且
恐
、
強
起
余
。
此
日
報
来
得
可
、
余
喜
可
知
也
。
乃
訪
夛
木
氏

閑
棋
両
三
局
、
以
自
賀
云
。 

 

嶌
田
篁
村…

一
八
三
八―

一
八
九
八
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
漢
学
者
で
あ
る
。
武
蔵
の

人
。
名
は
重
礼
。
字
は
敬
甫
。
海
保
漁
村
、
安
積
艮
斎
、
塩
谷
宕
陰
に
学
び
、
昌

平
黌
助
教
と
な
っ
た
。
維
新
後
は
東
京
下
谷
に
私
塾
双
桂
精
舎
を
開
校
し
、
明
治

十
四
年
に
東
京
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
黄
坡
は
東
京
高
等
師
範
学
校
国
語
漢
文
専

修
科
に
在
籍
し
て
い
た
頃
に
篁
邨
に
教
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
点
で
も
南
岳
と

交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
四
日
。
雨
。
訪
多
木
氏
、
論
画
評
棋
、
薄
暮
辭
歸
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
五
日
。
晴
。
午
前
命
車
、
到
鷸
田
橋
。
乃
歩
泥
路
、
滑
々
屐
歯
皆
没
、
不
似
平
時
緩
歩
、
拾
詩

之
興
、
数
刻
而
後
到
左
専
道
村
。
訪
松
琴
倚
樓
、
弄
吟
已
。
而
後
藤
松
齋
、
其
弟
松
濤
、
中
嶋
椋

陰
、
河
野
春
澤
皆
来
。
乃
同
賦
秋
晴
倚
樓
詩
、
未
成
暗
雲
送
雨
、
々
頗
猛
、
衆
大
驚
異
、
而
又
乍

晴
、
日
没
前
會
散
。
致
鷸
橋
、
命
車
上
車
則
雨
、
又
至
城
北
、
雨
景
太
佳
。
初
更
前
歸
家
。 

左
専
道
村…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
諏
訪
あ
た
り
を
指
す
。 

松
琴…

宮
田
松
琴
。 

後
藤
松
齋…

後
藤
松
濤
の
兄
。
左
専
堂
村
の
人
。
西
山
完
瑛
の
儒
学
の
師
で
あ
る
後
藤
松
齋
が

祖
父
の
兄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
々
こ
の
名
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。 

松
濤…

後
藤
松
濤
。 

中
嶋
椋
陰…

天
王
田
村
の
人
。
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８―

３
）
明
治
二
十

三
年
十
月
三
十
一
日
条
に
咬
菜
社
を
結
成
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

仲
六
日
。
雨
。
訪
樋
口
氏
。 

 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

仲
七
日
。
晴
。
訪
増
本
有
吉
、
賀
其
移
宅
也
。
遂
訪
檪
窓
。
欲
與
観
北
郊
茶
讌
、
聨
車
而
北
途
、

訪
友
樵
喜
迎
。
掛
其
所
新
購
藍
瑛
画
物
夫
子
書
幅
于
壁
、
以
賞
之
。
書
則
麟
鳳
亀
龍
四
字
、
体
用

梅
花
篆
、
竒
甚
。
画
則
浅
鋒
山
水
、
不
太
妙
。
鑒
賞
之
間
、
友
樵
以
得
新
茶
點
之
以
供
。
吾
輩
又

請
試
棋
。
余
告
以
将
赴
茶
讌
。
友
樵
曰
、
昨
日
已
徃
観
之
、
書
画
諸
幅
無
可
観
者
、
独
菘
翁
一
幅

詩
画
稍
佳
耳
。
於
是
意
廃
、
弄
棋
数
局
而
去
。 

 

増
本
有
吉…

増
本
剛
斎
の
子
。 

 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

 

友
樵…

妻
鹿
友
樵
。 

 

藍
瑛…

一
五
八
五―

一
六
六
四
。
浙
江
省
杭
州
出
身
の
画
家
。
字
は
田
叔
、
号
は
蜨
叟
で
あ
る
。
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流
者
也
。
頃
日
得
其
着
書
大
有
氣
格
、
乃
約
借
読
、
清
茶
閑
棋
以
助
其
談
快
甚
。
亥
牌
車
夫
来
迎
、

乃
去
。 

友
樵…
妻
鹿
友
樵
。 

篠
原
□
□…
篠
原
徴
餘
（
一
七
八
八―

一
八
五
五
）
カ
。
大
坂
の
人
。
名
は
元
博
。
字
は
以
禮
。

通
称
は
坦
蔵
で
あ
る
。
書
を
弟
子
に
教
え
、
ま
た
読
書
を
好
ん
だ
と
い
う
。
著
書

に
『
藤
樹
文
集
』
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
篠
原
□
□
」
は
篠
原

徴
餘
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

藤
樹
先
生…

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八―

一
六
四
八
）
。
近
江
国
出
身
の
江
戸
初
期
の
陽
明
学
者
。

諱
は
原
。
字
は
惟
命
。
通
称
は
与
右
衛
門
。
藤
樹
は
号
で
は
な
く
、
屋
敷
に
生
え

て
い
た
ふ
じ
の
老
樹
か
ら
、
門
人
た
ち
が
「
藤
樹
先
生
」
と
呼
ん
だ
尊
称
に
由
来

す
る
。
十
七
歳
の
と
き
に
朱
子
学
に
傾
倒
し
、
『
王
龍
渓
語
録
』
な
ど
を
学
ん
だ

の
ち
、
王
陽
明
『
致
良
知
説
』
へ
と
信
奉
し
て
い
っ
た
。
二
十
七
歳
以
降
は
私
塾

を
開
き
、
後
進
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。
（
県
社
藤
樹
神
社
編
『
藤
樹
先
生
』
、
県
社

藤
樹
先
生
、
昭
和
九
年
） 

 

仲
三
日
。
雨
。
前
日
嶌
田
篁
村
書
来
、
云
大
學
缺
教
官
、
欲
煩
尊
兄
使
掌
一
講
坐
、
即
時
寄
書
辭

之
、
辭
而
不
得
報
、
心
藕
疑
之
且
恐
、
強
起
余
。
此
日
報
来
得
可
、
余
喜
可
知
也
。
乃
訪
夛
木
氏

閑
棋
両
三
局
、
以
自
賀
云
。 

 

嶌
田
篁
村…

一
八
三
八―

一
八
九
八
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
漢
学
者
で
あ
る
。
武
蔵
の

人
。
名
は
重
礼
。
字
は
敬
甫
。
海
保
漁
村
、
安
積
艮
斎
、
塩
谷
宕
陰
に
学
び
、
昌

平
黌
助
教
と
な
っ
た
。
維
新
後
は
東
京
下
谷
に
私
塾
双
桂
精
舎
を
開
校
し
、
明
治

十
四
年
に
東
京
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
黄
坡
は
東
京
高
等
師
範
学
校
国
語
漢
文
専

修
科
に
在
籍
し
て
い
た
頃
に
篁
邨
に
教
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
点
で
も
南
岳
と

交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
四
日
。
雨
。
訪
多
木
氏
、
論
画
評
棋
、
薄
暮
辭
歸
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
五
日
。
晴
。
午
前
命
車
、
到
鷸
田
橋
。
乃
歩
泥
路
、
滑
々
屐
歯
皆
没
、
不
似
平
時
緩
歩
、
拾
詩

之
興
、
数
刻
而
後
到
左
専
道
村
。
訪
松
琴
倚
樓
、
弄
吟
已
。
而
後
藤
松
齋
、
其
弟
松
濤
、
中
嶋
椋

陰
、
河
野
春
澤
皆
来
。
乃
同
賦
秋
晴
倚
樓
詩
、
未
成
暗
雲
送
雨
、
々
頗
猛
、
衆
大
驚
異
、
而
又
乍

晴
、
日
没
前
會
散
。
致
鷸
橋
、
命
車
上
車
則
雨
、
又
至
城
北
、
雨
景
太
佳
。
初
更
前
歸
家
。 

左
専
道
村…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
諏
訪
あ
た
り
を
指
す
。 

松
琴…

宮
田
松
琴
。 

後
藤
松
齋…

後
藤
松
濤
の
兄
。
左
専
堂
村
の
人
。
西
山
完
瑛
の
儒
学
の
師
で
あ
る
後
藤
松
齋
が

祖
父
の
兄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
々
こ
の
名
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。 

松
濤…

後
藤
松
濤
。 

中
嶋
椋
陰…

天
王
田
村
の
人
。
『
七
香
齋
日
録
』
丙
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
０
８―

３
）
明
治
二
十

三
年
十
月
三
十
一
日
条
に
咬
菜
社
を
結
成
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

仲
六
日
。
雨
。
訪
樋
口
氏
。 

 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

仲
七
日
。
晴
。
訪
増
本
有
吉
、
賀
其
移
宅
也
。
遂
訪
檪
窓
。
欲
與
観
北
郊
茶
讌
、
聨
車
而
北
途
、

訪
友
樵
喜
迎
。
掛
其
所
新
購
藍
瑛
画
物
夫
子
書
幅
于
壁
、
以
賞
之
。
書
則
麟
鳳
亀
龍
四
字
、
体
用

梅
花
篆
、
竒
甚
。
画
則
浅
鋒
山
水
、
不
太
妙
。
鑒
賞
之
間
、
友
樵
以
得
新
茶
點
之
以
供
。
吾
輩
又

請
試
棋
。
余
告
以
将
赴
茶
讌
。
友
樵
曰
、
昨
日
已
徃
観
之
、
書
画
諸
幅
無
可
観
者
、
独
菘
翁
一
幅

詩
画
稍
佳
耳
。
於
是
意
廃
、
弄
棋
数
局
而
去
。 

 

増
本
有
吉…

増
本
剛
斎
の
子
。 

 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

 

友
樵…

妻
鹿
友
樵
。 

 

藍
瑛…

一
五
八
五―

一
六
六
四
。
浙
江
省
杭
州
出
身
の
画
家
。
字
は
田
叔
、
号
は
蜨
叟
で
あ
る
。
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山
水
を
得
意
と
し
、
ま
た
人
物
、
花
鳥
も
能
く
し
た
。
董
其
昌
な
ど
松
江
派
の
画
家
た

ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
南
宗
画
様
式
を
吸
収
し
、
折
衷
的
な
画
風
を
打
ち
立
て
、
多
く

の
倣
作
を
遺
し
た
。
（
河
野
元
昭
著
「
文
晁
と
藍
瑛
」
『
大
和
文
華
』
一
〇
五
号
、
大
和

文
華
館
、
平
成
十
三
年
） 

  

菘
翁…

貫
名
菘
翁
（
一
七
七
八―

一
八
六
三
）
。
阿
波
出
身
の
書
画
家
で
あ
り
儒
者
で
あ
る
。

名
は
苞
。
字
は
君
茂
、
子
善
。
ま
た
菘
翁
、
海
屋
、
海
客
な
ど
と
号
し
、
市
河
米
庵
、

巻
菱
湖
と
と
も
に
幕
末
の
三
筆
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
大
坂
に
出
て
儒
学
を
学

び
、
後
に
京
へ
移
り
、
須
静
塾
を
開
い
た
。
田
能
村
竹
田
が
菘
翁
を
「
工
詩
能
文
。
又

善
書
」
と
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
か
ら
文
人
た
ち
の
間
で
も
著
名
な
存
在
で
あ
っ

た
。
ま
た
京
で
は
浦
上
春
琴
、
中
林
竹
洞
、
山
本
梅
逸
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
文
人

墨
客
ら
と
交
流
し
、
翰
墨
に
親
し
ん
だ
。
と
り
わ
け
書
に
優
れ
、
多
く
の
筆
跡
が
現
代

に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
中
田
勇
次
郎
編
『
貫
名
菘
翁
』
、
二
玄
社
、
昭
和
三
十
七
年
、

田
能
村
竹
田
著
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
（
『
田
能
村
竹
田
全
集
』
国
書
刊
行
会
、
大
正
五

年
）
収
録
） 

 

仲
八
日
。
晴
。
為
夏
暦
重
陽
、
而
来
賓
紛
々
。
吟
趣
頓
泯
、
既
夜
賓
皆
厺
。
乃
炷
香
于
瓶
菊
之
下
、

新
茗
一
椀
以
澆
胸
襟
、
而
後
兀
坐
敲
詩
。 

 

仲
九
日
。
晴
。
多
木
氏
招
飮
、
夜
歸
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

二
十
日
。
晴
。
山
田
孝
堂
、
中
川
孤
松
来
。
孝
堂
善
詩
画
、
孤
松
嗜
画
、
談
話
、
不
着
一
點
塵
埃
。

得
半
日
清
福
。 

  

山
田
孝
堂…

一
八
一
六―

一
八
九
四
。
播
磨
国
の
人
。
儒
学
者
。
懐
徳
堂
の
出
身
者
で
、
後

に
小
野
藩
の
藩
校
帰
正
館
の
教
授
と
な
っ
た
。
孝
堂
は
自
ら
の
塾
の
文
会
に
は

必
ず
藤
澤
東
畡
を
招
く
な
ど
、
以
前
か
ら
泊
園
書
院
と
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た

本
文
中
に
「
齢
七
十
有
四
、
儒
雅
風
流
為
一
州
名
士
、
善
詩
文
、
嗜
画
、
經
歴

實
夛
、
覧
観
極
冨
、
交
友
極
廣
、
故
談
話
極
快
」
と
あ
り
、
雅
事
も
善
く
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
横
山
俊
一
郎
著
「
山
田
孝
堂
の
学
術
と
実
践―

幕
末

の
懐
徳
堂
・
泊
園
塾
と
維
新
の
〈
実
務
家
〉―

」
『
文
化
交
渉
』
第
三
号
、
関

西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
、
平
成
二
十
六
年
、
一
二
五―

一
三
九

頁
） 

中
川
孤
松…

南
画
家
。
『
明
治
一
五
年
絵
画
共
進
会
出
品
画
家
々
名
一
覧
』
（
明
治
十
五
年
）
に

名
が
確
認
で
き
る
。 

 

念
一
日
。
晴
。
午
後
与
篤
處
聨
車
、
到
網
洲
冨
奈
雨
樓
其
争
社
會
。
余
為
月
幹
故
先
徃
焉
。
已
而

社
友
来
、
棋
戦
、
起
竒
談
、
盛
杯
酒
助
興
。
入
夜
而
散
。
此
日
精
處
、
静
軒
不
来
。
而
三
崎
厚
齋
、

木
原
唯
松
来
。 

 

篤
處…

木
村
敬
二
郎
。 

 

網
洲…

網
洲
は
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
都
島
区
あ
た
り
を
指
す
。 

冨
奈
雨
楼…

当
時
、
大
阪
の
網
洲
に
あ
っ
た
料
亭
。 

精
處…

石
崎
精
處
。 

静
軒…

窪
田
静
軒
。 

木
原
唯
松…

一
八
五
三―

一
九
一
八
。
大
坂
の
人
。
名
は
忠
兵
衛
、
通
称
は
銭
屋
忠
兵
衛
で
、

唯
松
は
号
で
あ
る
。
安
土
町
で
代
々
両
替
屋
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
こ
れ
を
生
業

と
し
た
。
謡
曲
雅
楽
な
ど
を
好
み
、
俳
諧
を
能
く
し
、
俳
号
を
安
人
と
称
し
た
。

特
に
茶
儀
を
嗜
み
、
寥
々
庵
観
山
の
茶
法
を
学
び
、
庸
軒
流
の
蘊
奥
を
究
め
た
。

明
治
維
新
後
は
木
原
銀
行
を
設
立
し
、
た
ま
中
立
銀
行
を
創
設
し
て
頭
取
と
な
っ

た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

 

念
二
日
晴
。
訪
三
崎
氏
。
遂
會
逍
遥
遊
社
友
、
于
北
郊
植
木
茶
屋
。
會
者
五
人
、
曰
五
十
川
訊
堂
、

曰
岡
田
聿
山
、
曰
近
藤
南
州
、
曰
岡
田
松
窗
、
曰
猪
木
熊
山
、
与
余
。
環
坐
同
賦
不
識
菴
夜
宴
圖
。

此
夕
為
夏
暦
九
月
十
三
夕
故
有
此
詠
。
而
野
嫗
村
嬢
雜
遝
為
群
、
太
害
吟
情
可
厭
也
。
月
方
流
光

樹
影
上
衣
。
聿
山
、
南
州
、
弄
棋
戦
方
酣
、
余
辭
先
厺
。
二
更
雨
。  

 

  

三
崎
氏…

三
崎
厚
斎
カ
。 

 

逍
遥
遊
社…

明
治
十
九
年
十
一
月
に
左
氏
球
山
、
近
藤
南
州
、
岡
田
聿
山
ら
の
発
起
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
漢
詩
文
会
。
南
岳
も
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
（
吾
妻
重
二

編
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集―

泊
園
書
院
資
料
集
成
一―

』
、
関
西
大
学
出
版
部
、

平
成
二
十
二
年
、
一
一
一
頁
） 

 

植
木
茶
屋…

当
時
、
大
阪
に
あ
っ
た
料
亭
。
逍
遥
遊
社
の
会
合
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。 

 

念
三
日
。
雨
。
辰
牌
地
震
微
矣
。
家
人
或
不
知
之
。
此
日
与
孝
堂
約
遊
逸
見
氏
別
業
、
以
雨
不
果
。 

 

孝
堂…

山
田
孝
堂
。 

 

逸
見
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

念
四
日
。
晴
。
訪
逸
見
氏
、
將
遊
其
荘
、
諸
友
皆
有
故
不
来
、
余
亦
意
廃
。
乃
獨
散
策
于
東
郊
、

途
訪
清
恩
、
顕
孝
諸
寺
。
風
色
頗
佳
、
林
樹
時
有
狂
花
微
芳
、
輕
風
撲
襟
襲
衣
、
吟
趣
快
適
。
与

田
代
保
吉
遇
、
共
訪
末
野
氏
。
弄
棋
三
四
局
而
去
。 

 

逸
見
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

清
恩
寺…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
寺
院
。 

 

顕
孝
寺…

顕
孝
庵
カ
。
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
。 

 

田
代
保
吉…

『
七
香
齋
日
録
』
に
時
折
登
場
し
、
南
岳
と
碁
を
打
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
友
人

の
一
人
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

末
野
氏…

末
野
狸
郷
カ
。 

 

念
五
日
。
晴
。
訪
夛
木
氏
。 

 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

念
六
日
。
晨
雨
一
過
。
壁
千
里
翁
為
舞
湾
所
作
四
季
山
水
。
坐
而
對
之
。
春
則
青
緑
、
山
咲
水
漲
、

而
樓
在
烟
靄
之
中
、
尤
用
意
之
筆
。
夏
則
水
墨
、
筆
法
峻
抜
奇
警
可
驚
。
秋
則
淺
絳
、
洲
渚
亭
閣

一
々
異
韵
、
山
之
秀
骨
不
毛
、
最
為
尋
常
意
匠
所
不
及
。
冬
則
雪
景
、
奇
峰
低
岸
以
及
橋
欄
舟
蓬
、

寒
光
射
人
、
亦
自
不
着
一
点
風
塵
。
乃
清
茶
三
椀
以
清
興
。
舞
湾
亦
来
。
共
品
評
之
、
太
得
清
趣
。 

 

千
里
翁…

田
結
荘
千
里
。 

 

舞
湾…

多
木
豊
。 

 

念
七
日
。
晴
。
髙
宮
徹
石
、
黒
田
随
器
、
小
川
南
堵
、
桑
田
墨
荘
来
。
席
上
作
山
水
、
又
共
題
詩
、

又
展
千
里
画
、
共
評
之
。
日
晩
散
厺
。 

 

高
宮
徹
石…

『
明
治
一
五
年
絵
画
共
進
会
出
品
画
家
々
名
一
覧
』
（
明
治
十
五
年
）
に
名
が
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
画
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

黒
田
随
器…

一
八
四
四―

？
。
岐
阜
県
士
族
。
上
石
津
郡
で
郡
書
記
を
務
め
た
。
（
「
特
集 

高

木
貞
正
日
記
の
研
究
」
『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
十
二
、
名
古
屋

大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
、
平
成
二
十
六
年
、
一
七
八―

五
九
頁
） 

 

小
川
南
堵…

詳
細
不
明
。 

桑
田
墨
荘…

大
阪
府
東
区
の
人
。
桑
田
秀
橘
（
号
は
楽
山
）
の
男
で
あ
る
。
画
を
金
子
美
翁

（
号
は
雪
操
）
に
学
び
、
師
が
歿
し
た
後
に
鼎
金
城
に
従
い
、
周
防
、
安
芸
、
備

前
、
駿
河
、
横
浜
等
を
遊
歴
し
た
。
明
治
十
七
年
の
内
国
絵
画
共
進
会
に
出
品
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
画
の
腕
前
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
（
『
内

国
絵
画
共
進
会
出
品
人
略
譜
』
農
商
務
省
版
、
国
文
社
、
明
治
十
七
年
） 

千
里…

田
結
荘
千
里
。 

 

念
八
日
。
晴
。
武
津
氏
招
飲
。
氏
名
八
千
穂
、
為
枚
岡
祠
官
。
會
者
藤
井
寒
林
、
髙
宮
正
路
、
豐

浦
□
□
也
。
談
頗
快
活
、
杯
觴
為
飛
、
豐
浦
助
之
。
以
俗
謡
吟
興
亦
佳
、
戌
牌
會
散
。
主
人
命
車

送
賓
、
厚
意
可
掬
。 

 

武
津
氏…

武
津
八
千
穂
（
一
八
五
五―

一
九
三
一
）
。
和
歌
山
県
士
族
。
本
居
豊
頴
の
門
人
で

あ
る
。
祖
父
の
喜
右
兵
衛
、
父
の
喜
七
郎
も
ま
た
本
居
門
の
歌
人
で
あ
り
、
三
代
に

わ
た
っ
て
本
居
家
に
就
い
た
。
大
阪
に
居
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
十

二
年
に
難
波
神
社
祠
官
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
二
十
四
年
に
は
内
務
省
よ
り
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三
崎
氏…

三
崎
厚
斎
カ
。 

 
逍
遥
遊
社…

明
治
十
九
年
十
一
月
に
左
氏
球
山
、
近
藤
南
州
、
岡
田
聿
山
ら
の
発
起
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
漢
詩
文
会
。
南
岳
も
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
（
吾
妻
重
二

編
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集―

泊
園
書
院
資
料
集
成
一―

』
、
関
西
大
学
出
版
部
、

平
成
二
十
二
年
、
一
一
一
頁
） 

 

植
木
茶
屋…

当
時
、
大
阪
に
あ
っ
た
料
亭
。
逍
遥
遊
社
の
会
合
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。 

 

念
三
日
。
雨
。
辰
牌
地
震
微
矣
。
家
人
或
不
知
之
。
此
日
与
孝
堂
約
遊
逸
見
氏
別
業
、
以
雨
不
果
。 

 

孝
堂…

山
田
孝
堂
。 

 

逸
見
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

念
四
日
。
晴
。
訪
逸
見
氏
、
將
遊
其
荘
、
諸
友
皆
有
故
不
来
、
余
亦
意
廃
。
乃
獨
散
策
于
東
郊
、

途
訪
清
恩
、
顕
孝
諸
寺
。
風
色
頗
佳
、
林
樹
時
有
狂
花
微
芳
、
輕
風
撲
襟
襲
衣
、
吟
趣
快
適
。
与

田
代
保
吉
遇
、
共
訪
末
野
氏
。
弄
棋
三
四
局
而
去
。 

 

逸
見
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

清
恩
寺…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
寺
院
。 

 

顕
孝
寺…

顕
孝
庵
カ
。
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
。 

 

田
代
保
吉…

『
七
香
齋
日
録
』
に
時
折
登
場
し
、
南
岳
と
碁
を
打
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
友
人

の
一
人
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

末
野
氏…

末
野
狸
郷
カ
。 

 

念
五
日
。
晴
。
訪
夛
木
氏
。 

 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

念
六
日
。
晨
雨
一
過
。
壁
千
里
翁
為
舞
湾
所
作
四
季
山
水
。
坐
而
對
之
。
春
則
青
緑
、
山
咲
水
漲
、

而
樓
在
烟
靄
之
中
、
尤
用
意
之
筆
。
夏
則
水
墨
、
筆
法
峻
抜
奇
警
可
驚
。
秋
則
淺
絳
、
洲
渚
亭
閣

一
々
異
韵
、
山
之
秀
骨
不
毛
、
最
為
尋
常
意
匠
所
不
及
。
冬
則
雪
景
、
奇
峰
低
岸
以
及
橋
欄
舟
蓬
、

寒
光
射
人
、
亦
自
不
着
一
点
風
塵
。
乃
清
茶
三
椀
以
清
興
。
舞
湾
亦
来
。
共
品
評
之
、
太
得
清
趣
。 

 

千
里
翁…

田
結
荘
千
里
。 

 

舞
湾…

多
木
豊
。 

 

念
七
日
。
晴
。
髙
宮
徹
石
、
黒
田
随
器
、
小
川
南
堵
、
桑
田
墨
荘
来
。
席
上
作
山
水
、
又
共
題
詩
、

又
展
千
里
画
、
共
評
之
。
日
晩
散
厺
。 

 

高
宮
徹
石…

『
明
治
一
五
年
絵
画
共
進
会
出
品
画
家
々
名
一
覧
』
（
明
治
十
五
年
）
に
名
が
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
画
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

黒
田
随
器…

一
八
四
四―

？
。
岐
阜
県
士
族
。
上
石
津
郡
で
郡
書
記
を
務
め
た
。
（
「
特
集 

高

木
貞
正
日
記
の
研
究
」
『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
十
二
、
名
古
屋

大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
、
平
成
二
十
六
年
、
一
七
八―

五
九
頁
） 

 

小
川
南
堵…

詳
細
不
明
。 

桑
田
墨
荘…

大
阪
府
東
区
の
人
。
桑
田
秀
橘
（
号
は
楽
山
）
の
男
で
あ
る
。
画
を
金
子
美
翁

（
号
は
雪
操
）
に
学
び
、
師
が
歿
し
た
後
に
鼎
金
城
に
従
い
、
周
防
、
安
芸
、
備

前
、
駿
河
、
横
浜
等
を
遊
歴
し
た
。
明
治
十
七
年
の
内
国
絵
画
共
進
会
に
出
品
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
画
の
腕
前
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
（
『
内

国
絵
画
共
進
会
出
品
人
略
譜
』
農
商
務
省
版
、
国
文
社
、
明
治
十
七
年
） 

千
里…

田
結
荘
千
里
。 

 

念
八
日
。
晴
。
武
津
氏
招
飲
。
氏
名
八
千
穂
、
為
枚
岡
祠
官
。
會
者
藤
井
寒
林
、
髙
宮
正
路
、
豐

浦
□
□
也
。
談
頗
快
活
、
杯
觴
為
飛
、
豐
浦
助
之
。
以
俗
謡
吟
興
亦
佳
、
戌
牌
會
散
。
主
人
命
車

送
賓
、
厚
意
可
掬
。 

 

武
津
氏…
武
津
八
千
穂
（
一
八
五
五―

一
九
三
一
）
。
和
歌
山
県
士
族
。
本
居
豊
頴
の
門
人
で

あ
る
。
祖
父
の
喜
右
兵
衛
、
父
の
喜
七
郎
も
ま
た
本
居
門
の
歌
人
で
あ
り
、
三
代
に

わ
た
っ
て
本
居
家
に
就
い
た
。
大
阪
に
居
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
十

二
年
に
難
波
神
社
祠
官
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
二
十
四
年
に
は
内
務
省
よ
り
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河
内
国
枚
岡
神
社
宮
司
に
補
さ
れ
、
難
波
神
社
祠
官
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本

文
中
に
「
為
枚
岡
祠
官
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
ま
さ
に
枚
岡
神
社
宮
司
を

務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
浪
華
摘
英
』
） 

 

枚
岡
祠…
大
阪
府
東
大
阪
市
出
雲
井
町
に
あ
る
神
社
。 

髙
宮
正
路…
豊
後
佐
伯
藩
の
人
。
幼
少
期
に
漢
籍
を
井
川
善
房
、
小
澤
鳳
哉
、
今
泉
芝
軒
ら
に

学
び
、
武
術
を
桃
井
直
正
の
門
に
受
け
た
。
安
政
四
年
に
黒
澤
翁
満
に
国
学
を
学

び
、
の
ち
に
近
藤
芳
樹
に
学
ん
だ
。
明
治
維
新
後
は
堺
に
出
向
を
命
じ
ら
れ
て
山

陵
寺
を
掌
り
、
明
治
六
年
に
枚
岡
神
社
の
少
官
司
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
府

皇
典
講
究
分
所
の
監
督
を
依
嘱
さ
れ
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
続
編
） 

豐
浦
□
□…

詳
細
不
明
。 

 

念
九
日
。
晴
。
嚶
々
社
友
将
探
蕈
于
北
山
、
簡
而
招
男
元
等
。
元
疾
未
癒
、
故
使
章
獨
徃
會
。
而

余
則
到
天
王
寺
、
搭
滊
車
、
与
田
中
松
、
鎌
谷
廣
功
邂
逅
于
車
中
、
談
話
大
慰
我
意
。
轉
眄
間
、

達
平
野
。
乃
下
車
、
命
人
車
到
瓜
破
和
川
。
水
色
射
衣
、
胸
宇
頓
快
、
折
而
西
、
至
西
邑
。
訪
宇

田
吉
。
々
女
婿
也
。
前
日
有
弄
尾
之
慶
、
故
来
視
之
。
留
談
半
日
而
去
。
到
天
王
寺
、
乃
歩
観
一

心
寺
、
安
居
菅
廟
、
清
水
寺
。
樹
未
紅
黄
、
而
風
色
自
佳
、
吟
趣
之
快
不
可
説
尽
。
緩
歩
入
松
屋

街
、
乃
車
以
歸
。 

 

元…

南
岳
の
長
男
で
あ
る
元
造
（
一
八
七
四―

一
九
二
四
）
を
指
す
。
元
造
は
後
に
黄
鵠
と
号

す
る
。
当
時
、
黄
鵠
は
上
京
し
て
神
田
の
共
立
学
校
で
学
ん
で
い
た
。 

 

章…

藤
澤
黄
坡
。 

 

田
中
松…

詳
細
不
明
。 

鎌
谷
廣
功…

詳
細
不
明
。 

平
野…

現
在
の
大
阪
市
平
野
区
あ
た
り
を
指
す
。 

 

瓜
破
和
川…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
平
野
区
に
あ
る
川
。 

宇
田
吉…

宇
田
吉
三
郎
カ
。
中
河
内
の
人
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
泊
園
書
院
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
「
女
婿
」

と
あ
る
が
、
南
岳
の
娘
の
敬
子
は
宇
田
家
に
嫁
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
登
場

す
る
宇
田
吉
は
南
岳
の
義
理
の
息
子
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿

三
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

３
）
） 

一
心
寺…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
浄
土
宗
の
寺
院
。 

安
居
菅
廟…

安
居
神
社
。
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
。 

清
水
寺…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
天
台
宗
の
寺
院
。 

松
屋
街…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
松
屋
町
を
指
す
。 

 

三
十
日
。
晴
。
宝
田
寅
携
森
一
鳳
所
画
四
時
圖
十
二
幅
来
、
請
題
簽
。
其
一
蓬
莱
飛
鶴
、
其
二
早

蕨
睡
狐
、
其
三
櫻
花
春
月
、
其
四
夜
齋
聞
鵑
、
其
五
秧
田
夏
雨
、
其
六
蘭
崖
瀑
布
、
其
七
竹
林
流

水
、
其
八
秋
月
怒
潮
、
其
九
栗
樹
戯
猿
、
其
十
紅
葉
双
雀
、
其
十
一
祝
人
火
祀
、
其
十
二
雪
裡
牡

丹
。
意
匠
特
妙
。
与
座
客
長
谷
川
玄
龍
、
増
本
有
吉
賞
之
。
夜
理
試
業
可
否
髙
低
。
盖
月
例
試
業

以
明
日
為
常
期
、
本
月
有
故
用
期
日
也
。 

 

宝
田
寅…

詳
細
不
明
。 

森
一
鳳…

一
七
九
八―

一
八
七
二
。
幕
末
・
明
治
期
の
画
家
。
大
坂
の
人
。
名
は
敬
之
、
字
は

子
交
、
通
称
は
文
平
。
森
徹
山
に
画
を
学
び
、
そ
の
養
子
と
な
っ
た
。
山
水
人
物
花

鳥
な
ど
を
能
く
し
、
肥
後
熊
本
藩
に
仕
え
た
。
藻
刈
船
図
は
「
藻
刈
る
（
儲
か
る
）

一
鳳
」
と
し
て
大
坂
商
人
に
人
気
が
あ
っ
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

長
谷
川
玄
龍…

詳
細
不
明
。
明
治
十
二
年
出
版
の
著
書
で
あ
る
『
公
私
日
用
文
章
』
に
は
「
大

阪
府
下
東
区
北
桃
谷
町
」
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

明
治
十
五
年
出
版
の
『
小
学
用
地
図
』
万
国
之
部
に
は
、
「
京
都
府
下
京
区
廿

三
徂
河
原
町
」
に
住
ん
で
い
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
に
大
阪
か
ら

京
都
へ
と
移
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
著
書
に
は
『
日
本
地
誌
略
諳
射
用
法
』

（
明
治
十
年
）
や
『
小
学
初
等
作
文
教
授
法
』
（
明
治
十
五
年
）
、
『
天
下
無
双

用
文
』
（
明
治
二
十
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

 

三
十
一
日
。
晴
。
小
耕
来
。
乃
共
訪
夛
木
氏
、
鼎
坐
弄
棋
。 

 

小
耕…

和
田
小
耕
。 

 

 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
一
月
一
日
。
晴
。
夙
起
。
壁
掲
□
皇
紀
圖
。
乃
捧
讀
□
聖
勅
。
久
保
田
義
、
塩
川
民
為
司
讀
。

此
儀
毎
月
々
旦
必
行
之
、
故
畧
而
不
書
。
而
近
来
人
弃
倫
理
、
故
特
書
以
為
例
儀
。
既
畢
、
訪
倉

杏
園
。
杏
園
家
在
淀
上
守
口
驛
、
而
書
斎
東
与
連
峰
對
。
風
色
特
美
、
故
余
以
為
破
悶
之
地
。
此

日
村
医
野
僧
會
者
十
名
、
一
棋
一
觴
、
洗
去
市
井
塵
埃
之
氣
。
薄
暮
辭
歸
。 

 

久
保
田
義…

久
保
田
義
清
カ
。
大
阪
府
中
河
内
郡
中
高
安
村
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
三
（L

H
2

／
丙
１
０
８―

３
）
） 

塩
川
民…

詳
細
不
明
。
泊
園
書
院
の
門
人
。 

倉
杏
園…

詳
細
不
明
。
本
文
か
ら
、
守
口
市
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

守
口
驛…

現
在
の
大
阪
府
守
口
市
に
位
置
す
る
。 

 

二
日
。
雨
。
歴
訪
日
桺
三
舟
、
増
本
有
吉
。
歸
則
亀
雄
肇
来
。
閑
棋
遣
興
。 

 

日
桺
三
舟…

一
八
三
九―

一
九
〇
三
。
明
治
期
の
教
育
者
。
讃
岐
の
人
。
日
柳
燕
石
の
長
男
。

名
は
政
愬
。
通
称
は
道
之
助
。
富
山
凌
雲
に
詩
文
と
医
業
を
学
ん
だ
。
明
治
維
新

の
際
に
陸
軍
省
に
勤
め
、
後
に
大
阪
府
の
学
務
課
長
を
務
め
た
。
退
職
後
に
は
実

業
学
校
を
設
立
し
た
。
ま
た
浪
華
文
会
を
つ
く
り
教
科
書
を
出
版
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
（
梶
原
竹
軒
監
修
『
讃
岐
人
名
辞
書
』
、
高
松
製
版
印
刷
所
、
昭
和
八
年
、

村
井
道
明
著
『
阿
波
書
人
・
美
馬
君
田
・
新
居
水
竹
・
岩
雲
花
香
』
、
村
井
道
明
、

平
成
二
十
七
年
） 

 

亀
雄
肇…

亀
尾
肇
カ
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
泊
園
書
院
に

学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
著
書
に
『
教
育
勅
語
修
身
解
』
（
明
治
三
十
四
年
）
や

『
教
育
歴
史
譚
小
楠
公
』
（
明
治
三
十
四
年
）
な
ど
が
あ
り
、
編
集
を
務
め
た
書
籍

と
し
て
は
『
美
文
の
指
針
』
（
明
治
三
十
四
年
）
や
『
金
言
海
』
（
明
治
二
十
八
年
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
亀
尾
が
著
し
、
南
岳
が
閲
し
た
書
籍
と
し
て
『
み
さ
を
か
ゝ

み
』
（
明
治
二
十
三
年
）
と
い
う
女
訓
書
が
あ
る
。
（
『
登
門
録
』
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
２

２
）
、
明
治
三
十
七
年
、
四
、
一
六
頁
） 

 
 

 

三
日
。
晨
雨
一
過
、
天
放
新
晴
。
此
日
實
天
長
節
也
。
午
後
訪
澤
井
氏
、
閑
棋
一
二
局
時
、
又
猛

雨
一
過
。
乃
訪
戸
塚
氏
、
与
久
保
田
松
、
白
山
、
澤
井
諸
氏
皆
會
焉
。
小
酌
閑
棋
以
了
。
半
日
之

楽
事
。 

 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

戸
塚
氏…

戸
塚
成
音
カ
。
尼
崎
の
人
。
明
治
九
年
に
『
日
本
地
記
図
』
五
畿
内
・
東
海
道
を
出

版
し
て
い
る
。
詳
細
不
明
。 

久
保
田
松…

詳
細
不
明
。 

白
山…

白
山
滴
翠
カ
。 

 

四
日
。
晴
。
武
津
氏
来
。
出
古
墨
乞
鑑
。
其
墨
實
明
人
所
製
、
而
薫
極
微
可
惜
。
夜
澤
井
氏
来
。 

 

武
津
氏…

武
津
八
千
穂
カ
。 

 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

五
日
。
晴
。
小
原
氏
葬
竹
香
于
妙
徳
寺
。
余
徃
會
焉
。
會
者
多
詩
人
画
師
、
盖
竹
香
以
詩
与
書
博

名
于
関
西
者
五
十
年
、
作
州
産
而
寓
于
坂
今
年
齢
八
十
二
。
詩
壇
失
一
老
、
將
可
惜
矣
。
夜
會
優

游
社
吟
友
于
多
景
色
樓
。
詩
酒
放
浪
、
二
更
散
去
。
此
會
緒
方
南
湫
為
會
幹
。 

 

小
原
竹
香…

？―

一
八
九
三
。
作
州
津
山
藩
の
人
。
明
治
維
新
後
、
京
都
権
参
事
に
任
じ
ら
れ

た
が
、
何
度
も
嫌
疑
に
か
け
ら
れ
、
故
郷
に
護
送
さ
れ
て
幽
囚
さ
れ
た
。
明
治
五

年
に
奈
良
県
の
典
事
と
な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
職
を
辞
し
て
大
阪
に
移
り
住
ん
だ
。

詩
文
を
能
く
し
、
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
わ
っ
た
。
ま
た
古
書
を
好
み
、
多
く
を

収
蔵
し
て
い
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

 

優
游
社…

小
野
湖
山
、
遠
藤
松
雲
、
石
橋
雲
来
ら
が
毎
月
催
し
て
い
た
漢
詩
会
で
あ
る
。
『
優

遊
吟
社
詩
』
上
の
序
文
で
あ
る
「
優
游
吟
社
詩
引
」
中
で
は
、
こ
の
会
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

余
屡
遊
浪
華
、
與
其
諸
文
士
結
詩
酒
風
月
一
社
、
名
以
優
游
吟
社
。
暇
日
就

諸
子
稿
中
、
抜
其
尤
者
得
二
巻
、
斯
集
是
也
。
噫
余
衰
毫
雖
古
名
賢
従
容
自
得
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夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
一
月
一
日
。
晴
。
夙
起
。
壁
掲
□
皇
紀
圖
。
乃
捧
讀
□
聖
勅
。
久
保
田
義
、
塩
川
民
為
司
讀
。

此
儀
毎
月
々
旦
必
行
之
、
故
畧
而
不
書
。
而
近
来
人
弃
倫
理
、
故
特
書
以
為
例
儀
。
既
畢
、
訪
倉

杏
園
。
杏
園
家
在
淀
上
守
口
驛
、
而
書
斎
東
与
連
峰
對
。
風
色
特
美
、
故
余
以
為
破
悶
之
地
。
此

日
村
医
野
僧
會
者
十
名
、
一
棋
一
觴
、
洗
去
市
井
塵
埃
之
氣
。
薄
暮
辭
歸
。 

 

久
保
田
義…

久
保
田
義
清
カ
。
大
阪
府
中
河
内
郡
中
高
安
村
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
三
（L

H
2

／
丙
１
０
８―

３
）
） 

塩
川
民…

詳
細
不
明
。
泊
園
書
院
の
門
人
。 

倉
杏
園…

詳
細
不
明
。
本
文
か
ら
、
守
口
市
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

守
口
驛…

現
在
の
大
阪
府
守
口
市
に
位
置
す
る
。 

 

二
日
。
雨
。
歴
訪
日
桺
三
舟
、
増
本
有
吉
。
歸
則
亀
雄
肇
来
。
閑
棋
遣
興
。 

 

日
桺
三
舟…

一
八
三
九―

一
九
〇
三
。
明
治
期
の
教
育
者
。
讃
岐
の
人
。
日
柳
燕
石
の
長
男
。

名
は
政
愬
。
通
称
は
道
之
助
。
富
山
凌
雲
に
詩
文
と
医
業
を
学
ん
だ
。
明
治
維
新

の
際
に
陸
軍
省
に
勤
め
、
後
に
大
阪
府
の
学
務
課
長
を
務
め
た
。
退
職
後
に
は
実

業
学
校
を
設
立
し
た
。
ま
た
浪
華
文
会
を
つ
く
り
教
科
書
を
出
版
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
（
梶
原
竹
軒
監
修
『
讃
岐
人
名
辞
書
』
、
高
松
製
版
印
刷
所
、
昭
和
八
年
、

村
井
道
明
著
『
阿
波
書
人
・
美
馬
君
田
・
新
居
水
竹
・
岩
雲
花
香
』
、
村
井
道
明
、

平
成
二
十
七
年
） 

 

亀
雄
肇…

亀
尾
肇
カ
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
泊
園
書
院
に

学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
著
書
に
『
教
育
勅
語
修
身
解
』
（
明
治
三
十
四
年
）
や

『
教
育
歴
史
譚
小
楠
公
』
（
明
治
三
十
四
年
）
な
ど
が
あ
り
、
編
集
を
務
め
た
書
籍

と
し
て
は
『
美
文
の
指
針
』
（
明
治
三
十
四
年
）
や
『
金
言
海
』
（
明
治
二
十
八
年
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
亀
尾
が
著
し
、
南
岳
が
閲
し
た
書
籍
と
し
て
『
み
さ
を
か
ゝ

み
』
（
明
治
二
十
三
年
）
と
い
う
女
訓
書
が
あ
る
。
（
『
登
門
録
』
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
２

２
）
、
明
治
三
十
七
年
、
四
、
一
六
頁
） 

 
 

 

三
日
。
晨
雨
一
過
、
天
放
新
晴
。
此
日
實
天
長
節
也
。
午
後
訪
澤
井
氏
、
閑
棋
一
二
局
時
、
又
猛

雨
一
過
。
乃
訪
戸
塚
氏
、
与
久
保
田
松
、
白
山
、
澤
井
諸
氏
皆
會
焉
。
小
酌
閑
棋
以
了
。
半
日
之

楽
事
。 

 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

戸
塚
氏…

戸
塚
成
音
カ
。
尼
崎
の
人
。
明
治
九
年
に
『
日
本
地
記
図
』
五
畿
内
・
東
海
道
を
出

版
し
て
い
る
。
詳
細
不
明
。 

久
保
田
松…

詳
細
不
明
。 

白
山…

白
山
滴
翠
カ
。 

 

四
日
。
晴
。
武
津
氏
来
。
出
古
墨
乞
鑑
。
其
墨
實
明
人
所
製
、
而
薫
極
微
可
惜
。
夜
澤
井
氏
来
。 

 

武
津
氏…

武
津
八
千
穂
カ
。 

 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

五
日
。
晴
。
小
原
氏
葬
竹
香
于
妙
徳
寺
。
余
徃
會
焉
。
會
者
多
詩
人
画
師
、
盖
竹
香
以
詩
与
書
博

名
于
関
西
者
五
十
年
、
作
州
産
而
寓
于
坂
今
年
齢
八
十
二
。
詩
壇
失
一
老
、
將
可
惜
矣
。
夜
會
優

游
社
吟
友
于
多
景
色
樓
。
詩
酒
放
浪
、
二
更
散
去
。
此
會
緒
方
南
湫
為
會
幹
。 

 

小
原
竹
香…

？―

一
八
九
三
。
作
州
津
山
藩
の
人
。
明
治
維
新
後
、
京
都
権
参
事
に
任
じ
ら
れ

た
が
、
何
度
も
嫌
疑
に
か
け
ら
れ
、
故
郷
に
護
送
さ
れ
て
幽
囚
さ
れ
た
。
明
治
五

年
に
奈
良
県
の
典
事
と
な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
職
を
辞
し
て
大
阪
に
移
り
住
ん
だ
。

詩
文
を
能
く
し
、
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
わ
っ
た
。
ま
た
古
書
を
好
み
、
多
く
を

収
蔵
し
て
い
た
。
（
『
大
阪
人
物
誌
』
正
編
） 

 

優
游
社…

小
野
湖
山
、
遠
藤
松
雲
、
石
橋
雲
来
ら
が
毎
月
催
し
て
い
た
漢
詩
会
で
あ
る
。
『
優

遊
吟
社
詩
』
上
の
序
文
で
あ
る
「
優
游
吟
社
詩
引
」
中
で
は
、
こ
の
会
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

余
屡
遊
浪
華
、
與
其
諸
文
士
結
詩
酒
風
月
一
社
、
名
以
優
游
吟
社
。
暇
日
就

諸
子
稿
中
、
抜
其
尤
者
得
二
巻
、
斯
集
是
也
。
噫
余
衰
毫
雖
古
名
賢
従
容
自
得
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之
風
不
可
庶
幾
、
而
得
與
諸
子
優
游
于
詩
酒
風
月
、
亦
幸
矣
哉
。 

 
 

 
 

 

こ
こ
か
ら
、
湖
山
が
大
阪
で
諸
文
士
と
催
し
て
い
た
漢
詩
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
こ
で
詠
ま
れ
た
詩
の
う
ち
、
優
れ
た
も
の
が
『
優
遊
吟
社
詩
』
上
下
巻
に
ま

と
め
ら
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
（
小
野
湖
山
評
撰
「
優
游
吟
社
詩
引
」
『
優
遊
吟
社
詩
』

上
、
明
治
二
十
二
年
、
徳
田
武
著
「
小
野
湖
山
年
譜
稿
（
三
）
」
『
明
治
大
学
教
養
論

集
』
四
九
二
巻
、
明
治
大
学
、
平
成
二
十
五
年
、
九
七―

一
二
六
頁
） 

 

緒
方
南
湫…

緒
方
拙
齋
。 

 

六
日
。
晴
。
菅
廟
吟
會
。
々
者
十
有
三
名
。
歸
途
訪
矢
野
方
舟
。 

 

矢
野
方
舟…

？―

一
九
一
一
。
高
知
の
人
。
明
治
十
年
に
岩
本
美
忠
、
遠
藤
譲
ら
と
静
岡
裁
判

所
十
七
等
出
仕
を
拝
命
し
た
。
十
二
年
に
は
十
六
等
出
仕
に
、
十
四
年
に
は
判
事

補
と
な
っ
た
。
十
五
年
に
は
静
岡
裁
判
所
浜
松
支
庁
に
転
任
し
、
二
十
一
年
頃
に

栃
木
治
安
裁
判
所
の
判
事
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
大
阪

地
方
裁
判
所
所
属
公
証
人
と
な
り
、
明
治
四
十
四
年
に
歿
し
た
。
（
大
植
四
郎
編

著
『
明
治
過
去
帳
』
、
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
六
年
） 

 

七
日
。
晴
。
黒
莊
来
話
。
夜
隆
叔
提
樽
酒
盒
肉
来
對
飲
、
移
時
亦
一
閑
娯
也
。 

 

黒
莊…

桑
田
墨
荘
。 

 

隆
叔…

山
崎
隆
叔
。 

 

八
日
。
雨
。
夜
訪
夛
木
氏
。
澤
井
楽
水
亦
来
。
鼎
坐
弄
棋
、
勝
情
亦
自
幽
適
。 

 

夛
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

澤
井
楽
水…

澤
井
甃
平
。 

 

九
日
。
晴
。
静
坐
尽
日
。
幽
吟
陶
然
。 

 

十
日
。
陰
。
蘭
友
會
以
簡
来
招
乃
徃
。
櫟
窓
、
泊
堂
、
松
堂
、
南
州
在
焉
。
一
棋
一
吟
、
亦
占
静

趣
。
点
燈
即
先
辭
歸
。 

櫟
窓…

林
檪
窓
。 

泊
堂…

川
上
泊
堂
。 

松
堂…

山
田
松
堂
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

 

十
一
日
。
忽
雨
忽
晴
、
変
幻
驚
人
。
此
日
三
瓶
氏
脩
其
父
信
菴
翁
追
福
會
于
備
一
亭
。
山
田
氏
會

其
争
社
友
于
網
洲
。
課
業
餘
將
徃
會
、
而
不
可
得
兼
。
乃
舎
南
圖
北
一
川
、
晴
色
以
洗
両
目
、
而

雨
不
復
来
、
清
趣
特
佳
。
戌
牌
辭
歸
。 

 

三
瓶
氏…

三
瓶
信
菴
の
子
。 

 

信
菴
翁…

三
瓶
信
菴
。 

 

山
田
氏…

詳
細
不
明
。 

 

十
二
日
。
晴
。
朝
食
後
薬
歩
、
到
髙
津
。
乃
車
以
到
天
王
寺
。
乃
搭
滊
車
、
与
南
坊
城
、
大
室
戸

二
氏
會
、
到
平
野
。
服
部
氏
又
来
、
談
話
有
幽
情
。
到
八
尾
、
訪
木
村
藤
陰
。
此
日
進
正
社
友
皆

會
、
秋
圃
以
悪
寒
先
去
。
此
日
風
氣
始
寒
、
主
人
命
酒
作
羮
、
衆
皆
大
歓
。
嘯
園
作
平
家
蟹
図
、

款
有
霜
降
後
五
日
字
、
余
賞
其
用
意
。
点
燈
後
散
去
。 

 

南
坊
城…

南
坊
城
良
興
（
一
八
六
五―

）
カ
。
高
倉
永
祐
の
男
。
明
治
五
年
に
道
明
寺
天
満
宮

と
道
明
寺
の
神
仏
分
界
に
際
し
、
還
俗
し
て
南
坊
城
家
を
興
し
、
南
坊
城
梓
子
の
養

嗣
子
と
し
て
南
坊
家
に
入
っ
た
。
泊
園
書
院
に
学
び
、
第
三
代
道
明
寺
天
満
宮
宮
司

と
し
て
道
明
寺
天
満
宮
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
（
南
坊
城
光
興
著
「
国
府
遺
跡
発
掘

と
道
明
寺
天
満
宮
」
『
阡
陵 

関
西
大
学
博
物
館
彙
報
』
第
五
十
巻
、
関
西
大
学
、

平
成
十
七
年
） 

大
室
戸…
詳
細
不
明
。 

服
部…

詳
細
不
明
。 

秋
圃…

林
秋
圃
。 

嘯
園…

木
村
小
園
。 

 

 

十
三
日
。
晴
。
狸
郷
来
。 

 

狸
郷…

末
野
狸
郷
。 

 

十
四
日
。
晴
。
歴
訪
五
十
川
、
三
崎
、
樋
口
諸
氏
。
仙
圃
有
風
寒
之
患
、
故
問
之
不
面
。 

 

五
十
川…

五
十
川
訊
堂
カ
。 

三
崎…

三
崎
厚
斎
カ
。 

樋
口
仙
圃…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

十
五
日
。
晴
。
竹
溪
、
松
齋
来
。
此
日
菅
廟
有
献
画
會
、
被
招
而
忙
不
得
徃
、
嘱
松
齋
、
謝
之
。 

 

竹
溪…

山
本
竹
溪
。 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

 

十
六
日
。
乍
雨
乍
晴
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
七
日
。
晴
。
真
部
天
眞
来
。
乃
共
訪
多
木
氏
、
鼎
坐
弄
棋
。
夜
大
雨
、
主
人
命
車
相
送
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
八
日
。
晴
。
未
牌
飛
腕
車
、
出
郭
至
天
王
寺
邨
。
訪
中
嶌
氏
。
咬
菜
社
友
及
竹
溪
在
焉
。
詩
皆

已
成
矣
。
又
拈
一
題
、
且
寫
冬
景
。
小
酌
閑
棋
、
各
従
所
好
。
酉
牌
竹
溪
辭
去
。
余
則
留
宿
。
戌

牌
社
友
亦
皆
厺
。
余
独
臥
小
室
推
敲
、
過
夜
半
得
五
律
六
篇
。 

  

中
嶌
氏…

中
嶋
椋
陰
カ
。 

 

竹
溪…

山
本
竹
溪
。 

 

十
九
日
。
晴
。
夙
起
録
昨
宵
所
得
。
社
友
皆
来
、
将
與
會
葵
園
十
三
祭
于
梅
松
院
。
巳
牌
出
門
。

従
田
徑
、
過
中
濱
村
。
西
轉
入
玉
造
東
郭
、
左
轉
右
旋
、
遂
至
院
。
々
在
小
橋
中
寺
街
、
祭
主
文

喜
迎
。
既
而
樂
作
一
曲
、
未
終
梵
唄
、
発
讀
經
方
終
、
楽
又
作
、
而
余
与
元
也
各
讀
祭
文
一
過
。

盖
葵
園
姓
阪
本
、
名
亮
、
別
号
白
蓮
、
淡
洲
人
、
寓
于
大
坂
、
以
儒
行
、
与
余
交
尤
親
。
而
元
幼

時
所
受
句
讀
者
也
。
且
交
友
来
會
者
、
詩
則
秋
荘
、
南
州
、
凌
雲
等
数
名
。
画
則
嘯
園
、
玉
江
、

芦
郷
、
青
嵐
、
九
江
等
数
名
与
他
門
生
、
故
舊
共
六
十
餘
人
。
有
茶
筵
、
有
酒
塲
、
有
揮
毫
室
、

會
頗
盛
。
申
牌
余
辭
先
歸
。
夜
与
小
川
南
堵
棋
。 

 

葵
園…

阪
本
葵
園
（
一
八
二
七―

一
八
八
一
）
。
淡
路
の
人
。
名
は
亮
。
字
は
亮
平
。
は
じ
め

は
僧
で
、
白
蓮
と
号
し
た
。
学
問
に
秀
で
、
河
野
杏
村
、
村
上
仏
山
ら
に
師
事
し
た
。

さ
ら
に
江
戸
で
大
沼
枕
山
ら
と
交
際
し
た
。
明
治
初
期
に
還
俗
し
、
大
阪
で
杏
村
の
塾

を
継
ぎ
、
白
蓮
池
館
塾
と
称
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

梅
松
院…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
寺
院
。 

 

中
濱
村…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
に
位
置
す
る
。 

 

玉
造…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
玉
造
あ
た
り
を
指
す
。 

 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

秋
荘…

稲
垣
秋
荘
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

凌
雲…

詩
人
。
詳
細
不
明
。 

嘯
園…

木
村
小
園
。 

玉
江…

行
徳
玉
江
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

青
嵐…

画
家
。
詳
細
不
明
。 

九
江…

小
川
九
江
。
大
坂
の
人
。
名
は
義
平
。
字
は
子
康
で
、
九
江
は
号
で
あ
る
。
別
号
に
小

渓
、
茶
味
清
處
な
ど
が
あ
る
。
代
々
小
山
湯
を
調
剤
す
る
家
に
生
ま
れ
、
こ
れ
を
生
業

と
し
た
。
幼
少
期
よ
り
画
を
好
み
、
木
下
蘆
洲
に
師
事
し
て
学
び
、
さ
ら
に
盧
洲
と
と

も
に
田
能
村
竹
田
に
入
門
し
、
山
水
を
能
く
し
た
。
ま
た
藤
澤
南
岳
、
稲
垣
秋
荘
に
入

門
し
て
漢
籍
詩
文
を
修
め
、
さ
ら
に
謡
曲
を
大
西
閑
雪
に
受
け
、
こ
れ
を
能
く
し
た
。

（
『
大
阪
人
物
誌
』
続
編
） 
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十
三
日
。
晴
。
狸
郷
来
。 

 

狸
郷…
末
野
狸
郷
。 

 

十
四
日
。
晴
。
歴
訪
五
十
川
、
三
崎
、
樋
口
諸
氏
。
仙
圃
有
風
寒
之
患
、
故
問
之
不
面
。 

 

五
十
川…

五
十
川
訊
堂
カ
。 

三
崎…

三
崎
厚
斎
カ
。 

樋
口
仙
圃…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

 

十
五
日
。
晴
。
竹
溪
、
松
齋
来
。
此
日
菅
廟
有
献
画
會
、
被
招
而
忙
不
得
徃
、
嘱
松
齋
、
謝
之
。 

 

竹
溪…

山
本
竹
溪
。 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

 

十
六
日
。
乍
雨
乍
晴
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
七
日
。
晴
。
真
部
天
眞
来
。
乃
共
訪
多
木
氏
、
鼎
坐
弄
棋
。
夜
大
雨
、
主
人
命
車
相
送
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
八
日
。
晴
。
未
牌
飛
腕
車
、
出
郭
至
天
王
寺
邨
。
訪
中
嶌
氏
。
咬
菜
社
友
及
竹
溪
在
焉
。
詩
皆

已
成
矣
。
又
拈
一
題
、
且
寫
冬
景
。
小
酌
閑
棋
、
各
従
所
好
。
酉
牌
竹
溪
辭
去
。
余
則
留
宿
。
戌

牌
社
友
亦
皆
厺
。
余
独
臥
小
室
推
敲
、
過
夜
半
得
五
律
六
篇
。 

  

中
嶌
氏…

中
嶋
椋
陰
カ
。 

 

竹
溪…

山
本
竹
溪
。 

 

十
九
日
。
晴
。
夙
起
録
昨
宵
所
得
。
社
友
皆
来
、
将
與
會
葵
園
十
三
祭
于
梅
松
院
。
巳
牌
出
門
。

従
田
徑
、
過
中
濱
村
。
西
轉
入
玉
造
東
郭
、
左
轉
右
旋
、
遂
至
院
。
々
在
小
橋
中
寺
街
、
祭
主
文

喜
迎
。
既
而
樂
作
一
曲
、
未
終
梵
唄
、
発
讀
經
方
終
、
楽
又
作
、
而
余
与
元
也
各
讀
祭
文
一
過
。

盖
葵
園
姓
阪
本
、
名
亮
、
別
号
白
蓮
、
淡
洲
人
、
寓
于
大
坂
、
以
儒
行
、
与
余
交
尤
親
。
而
元
幼

時
所
受
句
讀
者
也
。
且
交
友
来
會
者
、
詩
則
秋
荘
、
南
州
、
凌
雲
等
数
名
。
画
則
嘯
園
、
玉
江
、

芦
郷
、
青
嵐
、
九
江
等
数
名
与
他
門
生
、
故
舊
共
六
十
餘
人
。
有
茶
筵
、
有
酒
塲
、
有
揮
毫
室
、

會
頗
盛
。
申
牌
余
辭
先
歸
。
夜
与
小
川
南
堵
棋
。 

 

葵
園…

阪
本
葵
園
（
一
八
二
七―

一
八
八
一
）
。
淡
路
の
人
。
名
は
亮
。
字
は
亮
平
。
は
じ
め

は
僧
で
、
白
蓮
と
号
し
た
。
学
問
に
秀
で
、
河
野
杏
村
、
村
上
仏
山
ら
に
師
事
し
た
。

さ
ら
に
江
戸
で
大
沼
枕
山
ら
と
交
際
し
た
。
明
治
初
期
に
還
俗
し
、
大
阪
で
杏
村
の
塾

を
継
ぎ
、
白
蓮
池
館
塾
と
称
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

梅
松
院…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
寺
院
。 

 

中
濱
村…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
に
位
置
す
る
。 

 

玉
造…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
玉
造
あ
た
り
を
指
す
。 

 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

秋
荘…

稲
垣
秋
荘
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

凌
雲…

詩
人
。
詳
細
不
明
。 

嘯
園…

木
村
小
園
。 

玉
江…

行
徳
玉
江
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

青
嵐…

画
家
。
詳
細
不
明
。 

九
江…

小
川
九
江
。
大
坂
の
人
。
名
は
義
平
。
字
は
子
康
で
、
九
江
は
号
で
あ
る
。
別
号
に
小

渓
、
茶
味
清
處
な
ど
が
あ
る
。
代
々
小
山
湯
を
調
剤
す
る
家
に
生
ま
れ
、
こ
れ
を
生
業

と
し
た
。
幼
少
期
よ
り
画
を
好
み
、
木
下
蘆
洲
に
師
事
し
て
学
び
、
さ
ら
に
盧
洲
と
と

も
に
田
能
村
竹
田
に
入
門
し
、
山
水
を
能
く
し
た
。
ま
た
藤
澤
南
岳
、
稲
垣
秋
荘
に
入

門
し
て
漢
籍
詩
文
を
修
め
、
さ
ら
に
謡
曲
を
大
西
閑
雪
に
受
け
、
こ
れ
を
能
く
し
た
。

（
『
大
阪
人
物
誌
』
続
編
） 
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二
十
日
。
晴
。
山
田
孝
堂
、
岡
田
聿
山
来
。
話
詩
観
棋
了
、
半
日
閑
福
矣
。 

 

二
十
一
日
。
乍
晴
乍
雨
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…
多
木
豊
カ
。 

 

二
十
二
日
。
晴
。
弔
袋
井
氏
。
寛
貞
為
東
區
々
長
四
年
、
為
人
温
、
而
毅
信
、
而
能
勤
、
衆
皆
安

焉
。
夏
来
患
胃
癌
以
死
、
可
惜
也
。
又
問
窪
田
氏
病
。 

 

袋
井
氏…

袋
井
寛
貞
（
？―
一
八
九
三
）
。
大
阪
東
区
の
区
長
を
四
年
間
務
め
た
。 

 

窪
田
氏…

窪
田
昌
カ
。 

 

二
十
三
日
。
晴
。
与
楽
水
訪
樋
口
氏
。
永
野
氏
亦
来
。
玩
棋
半
日
以
避
街
市
之
擾
。
此
日
盖
新
嘗

祭
、
隣
街
有
祭
神
農
者
故
士
女
紛
擾
特
甚
。 

 

楽
水…

澤
井
甃
平
。 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

永
野
氏…

永
野
文
良
カ
。 

新
嘗
祭…

天
皇
が
新
穀
を
供
え
、
自
ら
も
食
す
る
祭
。
明
治
維
新
後
に
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
て

か
ら
祭
日
を
一
月
二
十
三
日
と
定
め
ら
れ
た
。
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
巻
、
小

学
館
、
平
成
十
八
年
） 

神
農…

中
国
古
代
の
三
皇
の
一
人
。
人
身
牛
首
で
、
人
民
に
耕
作
を
教
え
た
こ
と
か
ら
こ
の
名

が
あ
る
と
い
う
。
五
行
の
火
の
徳
に
よ
っ
て
王
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
炎
帝
と
も
い
う
。

諸
草
を
な
め
て
初
め
て
医
薬
を
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
医
学
及
薬
学
の
祖
と
し
て
崇
敬

さ
れ
た
。
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
巻
） 

 

二
十
四
日
。
晴
。
聿
山
、
覺
弁
来
。
聿
山
謀
其
所
作
碑
文
、
不
妥
之
処
也
。
覺
弁
自
東
備
来
、
候

余
起
居
也
。 

 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

 

覺
弁…

詳
細
不
明
。 

 

二
十
五
日
。
晴
。
訪
髙
木
、
岡
島
、
妻
鹿
氏
。
妻
鹿
氏
席
上
与
檪
窓
棋
、
主
人
坐
傍
品
之
、
幽
致

殊
絶
。
夜
歸
、
々
則
値
多
木
、
澤
井
二
氏
来
迎
、
辭
而
不
徃
。 

  

髙
木…

詳
細
不
明
。 

岡
島…

詳
細
不
明
。 

妻
鹿
氏…

妻
鹿
友
樵
カ
。 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

多
木…

多
木
豊
カ
。 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

二
十
六
日
。
晴
。
小
山
雲
泉
開
古
蒹
社
會
筵
于
備
一
亭
。
与
覺
弁
徃
観
之
。
一
室
展
明
清
人
書
画
、

可
観
。
而
徐
俟
亭
山
水
秀
奇
尤
妙
、
俟
亭
名
枋
□
□
人
。
一
室
壁
吾
邦
近
古
画
人
諸
幅
。
一
室
陳

雲
泉
自
画
。
々
法
頗
美
矣
。
南
宗
筆
意
可
惜
。
遂
喫
芳
茶
一
椀
而
去
。
又
与
男
元
會
逍
遥
游
社
友

于
北
郊
旗
亭
。
社
友
既
在
、
共
賦
冬
郊
弄
晴
。
々
暖
實
不
負
吟
人
之
意
、
一
邱
霜
樹
、
數
畦
老
菊
、

又
可
掬
、
又
可
称
一
年
好
景
哉
。
松
窗
有
事
先
歸
。
余
則
与
竹
渓
、
訊
堂
、
聿
山
、
南
州
、
芦
郷

共
歸
。
此
日
熊
山
、
帆
山
等
不
来
。 

 

小
山
雲
泉…

一
八
五
五―

一
九
一
一
。
田
辺
の
人
。
名
は
袁
榮
鏤
。
字
は
秀
水
。
通
称
は
要
助
。

別
号
に
芝
石
道
人
が
あ
る
。
明
治
十
一
年
に
中
田
熊
峰
に
学
ん
で
画
を
修
め
、
の

ち
に
大
阪
に
出
て
堀
江
に
住
み
、
烟
草
業
の
傍
ら
筆
を
執
っ
た
。
ま
た
、
余
技
に

篆
刻
を
学
び
、
『
千
字
文
百
顆
印
譜
』
（
明
治
十
九
年
）
を
著
し
た
。 

 

備
一
亭…

現
在
の
大
阪
府
中
央
区
備
後
町
に
あ
っ
た
料
亭
。 

 
覺
弁…

詳
細
不
明
。 

 

男
元…
藤
澤
黄
鵠
。 

 

松
窗…
岡
田
寿
一
郎
。 

 

竹
渓…

山
本
竹
溪
。 

訊
堂…

五
十
川
訊
堂
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

 

南
州…

近
藤
南
州
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

熊
山…

猪
木
熊
山
。 

帆
山…

清
原
帆
山
。 

 

二
十
七
日
。
晴
。
聿
山
来
。
又
謀
其
文
也
。 

 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

 

二
十
八
日
。
晴
。
牧
野
謙
来
。
緩
話
半
日
、
大
強
人
意
。 

 

牧
野
謙…

牧
野
謙
二
郎
カ
。
東
京
牛
込
区
の
人
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
泊
園
書
院
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
一

（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

 

二
十
九
日
。
晴
。
三
崎
氏
来
。
棋
三
局
而
去
。 

 

三
崎
氏…

三
崎
厚
斎
カ
。 

 

三
十
日
。
晴
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
二
月
一
日
。
晴
。
揮
毫
數
紙
了
、
諸
友
所
嘱
。
午
後
散
歩
北
郊
、
歸
途
到
銀
水
樓
。
盖
清
原
帆

山
報
為
古
香
秋
月
矦
開
吟
筵
于
此
樓
也
。
而
有
故
會
残
夜
水
明
樓
。
余
以
迂
路
不
徃
。 

 

銀
水
樓…

現
在
の
大
阪
府
北
区
中
之
島
に
あ
っ
た
料
亭
。
堂
島
川
に
面
し
た
位
置
に
あ
り
、
明

治
期
に
は
多
く
の
人
び
と
が
訪
れ
た
。
（
中
之
島
尋
常
小
学
校
創
立
六
十
五
周
年
、

中
之
島
幼
稚
園
創
立
五
十
周
年
記
念
会
編
『
中
之
嶌
誌
』
、
中
之
島
尋
常
小
学
校
創

立
六
十
五
周
年
、
中
之
島
幼
稚
園
創
立
五
十
周
年
記
念
会
、
昭
和
十
三
年
） 

 

古
香
秋
月
矦…

秋
月
種
樹
（
一
八
三
三―

一
九
〇
四
）
。
種
樹
は
日
向
国
高
鍋
藩
主
・
秋
月
種

任
の
三
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
号
は
古
香
。
通
称
は
政
太
郎
。
早
く
か

ら
俊
才
と
評
さ
れ
、
文
久
二
年
に
昌
平
坂
学
問
所
奉
行
と
な
る
と
、
翌
年
に
は

若
年
寄
格
と
な
り
、
将
軍
徳
川
家
茂
の
侍
読
に
抜
擢
さ
れ
た
。
慶
応
三
年
に
若

年
寄
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
出
仕
せ
ず
、
薩
摩
の
翔
鳳
丸
で
江
戸
を
脱
出
し
た
。
同

四
年
二
月
に
上
洛
、
新
政
府
支
持
を
明
ら
か
に
し
て
参
与
と
な
り
、
公
議
所
議

長
、
左
院
少
議
官
、
明
治
天
皇
の
侍
読
な
ど
を
歴
任
し
た
。
明
治
八
年
に
元
老

院
議
官
、
同
二
十
二
年
錦
鶏
間
伺
候
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
二
十
七
年
に
は
貴
族
院

議
員
と
な
っ
た
。
ま
た
種
樹
は
詩
文
や
書
を
能
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

漢
詩
を
塩
谷
宕
陰
に
師
事
し
、
旧
雨
社
に
参
加
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

残
夜
水
明
樓…

当
時
、
大
阪
に
あ
っ
た
料
亭
。
南
岳
の
日
記
に
度
々
登
場
し
、
そ
れ
ら
の
記
述

か
ら
は
雅
会
な
ど
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

二
日
。
晴
。
未
牌
搭
滊
車
于
天
王
寺
、
赴
八
尾
、
以
進
正
社
友
之
請
也
。
此
社
之
期
例
為
第
二
日

曜
、
而
本
月
農
家
多
事
故
卜
第
一
日
曜
、
且
欲
設
忘
年
宴
於
是
乎
。
此
日
訪
藤
陰
。
与
長
崎
、
木

村
、
林
共
飲
于
三
光
樓
。
話
雅
趣
静
、
亦
文
壇
一
喜
楽
事
哉
。
酔
餘
宿
藤
陰
宅
。 

 

藤
陰…

木
村
藤
陰
。 

 

長
崎…

長
崎
司
馬
太
郎
カ
。 

木
村…

木
村
嘯
園
、
ま
た
は
木
村
東
塢
と
考
え
ら
れ
る
。 

林…

林
秋
圃
、
ま
た
は
林
風
外
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
日
。
晴
。
巳
牌
社
友
八
人
皆
會
焉
。
講
餘
小
飲
而
散
。
此
日
山
田
秋
桂
開
書
画
會
于
備
一
亭
。

余
受
其
招
。
藤
陰
、
東
塢
、
□
□
亦
欲
徃
観
之
。
従
余
而
搭
滊
車
、
到
天
王
寺
。
更
駕
人
車
両
、

大
至
衆
頗
困
、
油
幕
遮
雨
。
急
走
達
備
一
亭
。
観
諸
画
幅
皆
秋
桂
所
自
描
。
筆
法
混
雑
不
一
太
乏

雅
致
。
茶
室
清
潔
適
意
、
飲
于
其
室
。
又
与
南
州
棋
于
三
層
樓
。
上
八
尾
三
生
乞
別
而
厺
。
而
秋

月
古
香
、
清
原
帆
山
来
。
坐
于
傍
、
乃
推
枰
話
舊
。
秋
桂
延
余
曹
于
別
室
、
供
酒
肴
、
且
請
古
香

作
字
及
画
。
古
香
為
作
一
幅
、
又
作
竹
外
一
枝
小
幅
、
以
與
秋
桂
。
上
有
小
詩
云
、
大
酔
乗
興
作

竹
外
一
枝
圖
、
藤
翁
有
評
語
天
下
此
奇
無
、
藤
翁
指
余
也
。
豁
達
可
掬
。
點
燈
後
會
散
。
此
日
多

景
色
樓
有
吟
會
。
座
光
寺
氏
為
主
、
無
報
故
不
徃
。 

−48−



 

南
州…

近
藤
南
州
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

熊
山…
猪
木
熊
山
。 

帆
山…
清
原
帆
山
。 

 

二
十
七
日
。
晴
。
聿
山
来
。
又
謀
其
文
也
。 

 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

 

二
十
八
日
。
晴
。
牧
野
謙
来
。
緩
話
半
日
、
大
強
人
意
。 

 

牧
野
謙…

牧
野
謙
二
郎
カ
。
東
京
牛
込
区
の
人
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
泊
園
書
院
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
一

（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

 

二
十
九
日
。
晴
。
三
崎
氏
来
。
棋
三
局
而
去
。 

 

三
崎
氏…

三
崎
厚
斎
カ
。 

 

三
十
日
。
晴
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

十
二
月
一
日
。
晴
。
揮
毫
數
紙
了
、
諸
友
所
嘱
。
午
後
散
歩
北
郊
、
歸
途
到
銀
水
樓
。
盖
清
原
帆

山
報
為
古
香
秋
月
矦
開
吟
筵
于
此
樓
也
。
而
有
故
會
残
夜
水
明
樓
。
余
以
迂
路
不
徃
。 

 

銀
水
樓…

現
在
の
大
阪
府
北
区
中
之
島
に
あ
っ
た
料
亭
。
堂
島
川
に
面
し
た
位
置
に
あ
り
、
明

治
期
に
は
多
く
の
人
び
と
が
訪
れ
た
。
（
中
之
島
尋
常
小
学
校
創
立
六
十
五
周
年
、

中
之
島
幼
稚
園
創
立
五
十
周
年
記
念
会
編
『
中
之
嶌
誌
』
、
中
之
島
尋
常
小
学
校
創

立
六
十
五
周
年
、
中
之
島
幼
稚
園
創
立
五
十
周
年
記
念
会
、
昭
和
十
三
年
） 

 

古
香
秋
月
矦…

秋
月
種
樹
（
一
八
三
三―

一
九
〇
四
）
。
種
樹
は
日
向
国
高
鍋
藩
主
・
秋
月
種

任
の
三
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
号
は
古
香
。
通
称
は
政
太
郎
。
早
く
か

ら
俊
才
と
評
さ
れ
、
文
久
二
年
に
昌
平
坂
学
問
所
奉
行
と
な
る
と
、
翌
年
に
は

若
年
寄
格
と
な
り
、
将
軍
徳
川
家
茂
の
侍
読
に
抜
擢
さ
れ
た
。
慶
応
三
年
に
若

年
寄
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
出
仕
せ
ず
、
薩
摩
の
翔
鳳
丸
で
江
戸
を
脱
出
し
た
。
同

四
年
二
月
に
上
洛
、
新
政
府
支
持
を
明
ら
か
に
し
て
参
与
と
な
り
、
公
議
所
議

長
、
左
院
少
議
官
、
明
治
天
皇
の
侍
読
な
ど
を
歴
任
し
た
。
明
治
八
年
に
元
老

院
議
官
、
同
二
十
二
年
錦
鶏
間
伺
候
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
二
十
七
年
に
は
貴
族
院

議
員
と
な
っ
た
。
ま
た
種
樹
は
詩
文
や
書
を
能
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

漢
詩
を
塩
谷
宕
陰
に
師
事
し
、
旧
雨
社
に
参
加
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

残
夜
水
明
樓…

当
時
、
大
阪
に
あ
っ
た
料
亭
。
南
岳
の
日
記
に
度
々
登
場
し
、
そ
れ
ら
の
記
述

か
ら
は
雅
会
な
ど
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

二
日
。
晴
。
未
牌
搭
滊
車
于
天
王
寺
、
赴
八
尾
、
以
進
正
社
友
之
請
也
。
此
社
之
期
例
為
第
二
日

曜
、
而
本
月
農
家
多
事
故
卜
第
一
日
曜
、
且
欲
設
忘
年
宴
於
是
乎
。
此
日
訪
藤
陰
。
与
長
崎
、
木

村
、
林
共
飲
于
三
光
樓
。
話
雅
趣
静
、
亦
文
壇
一
喜
楽
事
哉
。
酔
餘
宿
藤
陰
宅
。 

 

藤
陰…

木
村
藤
陰
。 

 

長
崎…

長
崎
司
馬
太
郎
カ
。 

木
村…

木
村
嘯
園
、
ま
た
は
木
村
東
塢
と
考
え
ら
れ
る
。 

林…

林
秋
圃
、
ま
た
は
林
風
外
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
日
。
晴
。
巳
牌
社
友
八
人
皆
會
焉
。
講
餘
小
飲
而
散
。
此
日
山
田
秋
桂
開
書
画
會
于
備
一
亭
。

余
受
其
招
。
藤
陰
、
東
塢
、
□
□
亦
欲
徃
観
之
。
従
余
而
搭
滊
車
、
到
天
王
寺
。
更
駕
人
車
両
、

大
至
衆
頗
困
、
油
幕
遮
雨
。
急
走
達
備
一
亭
。
観
諸
画
幅
皆
秋
桂
所
自
描
。
筆
法
混
雑
不
一
太
乏

雅
致
。
茶
室
清
潔
適
意
、
飲
于
其
室
。
又
与
南
州
棋
于
三
層
樓
。
上
八
尾
三
生
乞
別
而
厺
。
而
秋

月
古
香
、
清
原
帆
山
来
。
坐
于
傍
、
乃
推
枰
話
舊
。
秋
桂
延
余
曹
于
別
室
、
供
酒
肴
、
且
請
古
香

作
字
及
画
。
古
香
為
作
一
幅
、
又
作
竹
外
一
枝
小
幅
、
以
與
秋
桂
。
上
有
小
詩
云
、
大
酔
乗
興
作

竹
外
一
枝
圖
、
藤
翁
有
評
語
天
下
此
奇
無
、
藤
翁
指
余
也
。
豁
達
可
掬
。
點
燈
後
會
散
。
此
日
多

景
色
樓
有
吟
會
。
座
光
寺
氏
為
主
、
無
報
故
不
徃
。 
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山
田
秋
桂…

豊
前
の
人
。
『
古
今
名
家
書
画
景
況
一
覧
』
（
明
治
二
十
一
年
）
の
「
漢
画
南
宗
派
」

に
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
南
宗
画
を
能
く
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

藤
陰…
木
村
藤
陰
。 

東
塢…
木
村
東
塢
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

秋
月
古
香…

秋
月
種
樹
。 

座
光
寺
氏…

座
光
寺
半
雲
カ
。 

 

四
日
。
晴
。
南
州
招
飲
。
午
後
南
轅
訪
藤
陰
于
戎
橋
之
南
。
盖
其
父
家
也
。
遂
与
之
訪
檪
窓
、
對

棋
両
三
局
而
別
。
乃
直
訪
南
州
。
此
日
會
者
古
香
、
湖
山
、
帆
山
、
芦
郷
、
松
堂
、
寒
林
与
余
也
。

寒
林
作
墨
竹
奇
峭
、
古
香
作
梅
月
圖
雅
健
、
皆
士
君
子
之
画
也
。
古
香
又
作
書
幅
三
四
、
南
州
乞

之
也
。
戌
牌
會
散
。 

 

南
州…

近
藤
南
州
。 

 

藤
陰…

木
村
藤
陰
。 

戎
橋…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
の
道
頓
堀
川
に
架
か
る
心
斎
橋
筋
、
戎
橋
筋
の
橋
。 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

古
香…

秋
月
種
樹
。 

湖
山…

小
野
湖
山
。 

帆
山…

清
原
帆
山
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

松
堂…

山
田
松
堂
。 

寒
林…

藤
井
寒
林
。 

 

五
日
。
晴
。
松
堂
招
飮
。
未
牌
徃
會
焉
。
在
筵
者
曰
湖
山
、
曰
古
香
、
曰
帆
山
、
曰
檪
窓
、
曰
訊

堂
、
曰
南
州
、
曰
熊
山
、
曰
芦
郷
、
曰
雲
来
。
有
揮
毫
塲
、
有
棋
室
。
而
二
少
女
行
酒
。
昨
日
以

韻
勝
、
今
日
以
華
勝
。
而
皆
不
着
一
点
俗
氛
、
獨
連
日
分
韻
、
而
詩
不
成
、
亦
可
謂
奇
。 

 

松
堂…

山
田
松
堂
。 

 

湖
山…

小
野
湖
山
。 

古
香…

秋
月
種
樹
。 

帆
山…

清
原
帆
山
。 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

訊
堂…

五
十
川
訊
堂
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

熊
山…

猪
木
熊
山
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

 

六
日
。
晴
。
菅
廟
吟
會
。
々
者
十
九
人
、
竹
溪
、
南
州
、
梅
崖
、
□
□
、
秋
荘
、
松
齋
、
松
琴
、

春
澤
、
楳
塢
、
雲
来
、
雪
濤
、
芦
郷
、
楓
亭
、
□
□
、
而
余
及
男
元
、
門
生
前
田
圭
、
薮
田
栄
、

服
部
信
也
。
古
香
亦
以
員
外
来
臨
。
同
賦
竹
外
一
枝
圖
以
一
歳
末
筵
。
酒
肴
供
賓
。
々
皆
歓
咲
、

酔
餘
各
書
所
得
、
或
作
画
、
興
情
佳
絶
。
此
日
午
後
小
霎
乍
来
乍
歇
。
夜
命
車
見
送
時
雨
已
霽
。 

 

竹
溪…

山
本
竹
溪
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

梅
崖…

山
本
梅
崖
（
一
八
五
二―

一
九
二
八
）
。
明
治
期
に
活
躍
し
た
漢
学
者
。
名
は
憲
。
山

本
竹
溪
の
次
男
で
あ
る
。
山
本
家
は
梅
崖
の
高
祖
父
の
日
下
か
ら
五
代
に
わ
た
っ
て
続

く
土
佐
佐
川
藩
の
郷
校
名
教
館
の
学
頭
を
務
め
る
儒
者
の
家
で
あ
り
、
こ
こ
に
生
ま
れ

た
梅
崖
も
幼
少
期
よ
り
徂
徠
学
を
学
ん
だ
。
慶
応
元
年
に
は
土
佐
藩
の
藩
校
致
道
館
に

入
学
し
、
松
岡
毅
軒
に
学
ん
だ
。
維
新
後
は
上
京
し
て
明
治
四
年
に
育
英
義
塾
で
英
語
、

ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
明
治
七
年
に
工
部
省
電
信
技
士
と
な
り
、
翌
年
大
阪
に
赴
任
し
た
。

同
九
年
に
は
両
親
を
大
阪
に
迎
え
て
同
居
し
た
。
明
治
十
一
年
に
は
職
を
辞
し
、
十
二

年
に
大
阪
新
報
社
に
入
り
、
そ
の
後
稚
児
新
聞
社
や
中
国
日
日
新
聞
社
、
北
陸
自
由
新

聞
社
な
ど
に
勤
め
た
。
し
か
し
、
十
八
年
に
朝
鮮
内
政
改
革
運
動
に
参
画
し
、
大
井
憲

太
郎
、
小
林
樟
雄
ら
と
と
も
に
逮
捕
さ
れ
、
約
三
年
間
牢
獄
生
活
を
送
っ
た
。
出
獄
後

は
政
治
活
動
で
は
な
く
教
育
活
動
に
身
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
南
岳
が
二
十
年
六
月
に

 

結
成
し
た
「
大
成
会
」
に
参
加
し
、
ま
た
三
十
八
年
に
は
岡
山
県
で
梅
清
処
塾
を
開
校

し
た
。
（
矢
羽
野
隆
男
著
「
大
成
会
の
釈
奠―

藤
澤
南
岳
と
山
本
梅
崖
と―

」
『
泊
園
書

院
と
漢
学
・
大
阪
・
近
代
日
本
の
水
脈
』
、
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
二
十
九
年
、
四

八―

五
〇
頁
） 

秋
荘…

稲
垣
秋
荘
。 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

松
琴…

宮
田
松
琴
。 

春
澤…

河
野
春
澤
。 

楳
塢…

上
野
梅
塢
。 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

雪
濤…

尾
崎
雪
濤
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

楓
亭…

加
藤
楓
亭
。 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

前
田
圭…

詳
細
不
明
。
文
中
か
ら
、
泊
園
書
院
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。 

薮
田
栄…

薮
田
栄
三
郎
カ
。
中
河
内
郡
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
『
登

門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

服
部
信…

摂
津
国
の
人
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
『
登
門
録
』
（
Ｌ
Ｈ
２

／
丙
１
２
２
）
、
明
治
三
十
七
年
、
一
一
頁
） 

古
香…

秋
月
種
樹
。 

 

七
日
。
赤
松
椋
園
、
岡
田
聿
山
、
矢
野
方
舟
、
山
田
俊
卿
来
。
話
詩
弄
棋
、
大
有
雅
趣
。
方
舟
獨

留
、
到
夜
對
酌
助
興
、
亦
一
塲
韻
事
。 

 

赤
松
椋
園…

一
八
四
〇―

一
九
一
五
。
讃
岐
高
松
藩
の
人
。
名
は
範
円
、
字
は
士
方
、
通
称
は

渡
で
、
椋
園
は
号
で
あ
る
。
讃
岐
高
松
藩
少
参
事
、
会
計
検
査
院
吏
員
な
ど
を
歴

任
し
、
明
治
二
十
三
年
に
高
松
市
初
代
市
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
関
西
漢
詩
壇

の
長
老
で
も
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
三
月
二
日
の
『
七
香
齋
日
録
』
に
「
椋
園

有
移
居
于
大
坂
之
計
故
謀
之
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
阪
へ
の
移

住
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
二
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
１
０

―

２
）
、
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

八
日
。
晴
。
逸
身
氏
別
業
全
成
、
請
余
命
園
及
堂
室
名
。
乃
為
撰
之
、
園
曰
養
新
、
堂
曰
挹
古
。

他
盧
及
橋
塢
有
名
者
十
有
二
、
主
人
茶
筵
以
會
交
友
、
自
本
月
一
日
、
々
必
五
賓
而
或
加
二
。
此

日
余
見
招
同
筵
者
水
落
庄
、
林
檪
窓
、
鴻
池
有
、
田
中
楢
、
西
尾
樵
與
器
商
磯
上
氏
也
。
午
後
一

時
徃
會
、
皆
在
焉
。
乃
入
聴
馨
盧
、
以
待
主
人
、
親
迎
皆
従
之
。
踰
橋
過
坡
、
到
只
楽
庵
。
々
前

盟
于
清
泉
、
以
叙
入
就
筵
、
供
菓
名
此
花
饅
頭
食
之
、
入
庵
少
憩
、
主
人
又
迎
。
乃
入
供
茶
、
々

名
姥
昔
、
濃
者
終
薄
者
薦
、
一
周
以
終
、
出
庵
上
堂
、
供
飯
時
已
點
燈
。
飯
畢
供
酒
歓
笑
、
大
適

檪
窓
談
尤
快
。
亥
牌
會
散
。
主
人
命
車
以
送
、
情
致
特
篤
。
此
日
茶
讌
諸
器
皆
世
所
希
有
、
茶
家

者
流
所
欽
重
也
。
故
附
録
之
書
幅
懈
怠
比
丘
不
期
明
日
八
字
、
横
幅
清
巌
和
尚
所
書
、
装
潢
元
伯

居
士
所
製
、
鍑
仙
叟
所
命
造
第
一
世
、
寒
雉
鑄
之
香
盆
交
趾
招
榴
、
烏
府
、
大
瓢
、
花
筒
常
叟
所

製
、
俗
呼
一
重
切
、
水
方
曲
木
作
之
、
不
用
彩
飾
。
茶
椀
長
次
郎
所
作
、
豐
公
所
賜
、
休
茶
伯
匣

有
桐
章
茶
□
、
蓋
裡
有
福
字
亦
利
休
所
製
、
茶
匙
碌
々
齋
所
製
、
以
贈
主
人
也
。
薄
茶
盌
宋
胡
録
、

薬
鏙
利
休
遺
愛
、
俗
呼
腰
黒
建
水
、
亦
利
休
所
有
其
質
唐
𩚵𩚵𩚵𩚵
籮
承
、
盖
青
竹
乾
菓
、
名
千
代
結
、

其
他
手
炉
□
籮
皆
有
典
故
實
一
塲
清
賞
。 

 

逸
身
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

水
落
庄…

水
落
露
石
（
一
八
七
二―

一
九
一
九
）
。
明
治
・
大
正
時
代
の
俳
人
。
本
名
は
義
弌

で
、
通
称
は
庄
兵
衛
で
あ
る
。
別
号
に
聴
蛙
亭
が
あ
る
。
大
阪
船
場
の
商
家
を
継
い

だ
。
正
岡
子
規
に
師
事
し
、
中
川
四
明
ら
と
京
阪
満
月
会
を
興
し
た
。
俳
諧
史
、
と

く
に
与
謝
蕪
村
の
研
究
で
知
ら
れ
た
。
の
ち
河
東
碧
梧
桐
の
「
海
紅
」
同
人
と
な
っ

た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

鴻
池
有…

詳
細
不
明
。 

田
中
楢…

田
中
楢
次
郎
カ
。
大
阪
市
東
区
の
人
。
大
正
十
四
年
に
『
売
茶
翁
偈
語 

附
・
名
公

茶
器
銘
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
煎
茶
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
田
米
知
佳
「
明
惠
上
人
聴
琵
琶
図
」
や
伊
藤
若
冲
「
賣
茶
翁
像
」
な
ど
を
所
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結
成
し
た
「
大
成
会
」
に
参
加
し
、
ま
た
三
十
八
年
に
は
岡
山
県
で
梅
清
処
塾
を
開
校

し
た
。
（
矢
羽
野
隆
男
著
「
大
成
会
の
釈
奠―

藤
澤
南
岳
と
山
本
梅
崖
と―

」
『
泊
園
書

院
と
漢
学
・
大
阪
・
近
代
日
本
の
水
脈
』
、
関
西
大
学
出
版
部
、
平
成
二
十
九
年
、
四

八―
五
〇
頁
） 

秋
荘…

稲
垣
秋
荘
。 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

松
琴…

宮
田
松
琴
。 

春
澤…

河
野
春
澤
。 

楳
塢…

上
野
梅
塢
。 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

雪
濤…

尾
崎
雪
濤
。 

芦
郷…

中
井
芦
郷
。 

楓
亭…

加
藤
楓
亭
。 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

前
田
圭…

詳
細
不
明
。
文
中
か
ら
、
泊
園
書
院
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。 

薮
田
栄…

薮
田
栄
三
郎
カ
。
中
河
内
郡
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
『
登

門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

服
部
信…

摂
津
国
の
人
。
『
登
門
録
』
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
『
登
門
録
』
（
Ｌ
Ｈ
２

／
丙
１
２
２
）
、
明
治
三
十
七
年
、
一
一
頁
） 

古
香…

秋
月
種
樹
。 

 

七
日
。
赤
松
椋
園
、
岡
田
聿
山
、
矢
野
方
舟
、
山
田
俊
卿
来
。
話
詩
弄
棋
、
大
有
雅
趣
。
方
舟
獨

留
、
到
夜
對
酌
助
興
、
亦
一
塲
韻
事
。 

 

赤
松
椋
園…

一
八
四
〇―

一
九
一
五
。
讃
岐
高
松
藩
の
人
。
名
は
範
円
、
字
は
士
方
、
通
称
は

渡
で
、
椋
園
は
号
で
あ
る
。
讃
岐
高
松
藩
少
参
事
、
会
計
検
査
院
吏
員
な
ど
を
歴

任
し
、
明
治
二
十
三
年
に
高
松
市
初
代
市
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
関
西
漢
詩
壇

の
長
老
で
も
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
三
月
二
日
の
『
七
香
齋
日
録
』
に
「
椋
園

有
移
居
于
大
坂
之
計
故
謀
之
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
大
阪
へ
の
移

住
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
『
七
香
齋
日
録
』
二
（
Ｌ
Ｈ
２
／
甲
２
１
０

―

２
）
、
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

八
日
。
晴
。
逸
身
氏
別
業
全
成
、
請
余
命
園
及
堂
室
名
。
乃
為
撰
之
、
園
曰
養
新
、
堂
曰
挹
古
。

他
盧
及
橋
塢
有
名
者
十
有
二
、
主
人
茶
筵
以
會
交
友
、
自
本
月
一
日
、
々
必
五
賓
而
或
加
二
。
此

日
余
見
招
同
筵
者
水
落
庄
、
林
檪
窓
、
鴻
池
有
、
田
中
楢
、
西
尾
樵
與
器
商
磯
上
氏
也
。
午
後
一

時
徃
會
、
皆
在
焉
。
乃
入
聴
馨
盧
、
以
待
主
人
、
親
迎
皆
従
之
。
踰
橋
過
坡
、
到
只
楽
庵
。
々
前

盟
于
清
泉
、
以
叙
入
就
筵
、
供
菓
名
此
花
饅
頭
食
之
、
入
庵
少
憩
、
主
人
又
迎
。
乃
入
供
茶
、
々

名
姥
昔
、
濃
者
終
薄
者
薦
、
一
周
以
終
、
出
庵
上
堂
、
供
飯
時
已
點
燈
。
飯
畢
供
酒
歓
笑
、
大
適

檪
窓
談
尤
快
。
亥
牌
會
散
。
主
人
命
車
以
送
、
情
致
特
篤
。
此
日
茶
讌
諸
器
皆
世
所
希
有
、
茶
家

者
流
所
欽
重
也
。
故
附
録
之
書
幅
懈
怠
比
丘
不
期
明
日
八
字
、
横
幅
清
巌
和
尚
所
書
、
装
潢
元
伯

居
士
所
製
、
鍑
仙
叟
所
命
造
第
一
世
、
寒
雉
鑄
之
香
盆
交
趾
招
榴
、
烏
府
、
大
瓢
、
花
筒
常
叟
所

製
、
俗
呼
一
重
切
、
水
方
曲
木
作
之
、
不
用
彩
飾
。
茶
椀
長
次
郎
所
作
、
豐
公
所
賜
、
休
茶
伯
匣

有
桐
章
茶
□
、
蓋
裡
有
福
字
亦
利
休
所
製
、
茶
匙
碌
々
齋
所
製
、
以
贈
主
人
也
。
薄
茶
盌
宋
胡
録
、

薬
鏙
利
休
遺
愛
、
俗
呼
腰
黒
建
水
、
亦
利
休
所
有
其
質
唐
𩚵𩚵𩚵𩚵
籮
承
、
盖
青
竹
乾
菓
、
名
千
代
結
、

其
他
手
炉
□
籮
皆
有
典
故
實
一
塲
清
賞
。 

 

逸
身
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

水
落
庄…

水
落
露
石
（
一
八
七
二―

一
九
一
九
）
。
明
治
・
大
正
時
代
の
俳
人
。
本
名
は
義
弌

で
、
通
称
は
庄
兵
衛
で
あ
る
。
別
号
に
聴
蛙
亭
が
あ
る
。
大
阪
船
場
の
商
家
を
継
い

だ
。
正
岡
子
規
に
師
事
し
、
中
川
四
明
ら
と
京
阪
満
月
会
を
興
し
た
。
俳
諧
史
、
と

く
に
与
謝
蕪
村
の
研
究
で
知
ら
れ
た
。
の
ち
河
東
碧
梧
桐
の
「
海
紅
」
同
人
と
な
っ

た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

鴻
池
有…
詳
細
不
明
。 

田
中
楢…

田
中
楢
次
郎
カ
。
大
阪
市
東
区
の
人
。
大
正
十
四
年
に
『
売
茶
翁
偈
語 

附
・
名
公

茶
器
銘
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
煎
茶
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
田
米
知
佳
「
明
惠
上
人
聴
琵
琶
図
」
や
伊
藤
若
冲
「
賣
茶
翁
像
」
な
ど
を
所
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蔵
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
書
画
を
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
大
阪
市
立
美

術
館
編
『
名
宝
展
覧
会
図
録 

第
三
回
』
、
便
利
堂
、
昭
和
十
三
年
、
恩
賜
京
都
博
物

館
編
『
田
米
知
佳
画
集
』
、
便
利
堂
、
昭
和
四
年
） 

西
尾
樵…
詳
細
不
明
。 

磯
上
氏…

詳
細
不
明
。 

清
巌
和
尚…

清
巌
宗
渭
（
一
五
八
八―

一
六
六
二
）
。
江
戸
時
代
前
期
の
臨
済
宗
の
僧
。
近
江

の
人
。
俗
姓
は
佐
々
木
で
号
は
自
笑
、
孤
陋
で
あ
る
。
諡
号
は
清
浄
本
然
禅
師
。

賢
谷
宗
良
の
法
を
継
い
だ
。
京
都
大
徳
寺
、
江
戸
品
川
東
海
寺
の
住
持
と
な
る
。

書
画
に
優
れ
、
茶
道
に
通
じ
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

元
伯
居
士…

千
宗
旦(

一
五
七
八―

一
六
五
八)

。
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て
の

茶
人
。
千
少
庵
の
子
で
、
母
は
千
利
休
の
娘
・
亀
で
あ
る
。
号
は
元
伯
、
元
叔
、

咄
々
斎
で
あ
る
。
幼
時
に
大
徳
寺
で
修
行
し
、
の
ち
還
俗
し
、
慶
長
五
年
に
家
督

を
継
い
で
千
家
三
代
と
な
っ
た
。
生
涯
仕
官
せ
ず
、
茶
禅
一
味
を
唱
え
、
侘
茶
の

完
成
に
努
め
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

仙
叟…

仙
叟
宗
室
（
一
六
二
二―

一
六
九
七
）
。
裏
千
家
四
代
。
千
宗
旦
の
四
男
。
若
き
日
に

は
玄
室
を
名
乗
り
、
医
師
を
志
し
て
い
た
が
、
の
ち
千
家
に
戻
っ
た
。
宗
旦
か
ら
隠
居

屋
敷
と
茶
室
・
今
日
庵
を
譲
り
受
け
て
裏
千
家
の
基
礎
を
固
め
、
ま
た
加
賀
前
田
家
に

茶
堂
と
し
て
仕
官
し
た
。
（
千
宗
室
監
修
『
裏
千
家
今
日
庵
歴
代
』
第
四
巻
仙
叟
宗
室
、

淡
交
社
、
平
成
二
十
年
） 

寒
雉…

宮
崎
寒
雉
（
？―

一
七
一
二
）
カ
。
江
戸
時
代
前
期
の
釜
師
。
名
は
義
一
。
通
称
は
彦

九
郎
。
能
登
中
居
の
鋳
物
師
の
家
に
生
ま
れ
、
京
都
で
大
西
浄
清
に
入
門
し
た
。
金
沢

藩
主
前
田
利
常
の
御
用
釜
師
と
な
り
、
仙
叟
の
指
導
を
受
け
、
柏
葉
釜
、
焼
飯
釜
な
ど

の
茶
釜
を
制
作
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

常
叟…

不
休
斎
常
叟
（
一
六
七
三―

一
七
〇
四
）
。
裏
千
家
五
代
。
仙
叟
宗
室
の
子
。
幼
名
は

与
三
郎
で
、
宗
安
の
ち
宗
室
と
改
め
、
常
叟
と
称
し
、
不
休
斎
と
号
し
た
。
仙
叟
宗
室

の
死
後
、
二
十
五
歳
で
裏
千
家
五
代
を
継
ぎ
、
加
賀
前
田
家
、
伊
予
久
松
家
に
仕
え
た
。

（
千
宗
室
監
修
『
裏
千
家
今
日
庵
歴
代
』
第
五
巻
不
休
斎
常
叟
、
淡
交
社
、
平
成
二
十

年
） 

長
次
郎…

戦
国
時
代
の
陶
工
。
阿
米
夜
の
子
。
名
は
長
祐
。
京
都
の
楽
焼
の
宗
家
、
楽
家
の
祖
。

千
利
休
の
指
導
で
黒
・
赤
茶
碗
を
作
っ
た
。
聚
楽
第
の
窯
で
や
い
た
の
が
楽
焼
の
名
の

由
来
だ
と
い
う
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

豐
公…

豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七―

一
五
九
八
）
。
尾
張
の
足
軽
木
下
弥
右
衛
門
の
子
。
織
田
信

長
に
足
軽
と
し
て
仕
え
、
浅
井
、
朝
倉
両
氏
と
の
戦
い
で
功
を
た
て
、
天
正
元
年
に
近

江
長
浜
城
主
と
な
る
。
本
能
寺
の
変
後
、
明
智
光
秀
、
柴
田
勝
家
を
破
り
、
大
坂
城
を

築
城
し
た
。
徳
川
家
康
を
臣
従
さ
せ
て
天
正
十
八
年
に
全
国
を
統
一
し
、
こ
の
間
関
白
、

太
政
大
臣
と
な
り
豊
臣
姓
を
名
乗
っ
た
。
太
閤
検
地
、
刀
狩
り
な
ど
の
新
政
策
で
兵
農

分
離
を
促
進
し
、
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

利
休…

千
利
休
（
一
五
二
二―

一
五
九
一
）
。
安
土
桃
山
時
代
の
茶
人
。
千
家
流
茶
道
の
祖
。

幼
名
は
与
四
郎
で
法
諱
は
宗
易
、
号
は
抛
筌
斎
で
あ
る
。
堺
の
人
。
能
阿
彌
派
と
珠
光

派
の
茶
法
を
究
め
、
千
家
流
を
興
し
た
。
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
が
、
の
ち

秀
吉
の
勘
気
を
蒙
り
、
命
に
よ
り
自
刃
し
た
。
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
巻
） 

碌
々
齋…

碌
々
斎
瑞
翁
宗
左
（
一
八
三
七―

一
九
一
〇
）
。
茶
人
。
茶
道
表
千
家
十
一
世
家
元

で
あ
る
。
幼
名
は
与
太
郎
、
の
ち
宗
員
、
別
号
は
碧
雲
軒
。
明
恵
上
人
六
百
五
十
回

忌
、
秀
吉
北
野
大
茶
会
三
百
年
記
念
、
利
休
三
百
年
忌
、
随
流
斎
二
百
回
忌
な
ど
多

く
の
茶
会
を
行
っ
た
。
（
不
審
菴
文
庫
編
『
碌
々
斎
ゆ
か
り
の
茶
道
具
展 

表
千
家
十

一
代
家
元
百
年
遠
忌
記
念
特
別
展
』
、
表
千
家
北
山
会
館
、
平
成
二
十
一
年
） 

 

九
日
。
晴
。
未
牌
會
其
争
社
友
于
網
洲
。
先
謁
櫻
祠
、
徘
徊
塘
上
、
冬
暖
可
人
。
既
而
到
樓
。
社

友
會
者
十
有
二
、
厚
齋
為
幹
事
。
此
日
為
一
歳
末
會
、
故
會
者
各
携
一
二
賞
品
、
䦰
以
與
社
友
及

行
酒
婦
女
亦
一
塲
幽
賞
。
戌
牌
會
散
。
此
夜
生
徒
掃
塾
中
塵
、
騒
擾
不
成
睡
。 

櫻
祠…
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
都
島
区
中
野
町
に
所
在
す
る
桜
宮
神
社
を
指
す
。 

厚
齋…

三
崎
厚
斎
。 

 

十
日
。
晴
。
天
明
出
門
。
緩
歩
到
京
橋
。
乃
命
腕
車
、
過
野
江
、
関
目
、
森
小
路
、
上
淀
提
、
則

 

弃
車
徐
歩
、
入
守
口
驛
。
訪
倉
杏
園
。
杏
園
父
子
喜
迎
。
既
而
德
永
、
池
田
及
即
念
等
来
。
弄
棋

話
詩
、
甚
有
清
興
。
遂
留
宿
。 

 

野
江…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
野
江
あ
た
り
を
指
す
。 

関
目…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
関
目
あ
た
り
を
指
す
。 

森
小
路…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
旭
区
森
小
路
あ
た
り
を
指
す
。 

德
永…

詳
細
不
明
。 

池
田…

詳
細
不
明
。 

即
念…

詳
細
不
明
。 

 

仲
二
日
。
午
後
、
小
雨
。
晴
而
又
雨
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
三
日
。
晴
。
天
真
来
。
弄
棋
両
三
局
。
楽
水
亦
来
。
未
点
燈
而
皆
去
。 

 

天
真…

真
部
天
真
カ
。
南
岳
の
日
記
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
近
し
い
関
係
に
あ
っ

た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

楽
水…

澤
井
甃
平
。 

 

仲
四
日
。
晴
。
滴
翠
、
厚
齋
、
楽
水
来
。
皆
小
棋
一
二
局
、
亦
未
点
燈
而
厺
。 

 

滴
翠…

白
山
滴
翠
。 

厚
齋…

三
崎
厚
斎
。 

楽
水…

澤
井
甃
平
。 

 

仲
五
日
。
雨
。
申
牌
晴
始
覚
寒
威
。
聿
山
来
。
弄
棋
三
四
局
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

 

仲
六
日
。
晴
。
謁
先
考
墓
。
歸
途
歴
訪
藤
原
、
村
田
諸
氏
。 

 

藤
原…

詳
細
不
明
。 

村
田…

詳
細
不
明
。 

 

仲
七
日
。
晴
。
午
前
試
七
等
以
上
生
徒
業
。
午
後
与
元
會
嚶
々
吟
友
于
妙
徳
寺
。
小
飲
日
没
後

歸
。
々
途
、
過
多
木
氏
門
。
乃
訪
之
、
小
棋
三
四
局
以
慰
終
日
之
労
。 

 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
八
日
。
晴
。
訪
林
檪
窓
。
直
観
秋
琴
亭
茶
醼
。
又
訪
樋
口
、
永
野
氏
。
日
暮
歸
。 

樋
口…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

永
野
氏…

永
野
文
良
カ
。 

 

仲
九
日
。
晴
。
試
生
徒
業
。
畢
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

二
十
日
。
雨
。
朝
日
奈
德
平
来
、
謀
讃
士
所
訴
過
納
金
事
也
。
午
後
雲
来
、
聿
山
、
木
村
敬
、
髙

宮
徹
石
来
。
徹
石
携
其
所
画
桃
園
結
義
圖
、
乞
題
詩
、
其
圖
佳
甚
。 

 

朝
日
奈
德
平…

詳
細
不
明 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

木
村
敬…

木
村
敬
二
郎
カ
。 

 

二
十
一
日
。
晴
。
課
業
以
昨
終
。
而
此
日
方
南
至
。
乃
祭
先
聖
于
書
堂
、
配
亨
以
物
中
山
二
夫
子
、

奉
先
君
子
遺
典
也
。
午
前
、
會
生
徒
以
次
拝
之
。
午
後
置
酒
、
盡
歓
而
罷
。 

 

物…

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六―

一
七
二
八
）
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
、
思
想
家
、
文
献
学
者
。

林
春
斎
、
林
鳳
岡
に
学
ん
だ
。
後
に
柳
沢
吉
保
に
用
い
ら
れ
、
古
文
辞
学
を
大
成
し
た
。

（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

中
山…

中
山
城
山
（
一
七
六
三―

一
八
三
七
）
。
讃
岐
の
人
。
名
は
鷹
。
字
は
伯
鷹
。
通
称
は

−52−



 

弃
車
徐
歩
、
入
守
口
驛
。
訪
倉
杏
園
。
杏
園
父
子
喜
迎
。
既
而
德
永
、
池
田
及
即
念
等
来
。
弄
棋

話
詩
、
甚
有
清
興
。
遂
留
宿
。 

 

野
江…
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
野
江
あ
た
り
を
指
す
。 

関
目…
現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
関
目
あ
た
り
を
指
す
。 

森
小
路…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
旭
区
森
小
路
あ
た
り
を
指
す
。 

德
永…

詳
細
不
明
。 

池
田…

詳
細
不
明
。 

即
念…

詳
細
不
明
。 

 

仲
二
日
。
午
後
、
小
雨
。
晴
而
又
雨
。
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
三
日
。
晴
。
天
真
来
。
弄
棋
両
三
局
。
楽
水
亦
来
。
未
点
燈
而
皆
去
。 

 

天
真…

真
部
天
真
カ
。
南
岳
の
日
記
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
近
し
い
関
係
に
あ
っ

た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

楽
水…

澤
井
甃
平
。 

 

仲
四
日
。
晴
。
滴
翠
、
厚
齋
、
楽
水
来
。
皆
小
棋
一
二
局
、
亦
未
点
燈
而
厺
。 

 

滴
翠…

白
山
滴
翠
。 

厚
齋…

三
崎
厚
斎
。 

楽
水…

澤
井
甃
平
。 

 

仲
五
日
。
雨
。
申
牌
晴
始
覚
寒
威
。
聿
山
来
。
弄
棋
三
四
局
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

 

仲
六
日
。
晴
。
謁
先
考
墓
。
歸
途
歴
訪
藤
原
、
村
田
諸
氏
。 

 

藤
原…

詳
細
不
明
。 

村
田…

詳
細
不
明
。 

 

仲
七
日
。
晴
。
午
前
試
七
等
以
上
生
徒
業
。
午
後
与
元
會
嚶
々
吟
友
于
妙
徳
寺
。
小
飲
日
没
後

歸
。
々
途
、
過
多
木
氏
門
。
乃
訪
之
、
小
棋
三
四
局
以
慰
終
日
之
労
。 

 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

仲
八
日
。
晴
。
訪
林
檪
窓
。
直
観
秋
琴
亭
茶
醼
。
又
訪
樋
口
、
永
野
氏
。
日
暮
歸
。 

樋
口…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

永
野
氏…

永
野
文
良
カ
。 

 

仲
九
日
。
晴
。
試
生
徒
業
。
畢
夜
訪
多
木
氏
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

二
十
日
。
雨
。
朝
日
奈
德
平
来
、
謀
讃
士
所
訴
過
納
金
事
也
。
午
後
雲
来
、
聿
山
、
木
村
敬
、
髙

宮
徹
石
来
。
徹
石
携
其
所
画
桃
園
結
義
圖
、
乞
題
詩
、
其
圖
佳
甚
。 

 

朝
日
奈
德
平…

詳
細
不
明 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

木
村
敬…

木
村
敬
二
郎
カ
。 

 
二
十
一
日
。
晴
。
課
業
以
昨
終
。
而
此
日
方
南
至
。
乃
祭
先
聖
于
書
堂
、
配
亨
以
物
中
山
二
夫
子
、

奉
先
君
子
遺
典
也
。
午
前
、
會
生
徒
以
次
拝
之
。
午
後
置
酒
、
盡
歓
而
罷
。 

 

物…

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六―

一
七
二
八
）
。
江
戸
中
期
の
儒
学
者
、
思
想
家
、
文
献
学
者
。

林
春
斎
、
林
鳳
岡
に
学
ん
だ
。
後
に
柳
沢
吉
保
に
用
い
ら
れ
、
古
文
辞
学
を
大
成
し
た
。

（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

中
山…

中
山
城
山
（
一
七
六
三―

一
八
三
七
）
。
讃
岐
の
人
。
名
は
鷹
。
字
は
伯
鷹
。
通
称
は
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塵
で
あ
る
。
医
師
中
山
玄
柳
の
子
。
藤
川
東
園
に
医
学
と
儒
学
を
ま
な
び
、
寛
政
十
一

年
高
松
藩
に
招
か
れ
た
。
ま
た
城
山
塾
を
開
校
し
、
古
文
辞
学
を
教
授
し
た
。
（
『
日
本

人
名
大
辞
典
』
）
。  

 

二
十
二
日
。
晴
。
訪
松
齋
于
城
東
。
稲
垣
父
子
亦
會
焉
。
与
咬
菜
社
友
共
賦
小
律
、
題
則
用
所
探

得
或
險
或
夷
、
大
有
興
趣
。
薄
暮
歩
歸
。
暖
亦
如
春
。 

 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

城
東…

現
在
の
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
あ
た
り
を
指
す
。 

稲
垣…

稲
垣
秋
荘
カ
。 

 

二
十
三
日
。
晴
。
訪
樋
口
氏
。
永
野
、
澤
井
、
永
井
亦
来
。
敲
棋
到
二
更
、
与
澤
井
氏
聯
歩
而
歸
。 

 

樋
口
氏…

樋
口
三
郎
兵
衛
カ
。 

永
野…

永
野
文
良
カ
。 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

永
井…

詳
細
不
明
。 

 

二
十
四
日
。
晴
。
會
逍
遥
社
友
于
残
夜
水
明
樓
。
元
也
為
會
幹
故
早
徃
。
余
訪
髙
木
氏
、
迂
路
而

徃
、
諸
友
已
在
。
而
秋
月
古
香
偶
来
會
。
有
詩
曰
郵
書
一
片
忽
飛
回
、
報
逍
遥
吟
會
開
、
未
到
鴬

花
時
節
、
好
短
節
又
向
浪
華
。
来
社
友
皆
歩
其
韻
、
興
情
雅
快
、
且
棋
且
画
。
點
燈
前
散
。
歸
途

訪
多
木
氏
。 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

髙
木
氏…

詳
細
不
明
。 

秋
月
古
香…

秋
月
種
樹
。 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

二
十
五
日
。
晴
。
訪
多
木
氏
。
澤
井
、
亀
尾
亦
来
。
歓
咲
至
夜
。 

 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

亀
尾…

亀
尾
肇
カ
。 

 

二
十
六
日
。
晴
。
亀
尾
氏
来
。
為
廣
海
閑
潮
乞
書
也
。
絹
極
大
、
乃
録
長
古
以
與
焉
。 

 

亀
尾
氏…

亀
尾
肇
カ
。 

 

二
十
七
日
。
雨
至
午
前
而
晴
。
乃
訪
三
崎
、
永
野
諸
氏
。 

 

三
崎…

三
崎
厚
齋
カ
。 

永
野…

永
野
文
良
カ
。 

 

二
十
八
日
。
晴
。
白
山
、
澤
井
来
。 

 

白
山…

白
山
滴
翠
カ
。 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

二
十
九
日
。
晴
。
薄
暮
雨
。
与
澤
井
氏
共
訪
多
木
。
至
夜
半
散
去
。 

 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

多
木…

多
木
豊
カ
。 

 

三
十
日
。
晴
。 

 

三
十
一
日
。
晴
。
来
賓
紛
々
。
夜
与
澤
井
、
三
崎
、
亀
尾
弄
棋
。
客
去
而
不
寐
、
遂
達
天
明
。
此

夜
生
員
守
歳
者
七
人
、
曰
坂
本
栗
夫
、
曰
前
田
圭
、
曰
木
村
新
、
曰
伊
藤
小
、
曰
仲
野
安
、
曰

佐
々
田
馨
、
曰
堤
經
。 

 

澤
井…
澤
井
甃
平
カ
。 

三
崎…

三
崎
厚
齋
カ
。 

亀
尾…

亀
尾
肇
カ
。 

 

坂
本
栗
夫…

詳
細
不
明
。
文
中
か
ら
、
泊
園
書
院
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

木
村
新…

木
村
新
瓶
カ
。
大
阪
府
北
河
内
寝
屋
川
村
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
二
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

２
）
） 

伊
藤
小…

『
登
門
録
』
中
に
「
伊
藤
小
」
と
い
う
名
が
伊
藤
小
一
郎
、
伊
藤
小
二
郎
の
二
件
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
三
重
県
の
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
兄
弟
の
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
二

（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

２
）
） 

仲
野
安…

仲
野
安
一
カ
。
淡
路
三
原
郡
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
『
登

門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

佐
々
田
馨…

佐
々
田
馨
児
カ
。
石
見
那
賀
郡
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
『
登
門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

堤
經…

詳
細
不
明
。
文
中
か
ら
、
泊
園
書
院
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。 

                

七
香
齋
日
録
巻
之
二 

明
治
甲
午
一
月
一
日
。
昧
爽
傳
令
會
生
員
于
書
堂
、
行
奉
讀
聖
教
式
。
元
与
章
為
掌
讀
。
式
畢
傳

椒
杯
供
餅
羮
。
天
已
明
、
微
雪
方
飛
、
天
降
吉
兆
可
喜
。
辰
牌
元
、
章
各
出
、
拜
季
于
諸
友
家
。

余
留
樓
、
衆
賓
終
日
忙
甚
。
日
没
即
寝
。 

 

明
治
甲
午…

明
治
二
十
七
年
。 

 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

章…

藤
澤
黄
坡
。 

 

二
日
。
晴
。
屠
蘇
取
酔
、
亦
供
餅
羮
。
乃
命
車
去
、
謁
先
塋
轉
賀
正
于
諸
友
家
。
逸
見
氏
堂
有
竹

林
放
馬
圖
佳
甚
。
村
田
氏
蘭
竹
双
幅
、
妻
鹿
氏
立
鶴
圖
皆
佳
。
午
後
歸
則
過
末
野
、
大
岩
、
増
本

諸
氏
来
、
弄
棋
至
暮
。 

 

逸
見
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

村
田
氏…

詳
細
不
明
。 

 

妻
鹿
氏…

妻
鹿
友
樵
カ
。 

 

末
野…

末
野
狸
郷
。 

大
岩…

大
岩
啓
カ
。
詳
細
不
明
。 

増
本…

増
本
剛
斎
あ
る
い
は
増
本
有
吉
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
日
。
晴
。
歴
訪
滋
岡
、
松
本
、
北
畠
諸
氏
。
遂
訪
三
崎
氏
。
盖
与
澤
井
、
末
野
有
約
了
新
年
賀

會
也
。
而
小
耕
亦
来
。
一
飲
一
棋
、
以
結
歓
。
与
末
野
氏
共
歸
時
已
二
更
。 

 

滋
岡…

滋
岡
従
長 

(

一
八
五
三―

一
九
一
五)

カ
。
天
満
宮
社
司
。
号
は
松
園
。
大
坂
の
人
。

敷
田
年
治
、
中
村
良
顕
の
門
人
で
あ
る
。
和
歌
や
連
歌
、
謡
曲
茶
道
な
ど
を
善
く
し
た
。 

松
本…

松
本
春
條
カ
。
詳
細
不
明
。 

北
畠…

北
畠
治
房
（
一
八
三
三―

一
九
二
一
）
カ
。
大
和
国
の
人
。
号
は
布
穀
。
伴
林
光
平
ら

と
交
流
し
、
尊
王
攘
夷
運
動
に
従
事
し
た
。
明
治
維
新
後
は
、
大
隈
重
信
や
五
代
友
厚

ら
と
交
わ
り
、
横
浜
開
港
場
裁
判
官
と
な
っ
た
。
「
明
治
十
四
年
の
政
変
」
に
よ
り
辞

職
し
、
改
進
党
に
参
加
し
た
。
明
治
二
十
四
年
に
大
阪
控
訴
院
院
長
に
就
任
し
て
い
る
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木
村
新…

木
村
新
瓶
カ
。
大
阪
府
北
河
内
寝
屋
川
村
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
二
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

２
）
） 

伊
藤
小…

『
登
門
録
』
中
に
「
伊
藤
小
」
と
い
う
名
が
伊
藤
小
一
郎
、
伊
藤
小
二
郎
の
二
件
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
三
重
県
の
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
兄
弟
の
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。
（
『
登
門
録
』
原
稿
二

（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

２
）
） 

仲
野
安…

仲
野
安
一
カ
。
淡
路
三
原
郡
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
『
登

門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

佐
々
田
馨…

佐
々
田
馨
児
カ
。
石
見
那
賀
郡
の
人
。
『
登
門
録
』
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
『
登
門
録
』
原
稿
一
（
Ｌ
Ｈ
２
／
丙
１
０
８―

１
）
） 

堤
經…

詳
細
不
明
。
文
中
か
ら
、
泊
園
書
院
の
門
人
と
考
え
ら
れ
る
。 

                

七
香
齋
日
録
巻
之
二 

明
治
甲
午
一
月
一
日
。
昧
爽
傳
令
會
生
員
于
書
堂
、
行
奉
讀
聖
教
式
。
元
与
章
為
掌
讀
。
式
畢
傳

椒
杯
供
餅
羮
。
天
已
明
、
微
雪
方
飛
、
天
降
吉
兆
可
喜
。
辰
牌
元
、
章
各
出
、
拜
季
于
諸
友
家
。

余
留
樓
、
衆
賓
終
日
忙
甚
。
日
没
即
寝
。 

 

明
治
甲
午…

明
治
二
十
七
年
。 

 

元…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

章…

藤
澤
黄
坡
。 

 

二
日
。
晴
。
屠
蘇
取
酔
、
亦
供
餅
羮
。
乃
命
車
去
、
謁
先
塋
轉
賀
正
于
諸
友
家
。
逸
見
氏
堂
有
竹

林
放
馬
圖
佳
甚
。
村
田
氏
蘭
竹
双
幅
、
妻
鹿
氏
立
鶴
圖
皆
佳
。
午
後
歸
則
過
末
野
、
大
岩
、
増
本

諸
氏
来
、
弄
棋
至
暮
。 

 

逸
見
氏…

逸
身
佐
兵
衛
、
あ
る
い
は
逸
身
豊
之
輔
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

村
田
氏…

詳
細
不
明
。 

 

妻
鹿
氏…

妻
鹿
友
樵
カ
。 

 

末
野…

末
野
狸
郷
。 

大
岩…

大
岩
啓
カ
。
詳
細
不
明
。 

増
本…

増
本
剛
斎
あ
る
い
は
増
本
有
吉
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三
日
。
晴
。
歴
訪
滋
岡
、
松
本
、
北
畠
諸
氏
。
遂
訪
三
崎
氏
。
盖
与
澤
井
、
末
野
有
約
了
新
年
賀

會
也
。
而
小
耕
亦
来
。
一
飲
一
棋
、
以
結
歓
。
与
末
野
氏
共
歸
時
已
二
更
。 

 

滋
岡…

滋
岡
従
長 

(

一
八
五
三―

一
九
一
五)

カ
。
天
満
宮
社
司
。
号
は
松
園
。
大
坂
の
人
。

敷
田
年
治
、
中
村
良
顕
の
門
人
で
あ
る
。
和
歌
や
連
歌
、
謡
曲
茶
道
な
ど
を
善
く
し
た
。 

松
本…
松
本
春
條
カ
。
詳
細
不
明
。 

北
畠…
北
畠
治
房
（
一
八
三
三―

一
九
二
一
）
カ
。
大
和
国
の
人
。
号
は
布
穀
。
伴
林
光
平
ら

と
交
流
し
、
尊
王
攘
夷
運
動
に
従
事
し
た
。
明
治
維
新
後
は
、
大
隈
重
信
や
五
代
友
厚

ら
と
交
わ
り
、
横
浜
開
港
場
裁
判
官
と
な
っ
た
。
「
明
治
十
四
年
の
政
変
」
に
よ
り
辞

職
し
、
改
進
党
に
参
加
し
た
。
明
治
二
十
四
年
に
大
阪
控
訴
院
院
長
に
就
任
し
て
い
る
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こ
と
か
ら
、
こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
当
時
は
大
阪
に
居
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同

二
十
九
年
に
は
男
爵
と
な
っ
た
。
（
『
日
本
人
名
辞
典
』
） 

三
崎
氏…

三
崎
厚
齋
カ
。 

澤
井…
澤
井
甃
平
カ
。 

末
野…

末
野
狸
郷
カ
。 

小
耕…

和
田
小
耕
。 

 

四
日
。
晴
。
拜
年
之
牘
至
自
四
方
至
以
百
數
故
酬
之
、
亦
頗
忙
矣
。
例
年
以
此
日
理
之
、
終
日
未

能
卒
業
。 

 

五
日
。
晴
。
山
田
俊
卿
招
飮
。
午
後
訪
友
樵
、
試
棋
二
局
。
友
樵
次
余
歳
旦
詩
韵
、
清
雅
有
韻
致
、

余
再
疊
以
贈
談
罷
、
命
車
訪
俊
卿
。
會
者
松
本
春
條
、
緒
方
維
準
、
緒
方
拙
齋
、
澤
井
甃
平
、
窪

田
昌
等
十
有
一
人
。
敲
枰
戦
酒
歓
咲
陶
然
、
初
更
辭
歸
。
々
則
雨
。 

 

友
樵…

妻
鹿
友
樵
。 

緒
方
維
準…

緒
方
惟
準
（
一
八
四
三―

一
九
〇
九
）
カ
。
幕
末
・
明
治
時
代
の
医
学
者
。
緒
方

洪
庵
の
次
男
。
字
は
子
縄
。
通
称
は
洪
斎
で
、
号
は
蘭
洲
で
あ
る
。
長
崎
の
蘭
医

に
学
び
、
西
洋
医
学
所
の
教
授
と
な
っ
た
。
慶
応
二
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、

明
治
維
新
で
帰
国
し
た
。
大
阪
医
学
校
長
、
陸
軍
軍
医
な
ど
を
務
め
た
の
ち
、
緒

方
拙
齋
と
と
も
に
、
明
治
二
十
年
に
緒
方
病
院
、
同
二
十
二
年
に
大
阪
慈
恵
病
院

を
設
立
し
た
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

 

六
日
。
晴
。
馬
渊
某
興
酒
樓
于
南
郊
將
會
浪
花
騒
人
墨
客
于
其
樓
。
梅
崖
為
其
紹
介
。
乃
与
林
檪

窓
、
小
川
南
堵
徃
會
焉
。
儒
生
則
竹
溪
、
南
州
、
詩
人
則
雲
来
、
聿
山
等
、
画
家
則
竹
外
、
玉
江

等
、
凡
五
十
餘
名
。
弄
毫
于
此
哦
詩
于
彼
、
有
拇
戦
、
有
蹈
舞
、
而
皆
有
雅
致
、
非
尋
常
、
俗
輩

所
為
也
。
二
更
宴
散
。 

 

馬
渊
某…

詳
細
不
明
。 

 

梅
崖…

山
本
梅
崖
。 

 

竹
溪…

山
本
竹
溪
。 

南
州…

近
藤
南
州
。 

雲
来…

石
橋
雲
来
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

竹
外…

姫
島
竹
外
（
一
八
四
〇―

一
九
二
八
）
カ
。
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
日
本
画
家

で
、
も
と
は
筑
前
福
岡
藩
士
で
あ
る
。
名
は
純
。
字
は
子
純
。
通
称
は
解
三
。
明
治
維

新
後
に
大
阪
に
出
て
、
大
阪
南
画
壇
の
重
鎮
と
な
っ
た
。
門
下
に
水
田
竹
圃
、
赤
松
雲

嶺
が
い
る
。
（
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
） 

玉
江…

行
徳
玉
江
。 

 

七
日
。
晴
。
澤
井
氏
會
棋
友
于
残
夜
水
明
樓
。
余
則
進
正
社
會
期
也
、
故
辰
牌
携
章
也
。
赴
天
王

寺
、
搭
滊
車
至
八
尾
、
訪
藤
陰
。
社
友
皆
来
會
。
林
、
西
尾
諸
子
有
詩
可
誦
。
余
亦
録
新
年
作
以

頒
与
之
、
講
餘
宴
于
三
光
樓
。
衆
皆
尽
歓
時
、
已
申
牌
。
乃
辭
去
、
又
搭
滊
車
至
湊
町
。
命
車
到

御
霊
祠
、
与
章
別
、
直
至
残
夜
水
明
樓
。
酒
方
酣
、
會
者
大
抵
其
争
社
友
。
其
以
員
外
在
座
者
檪

窓
等
両
三
人
耳
。
已
而
弄
棋
、
二
更
散
去
。 

 

澤
井
氏…

澤
井
甃
平
カ
。 

 

章…

藤
澤
黄
坡
。 

 

藤
陰…

木
村
藤
陰
。 

 

林…

林
秋
圃
、
ま
た
は
林
風
外
と
考
え
ら
れ
る
。 

西
尾…

詳
細
不
明
。 

御
霊
祠 

檪
窓…

林
檪
窓
カ
。 

 

八
日
。
晴
。
楽
水
来
、
簡
樋
口
仙
圃
。
仙
圃
亦
来
。
鼎
坐
弄
棋
。
松
山
知
三
即
携
洗
心
洞
書
来
、

請
鑑
。
乃
托
千
里
品
之
云
。 

 

楽
水…

澤
井
甃
平
。 

松
山
知
三…

詳
細
不
明
。 

 

洗
心
洞…

も
と
大
坂
町
奉
行
与
力
で
あ
り
陽
明
学
者
で
あ
っ
た
大
塩
平
八
郎
の
書
斎
兼
私
塾
の

名
。
こ
こ
で
は
洗
心
洞
の
書
の
鑑
定
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
塩
平
八
郎
そ
の

も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
（
大
石
学
編
『
大
江
戸
ま
る
わ
か
り
事
典
』
、
時
事
通

信
社
、
平
成
十
七
年
） 

千
里…

田
結
荘
千
里
。 

 

九
日
。
晴
。
金
沢
氏
携
徠
翁
書
来
、
乞
鑒
。
十
二
幀
以
先
屏
風
一
雙
也
。
其
書
頗
佳
、
不
似
贋
物
、

然
所
書
則
□
□
春
江
花
月
夜
而
下
半
篇
耳
。
且
関
防
印
、
名
字
印
凡
六
、
在
行
間
。
盖
贋
者
妄
押

以
欺
俗
也
。
笑
而
返
之
。 

 

金
沢
氏…

詳
細
不
明
。 

 

徠
翁…

荻
生
徂
徠
。 

 

十
日
。
晴
。
南
郊
蛭
子
祠
祭
。
半
日
放
学
、
而
余
有
微
熱
故
肅
然
守
家
。 

 

十
一
日
。
晴
。
中
野
作
来
。
弄
棋
半
日
以
自
慰
。 

 

中
野
作…

詳
細
不
明
。 

 

十
二
日
。
晴
。
熱
氣
稍
加
、
盖
中
寒
威
也
。
乃
寝
以
自
養
。 

 

十
三
日
。
晴
。
身
体
疲
甚
。
閑
臥
消
日
。 

 

十
四
日
。
晴
。
体
太
佳
。
乃
收
蓐
閑
坐
。 

 

十
五
日
。
晴
。
檪
窓
訃
、
至
恍
然
如
夢
。
不
相
見
僅
七
日
而
為
隔
世
之
人
。
不
堪
悵
然
。
檪
窓
名

信
、
字
□
□
、
尾
州
藩
士
、
材
通
雅
俗
、
智
兼
内
外
、
善
詩
嗜
酒
、
棋
亦
与
余
相
敵
、
俄
爾
喪
良

友
、
情
緒
悶
絶
。
午
前
松
齋
来
、
話
詩
遣
情
。 

 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

 

十
六
日
。
晴
。
為
先
考
三
十
年
忌
辰
裡
祀
。
其
靈
招
与
先
考
相
識
者
共
拈
香
奠
酒
、
遂
飲
宴
、
話

舊
。
嗚
呼
先
考
弘
道
之
志
巋
然
于
世
表
、
自
垂
帷
于
浪
華
四
十
年
、
而
故
歿
是
以
余
之
不
肖
得
継

業
、
以
唱
教
化
、
實
餘
慶
也
矣
。
豈
可
不
孜
々
劥カ

々
尽
力
于
継
述
乎
。
薄
暮
使
元
、
章
、
謁
先
塋
。 

 

元

 

…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

章…

藤
澤
黄
坡
。 

 

十
七
日
。
晴
。
修
理
祭
典
、
餘
事
煩
忙
終
日
。 

 

十
八
日
。
晴
。
謁
先
塋
。
歸
途
訪
末
野
氏
。
主
人
將
之
平
野
街
。
乃
共
歸
到
門
前
、
別
去
。 

 

末
野
氏…

末
野
狸
郷
カ
。 

 

十
九
日
。
晴
。
北
畠
氏
招
飮
。
韓
人
沐
泳
孝
、
李
世
權
来
故
要
余
共
話
也
。
薩
人
荒
尾
精
亦
来
會
。

精
在
清
国
十
年
故
通
其
語
。
沐
李
亦
来
。
在
本
邦
数
年
故
善
邦
語
。
不
假
筆
硯
、
而
両
情
相
通
可

謂
奇
矣
。
主
人
善
談
、
出
其
所
蔵
古
書
画
諸
器
具
以
示
、
興
情
頗
旺
。
二
更
散
厺
。
主
人
命
馬
車

相
送
、
厚
情
可
欽
。 

 

北
畠
氏…

北
畠
治
房
カ
。 

沐
泳
孝…

朴
泳
孝
（
一
八
六
一―

一
九
三
九
）
カ
。
李
氏
朝
鮮
末
期
の
政
治
家
。
金
玉
均
と
と

も
に
開
化
派
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
甲
申
の
政
変
の
失
敗
後
、
日
本
に
亡

命
し
、
甲
午
の
改
革
で
内
務
大
臣
と
な
っ
た
が
失
脚
し
、
再
度
日
本
に
亡
命
し
た
。

韓
国
併
合
後
、
朝
鮮
貴
族
と
し
て
侯
爵
に
列
せ
ら
れ
た
。
（
旺
文
社
編
『
旺
文
社
世

界
史
辞
典
』
三
訂
版
、
平
成
十
年
） 

李
世
權…

詳
細
不
明
。 

荒
尾
精…

一
八
五
八―

一
八
九
六
。
明
治
時
代
の
軍
人
。
明
治
十
九
年
に
陸
軍
参
謀
本
部
か
ら

清
に
派
遣
さ
れ
、
各
地
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。
大
尉
で
退
役
し
た
。
明
治
二
十
三
年

に
上
海
に
日
清
貿
易
研
究
所
を
設
立
し
、
人
材
を
養
成
し
た
。
日
清
戦
争
後
、
紳
商

−56−



 

洗
心
洞…

も
と
大
坂
町
奉
行
与
力
で
あ
り
陽
明
学
者
で
あ
っ
た
大
塩
平
八
郎
の
書
斎
兼
私
塾
の

名
。
こ
こ
で
は
洗
心
洞
の
書
の
鑑
定
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
塩
平
八
郎
そ
の

も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
（
大
石
学
編
『
大
江
戸
ま
る
わ
か
り
事
典
』
、
時
事
通

信
社
、
平
成
十
七
年
） 

千
里…

田
結
荘
千
里
。 

 

九
日
。
晴
。
金
沢
氏
携
徠
翁
書
来
、
乞
鑒
。
十
二
幀
以
先
屏
風
一
雙
也
。
其
書
頗
佳
、
不
似
贋
物
、

然
所
書
則
□
□
春
江
花
月
夜
而
下
半
篇
耳
。
且
関
防
印
、
名
字
印
凡
六
、
在
行
間
。
盖
贋
者
妄
押

以
欺
俗
也
。
笑
而
返
之
。 

 

金
沢
氏…

詳
細
不
明
。 

 

徠
翁…

荻
生
徂
徠
。 

 

十
日
。
晴
。
南
郊
蛭
子
祠
祭
。
半
日
放
学
、
而
余
有
微
熱
故
肅
然
守
家
。 

 

十
一
日
。
晴
。
中
野
作
来
。
弄
棋
半
日
以
自
慰
。 

 

中
野
作…

詳
細
不
明
。 

 

十
二
日
。
晴
。
熱
氣
稍
加
、
盖
中
寒
威
也
。
乃
寝
以
自
養
。 

 

十
三
日
。
晴
。
身
体
疲
甚
。
閑
臥
消
日
。 

 

十
四
日
。
晴
。
体
太
佳
。
乃
收
蓐
閑
坐
。 

 

十
五
日
。
晴
。
檪
窓
訃
、
至
恍
然
如
夢
。
不
相
見
僅
七
日
而
為
隔
世
之
人
。
不
堪
悵
然
。
檪
窓
名

信
、
字
□
□
、
尾
州
藩
士
、
材
通
雅
俗
、
智
兼
内
外
、
善
詩
嗜
酒
、
棋
亦
与
余
相
敵
、
俄
爾
喪
良

友
、
情
緒
悶
絶
。
午
前
松
齋
来
、
話
詩
遣
情
。 

 

檪
窓…

林
檪
窓
。 

 

松
齋…

後
藤
松
齋
。 

 

十
六
日
。
晴
。
為
先
考
三
十
年
忌
辰
裡
祀
。
其
靈
招
与
先
考
相
識
者
共
拈
香
奠
酒
、
遂
飲
宴
、
話

舊
。
嗚
呼
先
考
弘
道
之
志
巋
然
于
世
表
、
自
垂
帷
于
浪
華
四
十
年
、
而
故
歿
是
以
余
之
不
肖
得
継

業
、
以
唱
教
化
、
實
餘
慶
也
矣
。
豈
可
不
孜
々
劥カ

々
尽
力
于
継
述
乎
。
薄
暮
使
元
、
章
、
謁
先
塋
。 

 

元

 

…

藤
澤
黄
鵠
。 

 

章…

藤
澤
黄
坡
。 

 

十
七
日
。
晴
。
修
理
祭
典
、
餘
事
煩
忙
終
日
。 

 

十
八
日
。
晴
。
謁
先
塋
。
歸
途
訪
末
野
氏
。
主
人
將
之
平
野
街
。
乃
共
歸
到
門
前
、
別
去
。 

 

末
野
氏…

末
野
狸
郷
カ
。 

 

十
九
日
。
晴
。
北
畠
氏
招
飮
。
韓
人
沐
泳
孝
、
李
世
權
来
故
要
余
共
話
也
。
薩
人
荒
尾
精
亦
来
會
。

精
在
清
国
十
年
故
通
其
語
。
沐
李
亦
来
。
在
本
邦
数
年
故
善
邦
語
。
不
假
筆
硯
、
而
両
情
相
通
可

謂
奇
矣
。
主
人
善
談
、
出
其
所
蔵
古
書
画
諸
器
具
以
示
、
興
情
頗
旺
。
二
更
散
厺
。
主
人
命
馬
車

相
送
、
厚
情
可
欽
。 

 

北
畠
氏…

北
畠
治
房
カ
。 

沐
泳
孝…

朴
泳
孝
（
一
八
六
一―

一
九
三
九
）
カ
。
李
氏
朝
鮮
末
期
の
政
治
家
。
金
玉
均
と
と

も
に
開
化
派
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
甲
申
の
政
変
の
失
敗
後
、
日
本
に
亡

命
し
、
甲
午
の
改
革
で
内
務
大
臣
と
な
っ
た
が
失
脚
し
、
再
度
日
本
に
亡
命
し
た
。

韓
国
併
合
後
、
朝
鮮
貴
族
と
し
て
侯
爵
に
列
せ
ら
れ
た
。
（
旺
文
社
編
『
旺
文
社
世

界
史
辞
典
』
三
訂
版
、
平
成
十
年
） 

李
世
權…
詳
細
不
明
。 

荒
尾
精…

一
八
五
八―

一
八
九
六
。
明
治
時
代
の
軍
人
。
明
治
十
九
年
に
陸
軍
参
謀
本
部
か
ら

清
に
派
遣
さ
れ
、
各
地
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。
大
尉
で
退
役
し
た
。
明
治
二
十
三
年

に
上
海
に
日
清
貿
易
研
究
所
を
設
立
し
、
人
材
を
養
成
し
た
。
日
清
戦
争
後
、
紳
商
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協
会
創
立
の
た
め
台
湾
に
渡
る
が
、
明
治
二
十
九
年
に
現
地
で
病
歿
し
た
。
（
『
日
本

人
名
大
辞
典
』
） 

沐
李…
本
文
中
か
ら
、
長
い
期
間
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

二
十
日
。
晴
。
樋
口
仙
圃
會
其
争
社
友
于
網
洲
。
社
員
不
来
者
三
崎
、
木
村
等
而
員
外
之
士
松
本

春
條
、
角
倉
、
山
本
等
六
人
故
會
亦
盛
矣
。
一
觴
一
枰
咲
談
。
悠
然
亦
新
年
来
第
一
勝
會
。
日
没

後
辭
歸
。 

 

三
崎…

三
崎
厚
齋
カ
。 

木
村…

詳
細
不
明
。 

角
倉…

詳
細
不
明
。 

山
本…

詳
細
不
明
。 

 

二
十
一
日
。
微
雪
。
午
後
潤
金
社
友
會
于
博
物
場
茶
寮
。
余
久
不
臨
。
此
會
諸
子
懇
請
故
約
必
臨
。

其
人
則
葉
山
、
坂
本
等
而
仲
野
、
前
田
幹
會
事
云
。
探
題
各
賦
一
首
。
歸
途
訪
多
木
氏
。
澤
井
、

真
部
二
氏
在
焉
。
乃
弄
棋
遣
興
。
二
更
歸
。 

 

潤
金
社…

南
岳
の
日
記
中
に
は
潤
金
社
の
名
が
た
び
た
び
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
南
岳
が
所
属

し
て
い
た
サ
ー
ク
ル
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
日
記
の
記
述
か
ら
は
、
碁
や
漢
詩
を

楽
し
む
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
現
在
、
関
西
大
学
図
書
館

に
藤
澤
黄
鵠
の
記
し
た
『
潤
金
社
會
稿
』
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
南
岳
の

み
な
ら
ず
黄
鵠
も
所
属
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

葉
山…

詳
細
不
明
。 

坂
本…

坂
本
栗
夫
カ
。 

仲
野…

仲
野
安
一
カ
。 

前
田…

前
田
圭
カ
。 

多
木
氏…

多
木
豊
カ
。 

澤
井…

澤
井
甃
平
カ
。 

真
部…

真
部
天
真
カ
。 

 

二
十
二
日
。
晴
。
菅
廟
吟
會
。
々
者
二
十
三
人
。
同
賦
探
春
、
又
各
作
画
題
詩
。
興
情
快
適
。
薄

暮
散
去
。
余
更
訪
北
畠
氏
。
返
其
所
托
大
寺
秦
碑
稿
。
又
訪
南
州
。
帆
山
、
訊
堂
、
方
舟
、
聿
山

皆
在
。
棋
戦
方
盛
。
余
亦
一
両
局
而
先
歸
。 

 

北
畠
氏…

北
畠
治
房
カ
。 

 

南
州…

近
藤
南
州
。 

帆
山…

清
原
帆
山
。 

訊
堂…

五
十
川
訊
堂
。 

方
舟…

矢
野
方
舟
。 

聿
山…

岡
田
聿
山
。 

                 

 

附附
属属
資資
料料
翻翻
刻刻  

備
忘
手
録 

通
議
贈
致
人
名 

小
野
、
古
澤
二
、
座
光
寺
、
寺
井
、
清
原
、
橋
本
、
渡
辺
、
楠
社
、
以
上
寄
付
、 

股
野
、
乾
、
新
家
、
大
村
十
、
岸
田
十
、
陶
森
甲
八
、
何
雨
文
一
、 

岡
本
午
、
岡
本
撫
、
田
部
、
山
田
連
、
猪
木
、
奥
田
、
楠
、
中
井 

廣
田
十
一
、
山
田
俊
十
。 

 

讃
州
二
十 

致
居
菴
舜
談
何
易
、 

報
国
文
章
閑
亦
疎
、 

不
覚
秋
風
添
者
髷
、 

一
燈
猶
照
夜
深
曳
、 

夜
談
示
南
岳
兄
上
野
巽
勢
閲
。 

上
野
疇
復
称
巽
。 

 

吉
田
□
□
、
戸
田
耕
蔵
、
岡
田
一
郎
、
豐
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概
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